
F́美ヨ西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使:用前検査成績書

妄領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 18

ハ
～
F年 7月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

成績書管理番号 i卜 18

ヽ

3検査期日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者
・ 検査結果五覧表のとおり

6検査結果    検査結果す覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

自倉ん5年十fり日

至ハヤす年学月′p日

/



検査申請書番号

(申請年月日)

F,.]原発第 32

関原発第43

関原発第 4

関原発第 20

関原発第 26

関原発第 41

関原発第 50

関原発第 51

関原発第

関原発第 6

関原発第 11

関原発第 20

関原発第 51

関原発第 54

F)尋原発第 61

関原発第 12

関原発第 2

関原発第 29

関原発第 56

関原発第 58

関原発第 13

関原発第 20

関原発第 58

1号

5号

7号

3号

O号

6号

6号

3号

4号

9号

6号

5号

1号

3号

8号

3号

3号

3号

2号

5号

7号

9号

0号

(平成 28年 10月  7日 )

(平成 30年  3月 20日 )

(平成 30年 4月 20_日 )

(平成 30年 ,7月  4日 )

(平成 30年  8月 29日 )

(平成 30年 12月  5日 )

(平成 31年 2月  1日 )

(平成 31年 2月  6日 )

(平成 31年 4月  4日 )

(2019年  5月 16日 )

(2019年  6月 24日 )

(2019年  8月 23日 )

(2020年  1月 31日 )

(2020年  2月 26日 )

(2020年  3月 24日 )

(2020年  4月  7日 )

(2021年  4月 39日 )

(2021年  8月  2日 )

(2022年  2月 2s日 )

(2022年  3月 15日 )

(2022年  6月 10日 )

(2022年 7月  1日 )

(2022年 12月 27日 )

成績書管理番号 ::-18

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 18

傷

特記事項

たょ
う
レ

検査立会責任者

塀評縁形|▼家
/4ゞ

密主任技喬碁

本イン・夕‐t'シ 身主潔院

原子力検査官

笠 八 を

多がヾ 五 膨ヾ

検査結果

「Ｒ

検査年月日

令和了年

4月 13日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
ヽ
使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜 18

検査年月日 :令禾口う 年 4月 じ 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 9
検査 をす る工事の工

程f期 日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。        「

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

とき

記録確認 O二

卒



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :卜 18

検査年月占 :令和 J年 牛 月 13日
検査場所 :関西電力株式会社高浜寿電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。 O

す



I                          
添付資料 3-字

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
ゼ(三号検査)

成績書管理番号 :卜 18

検査年月日 :令不口伊 年 4月 |じ  日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

計測制御系統施設、

制御方式及び制御方法

発電用原子炉の制御方式、発電用原子炉の制御方法

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査方法検査結果

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ―所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

系統機能検査

。機能確認検査

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0001

・ ▲目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

`



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :卜 18

襟査年月F:令和 J年 4:月 8日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目
判定基準
※1

(血
3/h)

測定値

(m3/h)

検査

結果

検査

方法

発電用原子炉の制御方式

発電用原子炉の制御方法

(別添 2参照)

機能確認検査

(緊急ほう酸注入

ライン流量)

13.6以 上 Iq、 ェァ

、ヽ

R 目視

以下余白

備考

※ 1:工認 添付資料 4 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書より

7



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

検査年月日 j年 月i3日

添付資料 3-4

:1-18

管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考検査用計器検査項目

2023.01。 16

次回定期事業

者検査まで

流量計
機能確認

検査

以下余白

7



計濁紹御系続施設

加圧木理こ舞毬用原子炉施設に孫るも(′)(発電用原手炉の邁転を管理するための制御装置に係るもの孝除くr)にあっては、次の事項
1 制御方式及ぴ制御方法                   、

(1)発電用原子炉の儲御方式

癸密用原子炉の反応度で
')制
御方式、加圧器の羅力、加圧器げ)水位の網篠方式及び安全保護系等の制御方式

や

(注 1)疑工事計画書の記載を整理し、記戦の適正化を行う。

(注2)既工事計画書に記載がないため認載の適正化を行う。

(注 3)既工事計画苔に記歳がないため程載の適工化を行うっ

記載内容は、昭和49年 2月 20日付け49資庁第271号にて認可された工事静函め添付資料3「綴御佳力計算書」によるこ

記段内容は、う毛工事計画書の制御方式および制御方法「原子炉保護装置J及び「安全注八信号ぅによる。

涎
郭
騨
含
＼
９
　

（◆
営
９
＝
卜
れ
ヽ
コ
）

変 更 後

発電用原子炉の制御は以下の方式で行う。

ミ 発電用原子炉の反応度の田御方式

(変更なし)

b 加底器のE力及び加圧器の水位の鵠御方式

(変えなし)

c 安全保甚系の制御方式

(変更なし)

d 原子炉トリップ失P棋時に原子炉を安全に停止するための識機の制御方式
(a)原子炉 トリンブ失敗時に原子炉≧安全に停止するための設備の作助信号による原子炉出カ

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

変 更 前
発電用原子炉の制御ほ以下?)方式で行う。

a 発電用原子炉の反応度の制御方式 はけ

(a)制御棒の位置調整

(b)と決冷去「材のほう素濃度調整

b 加屋器の圧力及び
'】

欄圧器の水位の制御方式
“
:A'

(a)加圧器のに力の制御方式

イ加巨器スプレイでの冷却による激圧鶴整

"加
圧器逃がし弁による戯圧調整 _
ヽ珈鷹器ヒータでの加熱による加原調整

(b)加圧器の水位の制御方式

イ充てん流とによる水位南整

c 安全保護系(')翻御方式 (■P
(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能

くb)工学的安全施設作助信号によるこ学的安全施設の起動機能

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式



＼
Ｏ

(2)'曽鷺用原子炉の制御方法

制御棒の位遺め制御方法、一次冷却材のイよう素濃度の制御方法、加圧器の圧力、加!圧器の水位の制御方法及び安全保護系等の制御方法

(次ページに続く)

(1デ 4)

変 更 後

発電用原子炉 l′ )制御は以下の方法で行うっ

a 制御棒て
',位
置の制御方法 (1次冷却材の温度の制御を含む。)や|}〉

伸l御棒は制御グループと停止グループとに分けギ制御グループ制御棒クラスタは1次冷却

材平均温度と夕=ビ ン負荷に比例するプ
ログラム平均温度との差(主信号)及び中性子束信号

とタエどン負荷信号との差 (補助信号)を計容値内ti供つことにより、ブジントの歯力変化t〔

道従するように自動制御される。|

また手動部l仰 も可能である。停止グループ制御棒クラスタはヽ制御グループ制御棒クラス

タとともにt炉心に挿入することi【 より原子炉を出力状態から進やかに高温停止させる。

も と次冷却材のほう茉濃度の制御方法 Ⅲと。

化■体積制御設備は、1次冷却材のほう素濃度調整 iと より、高温需出力状態から室温状態

までのよ次冷却材温度の変化、キヤノン、サヤリウム等の核分裂生成物量の変化及び燃料の

撚慌に伴う比較的ゆるやかな反応度変化の補償を行う。1次冷却材のほう索濃度調整は、フ

ィードアンドブジー ド方式の4つの市ll御モード(「 自動補給」、「帝わ呵、」、「急速希釈j及 び

1濃箱 |)のいずれか十二よつて行う丁

c 加圧器の圧力及び加圧器の水位 17)制御方法        ´

(と,加圧器の属力の制御方法 (注0

加圧器め圧力を制御することtiよ り1次冷却材の圧力を一定に保つ,

このたy′、加属器には瀬圧器スプレイ弁、加底器逃がし弁及び畑属器ヒータを設置し、

原子炉運転中では加「f_器の圧力変動に応じて、加屋器スプレイでの冷却 t〔よる減圧調整ヌ

は加圧器ヒータでの加熱による力需圧調整の組合せにより加圧器の底力の制御を行う、

なお、加圧器ノ、ブレイの能力を超えるような圧力上昇があらた場合には、加圧器逃がし

弁の作動により底力上昇をは止する9

(b)加底器のホ位の制御方法 (■

'
加圧器水位プ歳グラムに基づきl次冷封l材平均温度に比例した加圧器基準水位を設定

し、拉t力 変化に伴う実際の1次冷諷1材の体薇変化が基準水位に一致するように制御する。

この加圧器基撃水征と加圧器水位との偏差信号に藍い、化学体嶺制御設備の交てん流量を

自動調黎して加崖器の水位の制御を行う。

発電用原子炉の制御は以下の方I歩で行う。

と 制御棒の位置の制御方法(1次冷却材の温度の制御を含む。)

(変更なし)

も 1次冷却材のほう素濃度の制御方法

発
電
用
原
十
炉
の
制
御
方
法

確
電
用
原
キ
炉
の
釉
御
方
法

(変更なし)

加圧器の圧力及びl抑圧器の水位の制御方法

(変更なし)

変 更 訥

誤
郭
牌
奮
＼
９
　

（◆
営
い
■
卜
油
Ｓ
ｍ
）



(2/4)

蛮 棗 後

0 安全保盤系の制御方法

(a)原子炉非常停止信号をとよる原子
"ヨ

4常俸上機能

原子炉非常停止裕号
'ゝ

作動回路は、
力
2 out of 3″ 方式癖の論理回路及び原子炉 トリッ

プしゃ断器で構成され、原子炉非常停止を行う。

原子炉非常停止信号の論理回路は、マイクロプロセッチを用いたデジタル伸l御装とを通

用し、検証及びハードウエアと統合されたシステムに対する妥当性確認を行ったソフトウ

ェアを使用する。

原子炉非常停止信号の作動回路

マイクPプ ロセッサを用いたデジタル伸l御装置

シングルタスク方式

論理回路 i4

マイタロブ瞬セッサの停止、通信の巡断等を検知し、

警報を発信するとともに、保護機能震失の場合は当該

チャンネルをトリップ状態とする

0-50k,

10～ 95。/。 RI

教射線の影響のないことく井管理区域に設盤)

0.2秒以下

プロセス信号・がデジタル制御装置に入力されてから、

原子炉非常停止信号が原子I戸 卜,ン プしや断器へ出力

されるまで。ただし、デジタル組御装置の入力が接点

信号である原子炉非常停止信号は、0.16秒以下。

計測制御系と電気的及び機能的に分離

外部ネットワークヘの道鞍接続なし

種類

演算処理方式

デジタル市ll御装置(7)価数

自己診断

温度

湿度

激射線螢

応答時間

データ通信

外部ネットワエクとの適断

環琉

条件

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

変 更 前

d 安全保‐謹系の制御方法 liつ

(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能 (■'        ´

原子炉プF常停1に擦号の作動回路は、
わ
2 out of 3"方 式尊の論理回路及び原子炉 トリッ

ブしゃ断器で構成され、原子炉非常俸上を行 う。

発
奮
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

(次ぺ
=ジ
に続く)

遭
辣
ド
６
＼
９
　

（↓
営
伽
載
さ
れ
Ｓ
コ
）



(3/4)

変 更 後

(b)工学的安全施設作ヨb信号によるこ挙約安全施設の起動機能

と■的安全施設作動信号('ジ作動回路は多重棒成で
お
2oこ t of 3"方式等の論理回路及び

2系夕1い作動装置(構成され、工学的安全施設の起動を行う。

工学Vヽ】安全施設作動1旨号の作動回路歓、マイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置

を適用し、検証及びハエ ドウエアを統合されたシステムとこ対する妥基性確認を行つたンフ

トウェアを使用するの

工学的安全施教作動信号の作勁回路

マイクロプロセッサを用いたデジタ″制御装置

シングルクスク方式

論理回昌各:4

作動装置 :2

マイクロプロセッサの停止、通信の進断等を検芸0し 、

等韓を発信するとと )ヽに、異常な信号を出力しないよ

うにする

0～ 50で

10～ 95%RIl

放射線の影導のないこと(非管理区城に設置)

〔
10秒以下

プロセス信号がデジタル制御装置に入力されてから

工学的安全施殺作動信号が出力されるまで 〕
訃潤制御系と電気的及び機機的〔二分離

外部ネットワークヘの直接接続なし

種類

演算処理方式

デジタル制御装置 ,)個数

自己診断

濾度

漫度

故射線量

応答時間

ゲニタ通信

外部ネットワ,― クとの速断

舞義

条件

養
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

変 更 前

(b)工学的安全施設作動信号によると争的安全速改の起動機能 (■ 。ゝ

上学占く,安全施設作動信号の作動回路は多重構成で'2 out of 3)方 式等7)論理回路及び

作動装議で構成され、工学的安全施設の起動を行う。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

一）

(次ページに続く)

遭
郭
ド
含
＼
９
　
（↓
営
９れ
心
ｈ
岳
コ
）



(4/4)

一ψ

(注 X)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(速 3)

既工事計画書の記草食を整理し、記載の適正化を行う。

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う.証載内容は、昭不口49年 2月 20日付け塗9資庁第2『 1号にて喜ど、可されたこ事計画で)添付資料8『細柳推力計算書ょによる

記載の適正化を行う。う【I事訴顧i書に1■ 「原子療保護装置oと記載,

映工事計画書に寵載がないため躍載の適正化を行う。配載内容は、既二事計画書の制御方式および制御方法「原子炉保機装置Jに よる。

暁工事計画群に記載がないため記載の適工化を行うぅ程戦内容は、現工事計画書の制御方式および制御方法「安全とハ信号どによる。

激
郭
ド
６
＼
９
　
（↓
営
９常
卜れ
あ
コ
）

変 更 前 | 憂 更 後

発
電
鷺
原
子
炉
の
制
御
方
法

(b)原子炉 卜,ッ プ失敗時に属子帝。を未臨界にするためのI決冷却材のほう秦濃療の譲整

原子炉 トリップ失敗時の1次冷却材のほう素崇度綴盛として、炉Ⅲに十分な羞のほう破

水を注入する。



別添2(令和5年 4月 13日 )

,牛



検査結果下覧表

成績書管理番号 :卜 18

一Ⅵ

特記事項

て歩イヒ/

検査立会責任者

始 %頻a惚そポ?主任芽管碁

原子力検査官

地 春 欲

称 整

/, く

彰

今ライ14 と イ枠
｀

検査結果

像

検査年月日

令和 す 年

″ F′ρ甲



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
′
使用前検査記録

共通事項            |
1      成績書管理番号 :1-18

検査年月日:令和 す年 字月′P 日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 〇―

検査 をする工事の工

程、 >司 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧・二

工事計画の認可番号の

記載が適功であるこ

と。1  '

記録確認 廷動・二

|う



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機`(三
号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-18

検査年月日:令和 rtt γ渾ン′ 耳
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q―
必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることと

記録確認 ⑬ ―

系統構成が完了していること。 ⑧・

〕▼



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :l「 18

検査年月日:令和 す 年 ″ 月 /P目

検
1査
場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御方式及び制御方法               ｀

発電用原子炉の制御方式

工学的安全施設等の作動信号

常設 (原子炉トリップ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号)

別添 1参照                               ｀

検査方法検査結果判定基準検査項目

掟
〇

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。      t   ′

系統機能検査

。ロジック回路動作検査

。警報検査

設定値確認検査

。作動回路設定値確認検査

備考

・記録確認は、工事計画に基づき■請者が行った試験・検査の品質記録 (※)によるも
/

※適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3■ 0723

・目視で確認した範囲 :添付資料e-3が照

子?



添付資料 8-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
戒績書管理番号 :卜 18

検査年月日:令和 市 年 字 角 ′沙 日

検 査 場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

別添 2が照
系統機能検査

。ロジック回路動作検査 k

目視
別添 2参照

系統機能検査

・警報検査―
盪

B蒸気発生器

水位異常低

(LB485J)

設定値確認検査

・作動回路設定値確認検査
θい(P%来 ! た

備考

※ 11設定値9,0%(許 容誤差範囲 8P3%ん 9.7%)

,9



添付資料3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
!検査用計器下覧表

成績書管理番号 :卜 18

検査年月日 :令和 年箕 月rP日

管理番号 沢1定範囲 測定精度 備考
校正年月日

有効期限
検査項目 検査用計器

2020.8.11

2023。 8.10

標準圧力発

生器

設定値確認

検査

以下余白

"



計測制御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るもあを除く。)にあっては、次の事項

1 制御方式及び制御方法

(1)発電用原子炉の制御方式

発電郷原子炉の反応度の制御方式、カロ圧器の圧力、加圧器の水位の制御方式汲び安全保護系等の制御方式

二

(注 1)既工事計画書の記載を整理し、記載の適正化を行う。

(注2)既I事計画書に記歳がないため記載の適正化を行 う。

(注3)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載内容は、昭和49年2月 20日 付け49資庁第271号にて認可された工事計画の添付資料3争稲御能力計算書」による七

記載内容は、既工事計画書の制御方式および制御方法「原子炉保護装置」及び「安全注入信号」による。

迎
郵

Ｐ

（
ド
＼
０
）

（♪
当

頓
常
ヽ
前

μ
∞
□
）

0 原子炉卜,ッ プ失敗時に原子炉を安全に停止するためあ設備の制御方式
(a)原子炉トリップ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号による原子炉

(b)原子炉トリンプ失敗時に原子炉を未臨界11するための二次冷却材のほう索濃度の調整

(変更なし)

(変更なし〉

(変更なし)

b 加江器の鷹力及び加圧器の水位の制御方式

安全保護系の伸l御方式

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

変 更 後
・ 発電用原子炉の制御は以下の方式で行う。

a 発電用原子炉の反応度の制御方式

発電用原子炉の制御は以下の方式で行う。

a 発電用原子炉の反応度の制御方式 (たD
′
(a)制御棒の位置調整     _

(b)l決冷去口材のほう素濃度調整       |
b,力g圧器の原力及び加圧器の水位の制御方本

(と。

(a)加圧器の圧力の制御方式

イ加圧器スプレイでの命却による減圧調整

口加圧器逃がし弁による減圧調整

′ヽ加圧器ヒータでの加熱による加圧調整

(b)加圧器の水位の網御方式    ′

イ充てん流とによる水位調整

c 安全保護系あ権ll御方式 (灘D

(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能   ~

(b)工学的安全施設作動信号によるこ学的安全施設の起動機能

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

変 更 常t



(2)発電用原子炉の制御方法

制御袴の位置の制御方法、一次冷却材のほう素濃度の制御方法、加圧器の圧力、加圧器の水位の制御方法及び安全保護系等の制御方法

浮

(1/4)

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

変 更 前
発電用原子炉の制御は以下の方法で行う。

a 制御棒の位置の制御方法 (1次冷却材の温度の制御を含む。〉岬
'

制御棒は制御グループと停止グループとに分け、制御グルとプ制御棒クラスタは1次冷却

材平均温度とタービン負荷に比例するプログラム平均温度とめ差(主信号)及び中性子束イ富号

とタービ才負荷信号との差 (補助信与)を許容値内に保つことにより、プラントの出力変化に

追従するように自動制御される。

また手動制御も可能である。停止グル‐プ制御棒クラスタは、制御グループ制御棒クラス

タとともに、炉心に挿ハすることにより原子炉を出力状轄から遠やかに高温停止させる。

b l次冷却材のほう素濃度の制御方法 lI十ゆ

化学体積制御設備は、1次冷却材のほう素濃度調整により、高温零出力状態から室温状態

までの1次冷却材温度の変化、キセノン(サマリウム等の核分裂生成物量の密化及び燃料の

燃焼に伴う比較的ゆるやかな反応度変化あ補償を行う。1次冷却材のほう素濃度言獨整は、フ

ィ‐ドぇンドプリード方式の4つの制御モー ド(「 自動補給」、「希釈」、「魯速希釈」及び

「濃縮」)のいずれかによって行う。

c 加圧器の圧力及び加圧器の水位の制御方法
(a〉 加圧器の圧力の制御方法 ∝り

加圧器の圧力を制御することにより1次冷却材の圧力を一定に保つ。   i
このため、加圧器には加圧器スプレイ弁、加圧器逃がし弁及び加圧器ヒータを設置し、

原子炉運転中では加圧器の圧力変動に応じて、加圧器スプレイでの冷却による減圧調整又

は加圧器ヒ
=夕
での力口熱による加圧調肇の組合せにより加圧器の圧力の制御を行う。

なお、加圧器スプレイの能力を超えるような圧力上昇があった場合には、加圧器逃がし

弁の作動により圧力上昇を阻止する。.

(b)加圧器の水位の制御方法 (|ゆ

加圧器水位プログラムに基づき1次冷却材平均温度に比例した加服器基準水位を設定

し、出力変化に伴う実際の上次冷却材の体積変化が基準水位に一致するふうに制御する。

この加圧器基準水位と加圧器水位との偏差信号に従い(化学体積制御設備の充てん流量を

自動調整して加圧器の水位の制御を行う。           
―

変 更 後
発電用原子J炉の制御は以下の方法で行 う。.

a 制御持の位置?制御方法 (1次冷却材の温度の制御を含む。

(変更なし)

b l次冷却材のほう素濃度の制御方法

(変更なし)

cl加圧器の圧力及び加圧器の水位の制御方法

(変更なし)
|
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(2/4)

や
り

変 更 前 変 更 後
d 安全保護系の制御方法 l柱0

(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能 ((。

原子炉非常停止信号の作動回路は、"2 out of 3)方 式等の論理回路及び原子炉 トリッ

プしゃ断器で構成され、原子炉非常停止を行う。

d 安全保護系の制御方法
(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能

原子炉非常停止信号?作勁回路は、1 2 ou1 9f'″ 方式等の論理回路及び原子炉トツン
プ しゃ断器で構成 され、原子炉非常停止を行 う。

原子炉非常停止信号の論理回路は、マイクロプロマツサを用いたデジタル制御装置を適

用し、検証及び′)‐ ドウェアと統合されたシステムに対する妥当性確認を行つたソフトウ

ェアを使用する。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

原子炉非常停止信号の作動回路

子種類 マイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置

シングルタスク方式

,お理回路 :4

やイクロプロセッサの停止、通信の遮断等を検知し、

善報を発信するとともにt保護機能喪失の場合は当該

チャンネルをトリップ状態とする

0～ 50℃

10-95。/。 RH

放射線の影響のないこと(非管理区域に設置)

0,2秒以下

プ苗セス信号がデジタル制御装置に入力されてから、

原子炉非常停止信号が原子炉 トジップしゃ断器へ出力

されるまで。ただし、デジタル制御装置の八カが接点

信号である原子炉非常停止信号は、0.16秒以下。

計測制御系と電気的及び機能的に分離

外部ネットワーク■の直接接続なし

演算処理方式

デジタル制御装置の個数

自己診断

温度
環境

条件
湿度

1 放射線量

応答時間

データ通信

外部ネットワークとの遮断

Ⅵ
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引
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(3/0

ヤ
＋

変 更 前 変 更 後
(b)工 学的安全施設作動信号による工学的安全施設の起動機能 (澁■0

工学的安全施設作動信号の作動回路は多重構成で"2 out of 3"方 式等の論理回路及び

作動装置で構成され、工学的安全施設の起動を行 う。

(b)王学的安全施設作動信号による工学的安全施設の起動機能

工学的安全拒設作動信号の作動回路は多重構成で"2どut of 3"方式等の論理回路及び
2系列の作動装置で構成され、工学的安全施設の起動を行う。

工学的安全施譜作動信号の作動回路は(マイタロプロセシサを用いたデジタル制御装置

を適用し、検証及びハー=ド ウェアを統合されたシステムに対する妥当性確認を行ったソフ

トウェアを使用する。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

l.0秒以下

プロセス信号がデジタル制御装置に入力されてから、

工学的安全施設作動信号が出力されるまで

計測制御系と電気的及び機能的に分離

〕〔

外部ネ ットワークヘの直接接続なし

応答時間

データ通信

外部ネットワークとの遮断

デツタル制御装置の個数

自己診断

演算処理方式

温磨

放射線畳

環境

条件
湿度

マイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置

マイクロプロセンサの停止、通信の遮断等を検知し、

警報を発信するとともに、異常な信号を出力しないよ

うにする

放射線の影響のないこと(非管理区域に設置)

一
類
一
種

10-959る RH

0´Ψ50℃

工学的安全施設作動信号の作動回路

シングルタスク方式

論理回路 :4

作動装置 :2
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(4/4)

〕
「

(注 1)_既と事計画書の記載を整理し、記載の遺正化を行う。

(注2)既工事計画書に記載がないため寵載の適正化を行う。記載内容は、昭和49年2月 20害Ⅲけ49資庁第?71号にて認可された工事計画の添付資料3「部l御能力計算書」による。

(注3)記載の適正化を行う。既工事計画書には「原子炉保護装置」と記載。

(注4)既工事計画書に記載がないため記哉の道正化を行う。記哉内容は、既工事計画書?制御方式および制御方法「原子炉保護装置」による。

(注5)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行う。記載内容は、既工事計画書の制御方式および制御方法「安全注入信号」による。
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(a)原子炉 卜)ッ プ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号による原子炉鵬勇

抑制機能

原子炉 ドリップ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号の作動回路は、

・2 out of 3"方 式の論理回路及び作動装置で構成され、原子炉出力抑制を行うゎ

原子炉トリンプ失敗時に原子炉を未臨界にするための設備の作動信号の検出都及び論理

回路部は、検出部果は論理回路部の駆動源の英失が生じた場合において、原子炉トリップ

失敗時に原子炉を未臨界にするための設備の作動信号を作動させず原子炉施設の安全上支

障がない状態を維持する設計(フ ェイル・アズ・イズ)と し、駆動源が喪失したことを運転

員が確実に認、知できるように中央制御室に警報を表示すると

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

変 更 後変 更 前

原子炉 トリンプ失敗時の1次冷却材のほう素濃度調整として、炉心に十分なとのほう験

水を注入する。



8 工学的安全施設等の作動信号の種類、検出器の種類、個数及び取付箇所、工学的安全施設等の作動に要する信号の個数及び設定値並びに工学的安全施設等の作動信号を発信させない条件
・常設 (原子炉トツンプ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号)

ヤ
６

(注 1)本設備は既存の原子炉非常停止信号あ検出器であり、工学的安全施設等の

(注2)補助給水ポンプ起動信号と同じ。

して

B蒸気発生器

の

上

上

IC蒸気発生器

設   置   床

設   置   床

区  画  番

配

の

(ラ イ ン 名 )

配慮が必 さ

系

1計器スパンの 1正常に補助給水ポンプが起

1  7糸鎗
上 1棄柴多多亀五摺警系覆整響

H%以下  れると

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

総 水 防 護 上
区 画 番

上 の

正常に原子炉 トリップ した

場合、自動でター ビン トリ

ップ信号及び主蒸気ライン

隔離信号が阻上される。

(注 2)

A蒸気発生器

画  番

蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
低

補
助
給
水
ボ
ン
プ
起
動
信
号

生器A蒸気莞
設   置

蜘鵬．

(ラ イ ン 名 )

C蒸気発生器|

狭域水位 |
検出器  |

B蒸気発生器 |

狭域永位

検出器  |

タ
ト
ビ
ン
ト
リ
ツ
プ
信
号

主
蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
信
号

工学的

安全施設等
の作動信号
の種類

取付箇所

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

工学的

安全施,費等
の作動信号
の種類

取付笛所 設定値偶数設定値個数
検

の

一　
路
麟

検出器及び作動条件

変 更 前

検出器及び作動条件

工学的安全施設等の

作動信号を
発信させない条件

工学的安全
施設等の作
勁に要する

検出器の

種類

安全施設等で″)

作動に要する

変 更 後

Ｍ
写
郵
Ｐ

（
６
＼
０
）

命
ふ
迪

騨
∝
□
）

る。



男電添2
(令和5年 4月 18日 )
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1‐ 19   1

分余りま年 3ヽ月

原子力規制委員会



1発電所名

2検査申請

使用前検査成績書

関西篭力株式会社高浜発電所第2号機

検査申請一覧表のとおり

成績書管理番号 il-19

3検査期日 自ハキリ|う年/7月 /『日

至分んす年3月 /子日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果T覧表のとおり,

6検査結果   ;検 査結果一覧表のとおり
｀

7添付資料    使用前検査記録

r

イ  
‐



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月  4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月  1日 )

関原発第Ьla号 (平成 31年  2月  6日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月  4日 )

関原発第 69号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6 月24日 )

関原発第 205号 (2019年  8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 54B号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年  3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年  4月  7日 )

関原発第 23号 (2021年  4月 30日 )
題索讐 2劣看τZ92/与 PR z冒 )

〕雪解発折jヮ♭こzθ芝242月 Zデ声)
膠密房発生素∫濯 どZ♂2之寿a珂 ノす軍)

開 を々倦第港ア号C2922■ ι月ノク日)

盟々苓第z力哲ど2υ?か
r朋 ′gぅ

爾解梵孝ず″ο歩砂か224″ 耳をク日)

成績書管理番号 : ′一 ′″

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果す覧表

成績書管理番号 :1-19

∝

特記事項

みし

検査立会責任者

、考ポ

亀払二佐諏y竜 砲

原子力検査官

奈杉守 7争
′
た

ヽ

ぞ野 五み

孝テR み

検査結果

代

検査年月日

荊 ぅ年

7月/ξ
日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1-19

検査年月日 :庸0う 年  夕 F /争 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項'

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

牛



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

検査年月日 :

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 11-19

浴砕ぅ年 ク月 /子 趨
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ①
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認

・す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
‐       (三 号検査)'

成績書管理番号 :1-19

検査年月日:癖 OS年  7月  た年 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

計測装置

原子炉格納容器本体の水位を計測する装置 (別添 1か照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

計測範囲確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

空
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 ,検査の品質記録 (※)による。

※ 通合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0922

※ 1:原子炉格納容器水位 (竃極式水位検出器)について記録確認を実施。

び



設 備 概 要

計測制御系統施設

加圧水型する電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための市il御装置に係るものを際く。)にあつては、次の事項
6 計測装置に係る次の事項
(8)原子炉格率内容器本体の水位を計測する装置の名称、検出器の種類、計測範囲、個数及び取付衝所
:常設

原子炉下部
キャビティ

変更なし

変更なし

格納容器サンプB

所

の

名 付    衝

番  号

数  取種   類 1計 測第田称 |

溢 水

配慮が必要な高さ

変 更 後

「電覇駆軍1璃
~

上 の

設   置  床

個  数

変 更 前 (湛0

名 称 種 類 ―計測範囲
報動作

取 付 笛 所
範

系  統  名
(ラ イ ン 名 )

格納容器サンプB

広域水位
差圧式水位検出器 0～ 100% | 2

系

く ラ イ ン 名
格納容器サンプB

変更なし

格納容器サンプB

狭域水位 .

差圧式水位検出器 0～ 100% 2
設   置   床

変更なし

1途 水 防 護 上
区  画  番
―
途 水 防 護 上

の

号

の

配慮が必要な高さ

系   統   名
(ラ イ ン

原子炉格納容器
水位

電極式水位
検出器

対

本

設  、置   床

途 水 防 護 上 の

区  画  番 号

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

原子炉下都
キャビティ水位

電極式水位
検出器

1対  設   置   床
(2本

の

番  号
の ヽ

配 が 必 な高さ

→

(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化々行う。評球内容 t謀、設計図書による。

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

(注3)水位が検出器に劉達した場合にONに なる。



検査結果■覧表

成績書管理番号 :1-19

もo

特記事項

噂
1

検査立会責任者

発 絶 ぬ 惚 奪ポや
主任芸術者

原子力検査官
~

夕ヶ叛 杉

彰 衣 を

検査結果

歿

検査年月日

令和 び 年
θ月ノつロ



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 I使用前検査記録
共通事項

添付資料 1

成績書管理番号 :1-19

検今年月自 :全和 ＼介年 θ 月 /沙 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

.使用前検査申請書の幣認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ・・

検 査 をする工事の正

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

とを

記録確認 Θ・す

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q・ 下

7



添付資料 3■ 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)
′         成績書管理番号 :′ 1二 19

検套年月日 :令禾日、声年 ご 月 ノρ 日

検 査場所 :関茜電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・ 一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Qた

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Θ・下

系統構成が完了していること。
立会/

⑭
Q・
二

rο



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)|

成績書管理番号 :1-19

:令和 す 年 G 月 ノ沙日
:関西電力株式会社高浜発電所

検査年月日

検 査 場 所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設  '

計測装置

原子炉容器本体の天コ又は題口の一次冷却材の圧力、温度又は流量を計測する装置

原子炉格納容器本体内の圧力、温度又は水素ガス濃度を計測する装置

原子炉格納容器本体への冷却材流量を計測する装置         
｀

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

計測範囲確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段

熙

記録確認

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0707、 T2-3-0721

′′



計韻」制御系統施設             
工事計_本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日

"ぃ
可))

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあってはヽ 次の事項
6(2謙
漁鰐 軍簗漁溶賢習斐盈出日の一次冷却材の圧力、温度又は流量を計測する装置の名称、検出器の種類、計測範囲、個数及び取付衝所

・常設

＼
弾

(1/3)

変更なし

変更なし

(と 17)

A( 8、  Cル ー‐プ

配慮が必要な高 さ

の
号

あ

上

　

．上

護

番

護

防

画
一防

水

　

一水

盗

区
一冷

溢 水 防 護 上 の

区 画 番 号

溢 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

(,1

9277～ 3■8℃

設 置 床(■ 11メ

(ラ イン名)

(と tr下

277～ 343℃  i

(■ 5)|

測温抵抗体 |

1次冷却材高温側温度

(狭域)

変 更 前 変 更 後

出 器 1計 測 範 囲
(連4)

検 出 器
の 種 類

計

範

測

園

警 報動作 i

範   囲 i

名 称 検

の

警 報

範

動 作

囲

個 数 i取   付   箇   所 名 個 数 取 付 衝 所
類

系 統  名 (江る〉:

Bループ

(注 R)|

弾性圧力 .

検出器

変更なし

(■ 6)
(れォ設 置 床

l次冷却材圧力 0～ 20 oMPa〔gage」 2
変更なし

一
の
■

一上一護

番

一防

画

一水一盗

区

溢 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

系  統  名
(ラ イ Cループ

変更なし

1次冷却材高温側温度
(広域)

(注 5)|

測温抵抗体 変更なし0～ 370℃
護

番

一

防

画

一

水

　

一

栓

区

一

上 の

号

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

系 統 名
A、  B、 Cルーープ

変更なし
(正 5) 1設  置 床

1次冷却材低温側温度
(広域)

測温抵抗体 | 0´‐370R3 変更なし

」〉遭
営辣

―,I⌒
ω トユ

油＼

「

ユ預

OV

コ



(2/3)

＼
”

の

さ

水

が 必

0-250mV/h低温側安全注八流量

('12イ〉1

0´■250m3/h   i差圧式流量
!

検出器  I
高温側安全注入流量

(a,5)

差圧式流量

検出器

変 更 前 変 更 後

個 数 十取   付
(五 4)

器
類
出
種
検

の
警 報動
範

作

囲
名 称 検 出

の 種
器

類
一

計 測 範 囲 警 報 動 作

囲

箇   所
F名

称 計 測 範 囲 個 教 取 付 衝 所
範

系 統 名
(ラ イン名)

(た ,れ 設 置 床
変更なし

1次冷却材低温側温度
(狭域)

266～ 3 266｀ 332℃ 変更なし 4

護 上 の

区 番

盗 水 の

配慮が必要な高 さ

(ラ イン名 )

変更なし
(■ 20)

(注 i>

差圧式流量

検出器

o～ 12o%
(100°/。

=20,100m3/h)

lV■ 2引 設 置 床
l次冷却材流量 0～ 120% 9 変更な し 12

冶 水 防 護 上 の

区  画

系

ライン i

変覚なし
設 置 床

変更なし

盗 水 防 護 上 の
号
お

さ

区  画  番
盗 水 防 護 上
が 必 要 高

系 統 名 |

(た

'S>
(ラ イン名 ) 安全注入 ライン

変更なし

設 置 床
変更なし

盗 水 防 護 上 (/)

号区 番
一護栓 水 防 上 の

必

」〉遭
営募
リ トよ

■⌒

れ ＼
卜よ ミヽ

〇 ▼

コ



(3/3)

所箇付

統

イ

画

一ク

配慮が

区

一途

1詮 水 防

取

名ン

一名

＞

置!  床

宙,個孝

_上 ¢)

警報動

範

護 上
`″

)

番  号

計 測 範

0｀ 150鵬事/h

10,000n9

変 更 前 変 更 後

名名 称取 付 箇 所出 器 計 測 範 囲 個 数

(■

称

検出器

差歴
1恒設代誉低圧

検

の

器

類

一

樹
種

一

検

ｏ

一

警 線 動 作
範    囲

注水ポンプ

出日流量積算

変更なし

変更なし
0-1,0001n3/h

く,130〉

/「  |0～ 1.000mV

続系

2  設 置 床

護 上 の

高 さ

防

画

絵 水

区

余熱除去
クーフ出日(ラ イン名 )

差圧式流量 |

検出器 |
余熱除去ターラ

出日流量

護 上 ′)

番  号
】よ

(注 1)記餓の適正化を行う。既工事計画書には「項目」と記載

(注2)残毛工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

(注3)記載の適正化を行う。既I事計画書の「指示計」及び「記録計」の記裁を削除

(注4)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「検出器設置場所」と記載

(注 5〉 ,電工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注6)記載の適正rとを行う。
'光

工事計画書には「0-70kgん m2G(記録計は0-240kg/cn?G)」 と記載

ぐ注7)記栽の適正化を行う。雛工事計画書には「1」 と記載

(注8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ル●プA」 と記載

(注a)記載の適正化を行う。F死工事計画書には「1次冷却材温度」と記載

(注 10)記載の道正化を行う。既工事計画書には「0-370℃」と記載

(注 11)記載の適正化を行う。既工事計画書t、は「ループA、 B、 C高温側」と記載

(注 12)記栽の適正化を行う。♯)を工事計画書には「ループA、 B、 C低主鳳側」と記歳    t       .
(注 13)記載の適正化を行う。,電工事計画書には「平均温度ループA、 平均温度′

'4プ

B、 平均温度ループC」 と記載

(注 14)記載の適正化を行う。玩正事計画書には「277332℃ Jと 記載

(注 15)既工事計画書に記畿がないため記裁の適正化を行う。警報動作範囲は、計測範囲と同じ

(注 16)記較の適正化を行う。,電工事計画書にはループごとに「2」 と記載

(注 17)記載の適正化を行うも既工事計画書には「ループA、 ループB、 ループC」 と記載

」>澄
営郭
CЛ 卜J

―
付穴

ω い

h＼
岸 ミ

〇 ▼

[El

検査対象範囲



, :)

(注 J8)

(注 19)

(注20)

(注21)

(注22)

(注 23)

(注24)

(注25)

(注26)

(注 27)

(注 28)

(注29)

(注 30)

記載の適I化を行う。

記載の適正化を行う。

記載の適正化を行う。

記載の適正化を行う。

記載の道正化を行う。

記戦の適正化を行う。

口己改の適正化を行うど

記裁の適正化を行うし

記萩の道正化を行う。

記載の適正化を行う。

横算流量の計測範囲

記載の適正化を行う。

記裁の適正化を行う。

既手事計画書には「温度差ループ

^、

温度毒ループ8、 温度差ループC」 と記栽

既工事計画書には「0,150。/。 (0-55,5℃)」 と記求

既工事計画書に1ま 「1次冷却打流量ループA、 1次冷却材流畳ループB、 1次冷却材流登ルとプC」 と記載

班工事計画書に鷲「0-120%(100%=201011n。 /h)」 と記載     ‐

既工事計画書には″―プごとに「3」 |と記載      ,      ‐

既工事計画書には「安全注入ライン流畳 (ほ う酸注外タンク経由】Jと 記栽      !
既工事計画書には「0-215n1/h」 と記栽

既工事計画書には「安全注入ラインヘッダ」と記載    ―

'モ

壬事計画書には「安全注人ライン流登」と記載

既工事計画書には「0～225m a/h」 と記裁

既工事計画書には「余熱除去ル=プ流量」と記載

既工事計画書には「む-looom学 /h」 と記載

ヽ
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(4)原子炉格納容器本体内の圧力、温度又は水索ガス濃度を計測する装置の名泳、検出器の種類、計測範囲、個数及び取付箇所
・常設

(注 1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「項目」と記載

(注2)既 I事計画書に記載がないため記段の適エイビを行う.

(注8)記戦の適正化を行う。既工事計画書の「指示計J及び F記録計」の記載を削除

(注4)記載の適正化を行う。F>篭工事計画書には「検出器設置堀所」と認載

」>遭
営郭
朝 岸

‖⌒
ω 9

れ＼
ミ

）
岸

Ｏ

Ш

0～ lMPa

[gageヨ

弾性圧カ
検出器

4
[ごage]

0‐V490に Pa

系 統  名
(ラ イン名〉

計 測 範 囲

0'W490kPa

[gage]

出 器検

のの 種 類 所箇付
(と0

箇
個  数 取

変 更 後

名  称

変 更 前
警 報 動 作

計 測範 囲 |

格納容器圧力  弾性に力検出器
(■働

格納容器 変更な し

設   置 ‐ 床

変更なし 変更なし
(とB"
変更なし

(2(産 '))

の
号

上護

番

防

画

水溢

区

遼 水 防 護 上 |)
配慮が必要な高さ

器

ラ イ ン

格納容器
広域圧カ

設   置 床

1
の

号区 画

上 の

さ配慮が必要な高

系 統 名
(ラ イン名)

格納容器

変更なし

1設 置 床
原 子

測遼抵抗体 E.と,+32.3m 変更なし

上 の

区 画  番
途 水 の

配慮が必要な高 さ

検査対象範囲



ヽ
ミ

(7)原子炉格納容器本体への冷却材流豊を計測する装置の名称～検出器り種類、計測範囲、個数及び取付箇所
・常設

(注 1)積算流量の計測範囲

」〉遭
誉郭
0ト ユ

■⌒
ω Oう

泣 l＼

Pと ミヽ

OV
コ

計 測 範 囲

0～ 1,000m3/h l

(0-10,000m鵠 (■ 1))

0～ 150m3/h

(0-10,000m3(歳 :〉

)

変 更 前 変 更 後

名   称 種    類 計 測 範 囲
警 縦 動 作
範   囲 l日  、数 1取 付 衝 所 名 称 i種 類

書報動作
|

範  囲 個 数 1取    付   箇 所

系  統  名 I  A内部
(ラ イ ン 名 )|ス プレライン

設  置  床

内部スプレ流量積算 差圧式流

の
号

上護

番

防

画

水盗

区

盗 水 防 護 上 の
配慮が必要な高さ

原子炉下部
キャビティ注水

ライン

系  統  堵
(ラ イ ィ 名 )|

設   置   床
原子炉下部キャビティ

注水ポンプ出目流と積算

の
号

上護

督

防

画

水ぬ

曙

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

ロ 検査対象範囲
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工事計画本文 (関原発第121号 (平成30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)
(13)原 子炉格熟特容器本体への冷却材流量を計測する装置の名称、検出器の種類、計測範囲、個数及び取付箇所
常設

(注 1)績算流量の計測範囲

遭
郭
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（
ミ
＼
韻
）

◆

営

頓
常

ω
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コ

変更なし

変更なし

変更なし

取 付 箇 所個 数

変 更 後

名  称 種 測 範 囲類 1計

B内部
スプレライン

系 統  名
(ラ イ ン名 )

原子炉下部
キャビテ身注水

ライン

系

く

内部スプレ流量積算

所付|

|
|

出器検

名 称

設  置   床

設   置   床

個  数 Ⅲ取

変 更 前

種 類
1計 測 範 囲

式流量 |

1警報動作

検出器  (0～ 10,000m'(■ 1))

A内部
スプレライン

の
号

上護

番

防

画

水盗

区

漆 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

の
号

上
ハ
雑

番

防

画

水溢

区

冷 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

統   名
ラ イ ン 名 )

0～ 150n3/h

(o～ lo,ooomじ (■ゆ
)

原子炉下都キャビティ

注水ポンプ出日流量績算

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

範  囲

量1 0～ 1,000ma/h



検査結果■覧表

成績書管理番号 :1二 19

ヽ
哺

特記事項

拿 し

検査立会責任者

発乾η急み普主←技術者

原子力検査官

孝今 独

ハ イ歌1士
/ヽ／

検査結果

艇

検査年月日

令和 す年
3月 /J‐日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号.:1-19

検査年月日 :令和 す年  3月  /す 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ心一

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認 ΘI一

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。        
｀
記録確認 ⑧―

2つ



添付資料 3fl

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

戒績書管理番号 :1-19
検査年月日:令和 、声年 δ月 ノ争 日
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・ 二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ⑧・二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることも              ′
記録確認 Q!下

系統構成が完了していること。
立会/

⑩ ①・下

ZI



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管ラ
「
_番号 :1-19

検査年月劉:令和 市年 3月  ノす尋
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

原子炉格納容器本体内
の圧力、呈度文ド水素ガ

ス濃度を計渕する崇葺

二次格納施設内の水素ガス濃度を計測サる装置

別添 1参照  ‐

計測制御系統施設

計測装置  .

検査結果 検査方法

設備及び機器が工事計画に従い製作

iされ、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることも

性能検査

計測範囲確認検査

備考

・記録確認は(工事計画に基づき申請者が行った試験 :検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0712

Zえ



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年 6月 10日認可))

計測制御系統施設

6 計測装置に係る次の事項
(4)原子炉格納容器本体内の圧力t温度文1ま水素ガス濃度を計測する装置の名称(検出器の種類、計測範囲、個数及び取付箇所
・イ機揮

輩 電 畿

敬 |,    議 l‐|:

1

機  故

4

1+鶴 11

警報働 r4‐

偽   と
'H

計 酪綸 麟l

うヽ ワヽ,Tr,1耗

統‖〕器■,色 編

熱儀綿式

毛 韓、

可敬襲鶴紬傘絲内よ黙議農計浪1装置

t 電 艤

欺 付 脇 所組   敏
警鶴R働件

お  隠肘脚範側
歳士重器
′〕ヨB宝苗

宇i f,手

持
ω

“

検査範囲

迎
靱

ユ

全

＼
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◆
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観
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工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年 6月 10日認可))

計測制御系統施設

6 計測装置に係る次の事項
(0)二次格納施設内の水素ガス濃度を計洵する装置の名称、検出器の種類、計測範囲、個数及び取付箇所
口F総
'望

衰 貢 級

最 fサ 簡 封憎  徹

ユ

fr儀 11

習▼
`t勘
件

機  磯
計 側 榛 囲

u‐を,v,t馬

検 t嘉 器∫Ⅲ徹報

熱僚専駕

名 毎

可搬型T喜 ェ〒五I蜘水肇機産計謝機長

空 斑 議

H営 韓 箇 軒悩   牧
爾 Rと勤 1『

権  瞬
計事Jt種附

検横辞
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嘉 F・争
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、関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用i前検査成績書
r

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :lT20         '

好 1,デ 年 γ月

原子力規制委員会

が

Ⅲ`



使用瀧検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

成績書管理番号 :卜20

命  (

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 今れヨ年3月 21‐日

捗 と
~年 解月「夕日

4!検査場所 i  使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結異一覧表のとおり

6検査結果    検査結果す覧表のとおり

7添付資料 :   使用前検査記録

自

　

　

至

オ
Ｆ

イ



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第321号 (平成 28年 10月

関原発第435号 (平成 30年 3月 2

関原発第47号 (平成 30年 4月 20

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4

関原発第 260号 (平成 30年 8月 2

関原発第416号 (平成 30年 12月

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16

関原発第 116号 (20ユ 9年 6月 2

関原発第 205号 (2019年 8月 2

関原発第 511号 (2020年 1月 3

関原発第 543号 (2020年 2月 2

関原発第 618号 (2020年 3月 2

関原発第 23号 (2020年 4月

7日 )

0日 )

日)

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

日)

4日 )

3日 )

1日 )

6日 )

4日 )

7日 )

爾爆産学 23為
碑原翠華29二讐
腑舜
'響

監ЬうZ=

腑舜濯第5↑ 5亀
1舅Ч聰孫IS守与
脚界雅堵2じ qち

l'4原泰紫581旨

をと:を 1看!奪獄
'

9卜a)
2腱 )

t2t)22
t20と 2
ことo2と
(ヮ o2】

tと0とと

猛 登拭†
.IB:

隼 とディIじ 9)
毎 .1州  in)
「ネ12河 27B)

成績書管理番号 :1=20

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



)

検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 20

い

特記事項

与 し

検査立会責任者 辞

姥
主任技術者

がリディタ君ソとイ■B聴材

原子力麹裁検査官 幕

ゑ A久

検査結果

え

検査年月日

資挙 3 年
3月ユ今日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜 20

検査年月日 :彿 争 年
‐
3 月 24日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事 の正

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ①・

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 《動・二

守ロ
ー



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録 ′

成績書管理番号 :卜 20

検弯年月日:◆紳3年 3月
'牟
日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 ①・

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。            ・

記録確認 Θ・T

系統構成が完了していること。
9
勒

す



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜20

検査年月日:◆ぶ,3年  3月 24日
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

安全弁  2個 別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

2

備考   !
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-OH3(その 2)

*検査対象のうち安全弁 (予備)について確認

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3が照    .

6



添付資料 3下 3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :卜20

検査年月日 :イ賜諄 ろ 年 3 月 24日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

2V―N2卜307

(予備を除く 1個 )
性能検査 別紙 2参照 淀

目視

備考

7



添付資料 3下 4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
本父査用計器一覧表

成績書管理番号 11-20

検査年月日 :令和 3年 3月 24日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

系統性能検査

性能検査
圧力計

2020,9.3

2021.9,2

系統性能検査

性能検査
圧力計

2020.5.27

2021.5,26

以下余白

g



別紙 2

項目

(単位)

工事計画

記載値
|

許容値 確認値

吹出圧カ

(MPa)

θ、522

吹出量

(kyh)
る「?

※ 1:許容値は JISに よる。

※2:詐容値はI事計画による。

9



別添 1(1/2)

令和 3年 3月 24日

工事計画本文 (原規規発第 1606±05号 (平成 28年 6月 10日認可))

計測制御系統施設           、           、

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除くと

にあつては、次の事項

9 制御用空気設備に係る次の事項                              I
(3)1安全弁の名称、種類、吹出圧力、吹出量、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

・可搬型

変 更 前 変 更 後

称

種
|

2V―N2V-307

非平衡形

吹 出 圧 力 MPa 0.83

吹 出 量 kg/h/個 370以上

主
要
寸
法

呼 び    径 mm 20(注 1)

の ど 部 の 径 mm 13(注 1)

弁 座 口 の 径 mm

リ フ ト mm

材 料 (弁 箱 ) SLISF316

個 数 1(予備 1)

取 付 箇 所

〕

(注 1)公称値

,0



別添 1(2/2)

令和 3年 3月 24日

工事計画本文 (関原発第 123号 (平成 30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)

計決1制御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)

にあつては、次の事項

9 制御卿空気設備に係る次の事項
(3)安全弁の名称、種類、吹出圧力、吹出量、主要寸法、材料、個教及び取付箇所

・可搬型

(注 1)公称値

□ 検査対象範囲

kg/h/個

MPa 0.83

370以 上

吹 出 圧 カ

吹 出 量

呼 び    径 rlln

の  ど 部  の 径

弁 座 口 の 径

主
要
寸
法

2V一 N2V-307

非平衡形

20(11)

変更な し

3(注 1'

!取付箇取
ｈ
ｉ

‥

ノ

変 更 前 変 更 後

SUSF316

1(予備 1)

取 付 箇 所

トジ

個 数

フ

(弁 箱 )材  料

||



検査結果下覧表

成績書管理番号 :1-20

一ト

特記事項

るし

検査立会責任者

出んと習…どぅ主住技4喬/

原子力検査官

4笠 帝 子をノt
f野 五各

孝万焦

検査結果

余

検査年月日

/静oラ
年

ク月ノイ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1-201       撥竜「詈旱:菅懲係式暫こ魯I隻笹昂
検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認

,3



1   添付資料 3=1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-20

検査年月日 :/毎的 多年  7月 ノイ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること心 記録確認

必要な図面等が準備されていることЬ 図面等確認 ③‐

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

'4



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 il,-20

検査年月日!浴約 3年  7月  /4日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 IT2-3-0116

×1:窒素ボンベ (アニュラス換気弁等作動用)

ホース接続回 (AJB No.53 入口窒素供給配管～弁 (2V6291))

窒素ボンベ (アニュラス排気弁等作動用)～ホース先端

アニュラス排気弁等用制御用空気ライン窒素供給刺1トフレキシブルホ∵ス

について記録確認を実施。

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

容器、主配管 (別添 1参照)

検査結果 検査方法判定基準検査項目

久
記録確認

目視

1

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされて所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

系統機能検査

系統機能検査

系統構成確認検査

容量確認検査

通気検査  .

運転性能検査 ,

|す



月け
"薇

1 (1/6)

令和 3:年 7月 14ロ

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成 28年 6月 10日認可))

計測制御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)

にあっては、次の事項

9 制御用空気設備に係る次の事項                          ′

(2)容器の名称、種類(容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所
・可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

検査対象範囲

変 更 後
窒素ボンベ

(ア ニュラス排気弁等作動
名 称

類穂

変 更 前

(ii t'

さ

　

さ

　

さ

部
　
部

1(予備 1)

(:■ , I

(r:;― r

〕

最 高 使 用 圧 カ

最 高 使 用 温 度

厚

厚

*斗

数

径 ! lllm

取   付   箇   所

個

外

高

胴

底

主
要
す
法
　
　
材

mm

mm

mm

MPa

C

′ι



一
芍

(5)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
・常設

変

最高使用

:圧  カ

(MPa)

更 後

高使用

度 外

(℃ )  (mln)

名 称 径 |厚 さ 材 料

(mm)

ホース接続 囲

(AJB NO.53

日窒素供給配管):

(「二5, t,11(,)

0.S3 50 34,0 3.4 STPT370

義ゝ (2V-6291)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

最高使用
1最

1温

高使用 |

名 称 カ 度 :外 ・径 早  さ材  料

(MPa) (℃ ) (all■ ) (,181)

(注 1)記載の道正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 日の仕切弁～格納容器内逆止弁 (2-6204A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。     ,                              、

(注3)公称値

(注4)記載の適正化を行うこ既工事計画書には「STPC424と 記載

(注5)重大事故等時における使用時の値

(住6)本設備は既存の設備である。

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～計器用補助空気そう1と 記載

(注8)記載の適正化を行う。既■事計画書には「計器用補助空気そうフインントィ)分岐点～主恭気大気放出弁および補助給水用弁」と記

載

(注9)記載の適正化を行うと既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～中間建屋および補助建屋」と記載

(注 10)当 該ラインにつぃては、主配管に該当しないため記載の適正化を行う。

(注■)エ ルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(次ページに続く)

回
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＼
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く
渤

ユ
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(注 12)既工事計画書に記載がないため記裁げ)適正化を行うし記載ぬ容は、設計図書による。

(注 13)エルポを示す。

(注 14)STPG42同等材 (STPG410)への取替えを行う。

一
ω

渤
」
当卵
ユ
　
（ω
＼
６
）

↓
朝
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■
ミ
れ
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ヽ
ロ



・鯉

rぅ

群
叫
逮
坤
醇
団

(次ページに続く)

(ttし,

取付箇所 :

C1220T

C1220T

じ1220T

(注 ど,

(:il望う

(1にど,

5.0

20

5.0

(イエど1

(itを

'

(キ til,

S,0

22,0

(|■ 1)

(とと1

0,83

17.16
ホース先端

制
御
用
空
気
設
備

50

50

(注 1

22.0

窒素ボンベ

(ア ニュラス排気弁等

作動用 )

変更前 変 更 後

名 称

用
　
力

使一鍮最

圧

最高使用 |

温  度 外

(¬C)     (mln)

径 厚  さ  材  料 取付箇所

(ヽlPa) (mlll)

遭
謝

ユ

（く
９

↓
曽

ω
構

Ｎ
渤

ユ
ヽ
ロ



変 更 後

名 称

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚  さ  材  料 取付箇所

(mm) (1温Ill)

保管場所 (旗 lo:

取付箇所

(ヤキS,

SUS304

(:|:可 )

20A

(i主 1)

50

アニュラス

排気弁等用

制御用空気ライン

窒素供給用B]
フレキシブルホース

制
御
用
空
気
設
備

(III)

0.83

変更前

Ｗ
０

郎
麟
灘
拗
甜
国

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値                    ´

(注3)当該マニホエル lヽ
｀
出
｀
(必要台数 11台に (A系 )、 (B系 )共用め予備 1台 を加えた数量)以上を保管するこ

(注4)メ ーカにて規定する外径を示す。

(注5)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として工般産業品の規格及び基準に道合するものであr)て (使用材料 (′ )特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるもT)を使用する。

(注6)当該ホース酔  (必要本数に予聯 を加えた数量)以上を保管する。

(注7)当該ホース酔  (必要本数B (A系 ):|卜、い  (B系 ):酔 に予備■卜|卜を加えた数量)必上を保管子る。

(次ページに続く)
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⊃

(注8)当該ホース酔  (広要本荻 iこ 予感 を加えた数量,以上を保筆する.

(注9)当該マニホ上ル 可卜 (必要台数に手鵬 を加えた数量)以上を保管する!

(注 10,当 該本一■  (必要本数に予尋 守押えた荻量)以上を保省するこ

ｐ
一

削工当計
ユ
　
（ｏ＼ｏ）

↓
曽

い
常

Ｎ
れ

」
ヽ
ロ



IⅢ

検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 20

口
Ｗ

特記事項

なに

検査立会責任者 印

雄笠ぬ花考¥や 主任技術者

解 チ .ダ
=と
ウ
=在
期

原子力施設検査官 印

~ヽい

か (静
々 /  

《

写9予 五各

検査結果

漣

検査年月日

布豫B5午
島月ぶI日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項        :

成績書管理番号 :卜 20

検査年月日:骸毬5年  三月 _o li目
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認
'

確認事項 確認方法 確認結果! 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)力 準ヽ備されてい

ること。

記録確認 @.T

検査をする工事の正

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 ① ―

工事計画の認可番号の

記載が適切であると

と。        |

記録確認 ○す

を3



添付資料 3■ 生

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :卜 29

:検木三年月日 :姶珠uぅ 年 二 月 31 日

検 査場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 l薦考

申講者の品質記録が準備されていることと 記録確認

必要な図薗等が準備されていること。 図面等確認 こ動・二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了しでいること。
立会/
聾)・ 一

24



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査 )

｀
成績書管理番号 :卜 20

検査年月日 :冷覧d5年  ニ ロら i日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

安全弁  2個 (予備 1個 ) 別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

系統機能検査

(安全弁吹出し検査)

(容量確認検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

た
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)によるも

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3■ 0714(その2)

2と



別添 1 令和5年 3月 31日

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年 6月 10日 ))

計測制御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係

るものを除く。)にあっては、次の事項          、

9 制御用空気設備に係る次の事項                 ,
(3)安全弁の名称、種類、吹出圧力、吹出量、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

。可搬型

(注 1)公称値

検査範囲一ヨ一Ｌ

非平衡形

変 更 後

2V― N2V-400A、  B

kg/h/個

MPa 0.98

430以上

ｍ

　

　

ｍ

ｍ

　

　

皿

lMB

―一―――――___― _______ 変

名 称

種 類

alttl

更 前

吹 出 圧 カ

呼    び    径

の ど 部 の 径

弁  座  日 の 径

材 料 (弁 箱 )

取 付 箇 所

主
要
寸
法

量出

ト

個 数

吹

フリ

26
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検査結果―覧表

成績書管理番号11-20

や
菊

特記事項

イ レ

検査立会責任者

庶/ク」‐夕|じウ/・キ任技術者

腰 臆慾無徳p魏拓

原子力検査官

ジ段 次 盈

″宏 を

検査結果

充

検査年月日

苓和 o~年

″月丁.π日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
!     共通事項

成績書管理番号 :1-20

検査年月 日 :今オロ争 年 γ 角 ど 1:夕 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項        :

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前

検査 申請書 (変更申

請を含むと)が準備さ

れていること。

記録確認

検査 をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どおりである

こと。

記録確認

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認 σ一

2客



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-20

検査年月日:令和 ど″年 年 月/t″ 占

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧:二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 @エ
検査用計器が校ェされており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 σ ―

系統構成が完了していること。

29



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 il=20

検査年角日 i令和ナ 年 字 月ど ,7日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

圧縮機 容器 主配管 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・容量確認検査

。通水検査 (通気倹査)

系統性能検査

。運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作され、

据付けされ、所定の性能を有しており、技

術基準に適合するものであること。

め

後
記録確認

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験
。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0714(そ の 1)

T2-3-071・ 4(その3)

T2r3-0714(そ の4)
。目視で確認した範囲 :添付資料 3二 3参照
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添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :1-20

検査年月日:令和夕 年 み 角 π 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

計測制御系統施設

制御用空気設備

圧縮機

容器

主配管

系統機能検査

・通水検査 (通気検査) 礎

目視
※】

系統性能検査

・運転性能検査
別添 3参照

う

倹

以下余自

備考

※ l:検査範囲の詳細については、別添 2参照
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嚇
漑

。
， ‐こ
鯛
蝉
鞘

鯉

制
圧
ぐ
９
く

　

・

測
加
除

計
　
を

変更認可申請前 (原規規発第1606105号  平成28年 6月 10日 )

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

もの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るもの

事項
量、吐出圧力、主要寸法、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、

別添 1( 1/23) 令和 5年 4月 6・ 7日

口…検査対象範囲

)

変 更 後

往復式

(加圧器逃がし弁

可

出

容

吐

量 (11)

:圧  力 (■ :)

3/h/個

MPh

mm

mm

二相誘導電動機

]2(予備 1)

取 付 箇 所

原
動
機

た

横

局

個

さ

数

て

種

出

個

圧
縮
機
主
要
寸
法

類

数

力

32



別添 1( 2/23)令 和 5年 4月 6・ 7日

(2)容器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法せ材料、個数及び取付箇所
と可搬型

(注 1)可搬式空気圧縮機 (加圧器逃がし弁作動用)の附属機器である。

(注2)重大事故等時における使用時の値

(注 3)公称値

(注4)可搬式空気圧縮機 (加圧器逃がし弁作動用)の 1台当りの個数を示す。

□…検査対象範囲

変更前

名 称

種 類

変 更 後

横置円筒形

空気だめ

(加圧器逃がし弁作動用 )

施3/個量 儀妙容 0.080以 上 (o:0801た め)

最 高 使 用 圧 力 (士か

最 高i使 用 温 度 (注め

取 付 箇 所

月同

個

板

数

径直
要
寸
全 長

法

1,05

290(注 3)

1,280(注 3)

50

mm

MPa  l

℃

一
ｍｍ

SS400

1(注 4)
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・可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時あ値

(注2)公称値

別添 1( 3/23)令 和 5年 4月 6B7日

□…検査対象範囲

変イ更 前 変 更 後

名 称 増圧装置空気だめ

種 類 横置円筒形

容 量  (注
1) mP/個

最 高 使 用 圧 力 (法
1)

最
「
高 使 用 温 度 (注

1)

MPa

℃

mml

mm

主
要
寸
法

直 径

全 長

月同 板
材
料

個 数

取 f 付   箇   所

3今



別添 イ ( 4/23)令 和 5年 4月 6,7日

・可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)重大事故等時に必要な容量は、窒素ボンベ3個を使用して、90,82以上とする。

(注3)重大事故等時に必要な容量は(窒素ボンベ7個を使用して、278.42以上とする。

(注4)公称値

□…検査対象範囲

窒素ボンベ

(力口圧器逃がし弁作動用)
二般継目なし鋼製容器

変 更 後 `

量 弊1)容

つ

2/値 l

MPa最 高 使 用 圧 力

最 高 使 用 温 度 (注
1) ℃

径

主
さ

要
寸
法

個

さ

数

さ

料

外

局

1同

底

厚

厚

l   mm   l

ｍｍ
　
　
・血
一　
皿

取 付 箇 所

部

都

3伊



(5)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度(外径t厚さ及び材料
・可搬型

ω
い

望
頚

ュ

（
　
頓
＼

博
ω
）

↓
営

ｏ
紺

ヽ
加
０
「
Ｎ
ロ

変 更 後

取付箇所

保管場所 (注め

取付箇所 :

1最高使用 .最高使用

名 称 圧  力 Ⅲ温  度 外  径 十厚  さ 材  料
(Mpa) (℃ ) (mm) (■lm)

(注 i) (注 (注 2) (柱 2)

0。 98 50 22.0 5_0 C1220T

制
御
用
空
気
設
備

窒素ボンベ

(加圧器逃がし弁

作動用 (A系 ))

(注 2) (注 2)

2,0 C1220T

〔注 I)| (注 1)

ホース先端
17.16 50

(注 2) (注 2メ

22.0 5,0 C1220T

変更前



取付箇所

保管場所 (遠
3):

取付箇所 :

C1220T2.0

(住 2): (注

C1220T

(注 2) 江2)(

5.022.0

変 更 後変更前

C1220T

(mm)

22.0

(注 I)

5017.16
ホ▼ス先端

制
御
用
空
気
設
備

(注 2)(注 2)

(■lm)

(注注

称名 外  径 1厚  さ  材  料

5.0

最高使用 |1最高使用
―
圧  力
|  (MPム )

窒素ボンベ

(加圧器逃がし弁

作動用 (B系 ))

(注 1)|

0198   1

温  度

(℃ )

゛
菊

遭
郭

ユ

（　
⑤
＼

Ｎ
ω
）
　

↓
営

ｏ
韓

ヽ
前
０

口
Ｎ
口



ｕ
い

変 更 後

名 称

最高使用 最高使用

圧  力 1温  度

(MPa)  |  (℃ )

外  径 厚  さ 1 材  料 取付箇所

(mm) (mm)

(江 6)

可搬式空気圧縮機

ラインマニホール ド

接続用

取

(注 (注 1〉 (注 4) (注 5)|

0,98 50 6A 合成ゴム

腎ホ
ース

制
御
用
空
気
設
備

(注6)

可搬式空気圧縮機

ラインマニホール ド

、接続用

(注 (注 (注 4)| (注 S)

0.98 50 6A 合成ゴム

日}ホ ― ス

変更前

遭
頚

ユ

（
　
Ｎ
＼

や
ω
）
　

↓
曽

切
紺
小
枷

０
日
刊
ロ国…検査対象範囲



〕
０

変 更 後

取付箇所

(江 7)

取付箇所 i

外  径 ―厚  さ

J

|

材  料

(rD』 E) |(I「Lm)|

|

(注 4) (注 5)

19A 合成ゴム

名 称

最高使用 最高使用

圧  力 1温  度

(MPa)  |  (℃ )

制
御
用
空
気
設
備

可搬式空気圧縮機

ラインヤニホール ド

接続用

(注 1)

0。 98 50

lm (A系 )、辟(B系 )
ホース

変更前

湮
郭

ュ

（
　
∞
＼

博
ω
）
　

↓
謝

９
常
ヽ
枷
０

・
Ｎ
□

検査対象範囲



（
０

変 更 後

取付箇所

(注8)

取付箇所 :

外 径 厚 さ 材   料

(Bin) (■lm)

(注4) (注 5)

19A 合成ゴム

名 称

最高使用

圧  力

最高使用

温  度

(MPa)     (k3)

|

|

くと 1) (注 1)

0。 98 50

加圧器逃がし弁用

制御用空気ライン

窒素供給用

|}ふ
―ス

制
御
用
空
気
設
備

変更前

翌
頚
工

（
　
０
＼
Ｎ
ω
）
　

◆
謝

観
常
ヽ
前
ｏ
Ｂ
Ｎ
コ

□…検査対象範囲



レ

取付箇所

保管場所
l注 1の

所取

外  径 1厚  さ  材  料
(山)(mm)

SUS304

(注 5)注 4)

20A

変 更 後

アニュラス

排気弁等用

制御用空気ライン

窒素供給劇い
フレキシブルホース

500,83

(MPa)

制
御
用
空
気
設
備

変更前

用

(柱

高使

称名 圧   力

最高使用

温  度

(℃ )

（

一

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

重大事故等時における使用時の値 _

公称値             ′

当該マニホール 旧胎 (必要台荻 il胎 に (A系 )、 (B系 )共用の予轟 を加えた数量)以上を保管する。 1

メーカにて規定する外径を示す。

メT力仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態におぃて強度が確保できるものを使用する。

当該ホー朴   (必笠李数に予僻 を加えた数量)以■を保管する。

当該ホー朴   (必要本鋼   (4索 ):|卜、lb(B系):■卜に予備B■ 本を加えた数量)以上を保管する。    |

遭
謝
ユ

（
ユ
ｏ
＼
的
６
）
　

↓
営
観
構
｛
詢
ｏ
Ｅ
Ｎ
コ



一
、 ｂ

ヤ

(■8)当孝布―朴   (必要李数に手備l未を加えた数量)以上を保管する。

(注9)当該孝ユホィル嘔胎 (必要台数に予僻 を加えた数量)以上を保管する。

(注 10)当 該ホと朴   (必要本数に予感 を押えた教量)以■を保誉すると

（
ロ

波
謝

ユ

（
ユ
エ
＼

Ｎ
ω
）

↓
営

観
常

ヽ
油

ｏ

Ｂ
】
ロ



‐ゝ
／

(5)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

中常設!                        ´

〈
い

変 更 前 | 変 更 後

材  料

変更なし

(注 6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(mm)

(江 6)

(最小 )

6.0

(注 3〕

(6.0)

外  径

(11コ R)

(注〕6)

(差し酌

部の内径 )

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 5)

138

(注 6)

138

1最嵩使用

称  1圧  力材 料 |

|

名

|(MPあ)

(注2)

0.83

(注 3)

60,3

変更な

50 3.9 STPG42

制
御
用
空
気
設
備

0。 98

変更なし

0.98

厚   さ

(mm)

目耳牛曇1外  径
(℃ )|(航 )

最高使用

圧  力

(軍Pa)

名 称

(注 1)

チP(2MOV-6202、

6203)

格納容器貫通部

PEN性 332、  378

制
御
用
空
気
設
備―

浬
謝

ユ

（
ユ
ヽ
＼

Ｎ
ω
）
　

↓
習

観
韓

■
詢
０
・
Ｎ
Ⅲ



ヽ

小
（

変 更 後

材  料

(注 6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(ll■1)

(注 6)

(最小)

6!0

/

/
(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

/

/
6.0)

暴
高
1昼

|

(℃ )

外  径

(mml

(注 3,6)|

(差し込み

内岱

(注

61.1

/
138

/

(差し込み

61.1

1最高使用

名 称 1圧 力

(MPa)

制
御
用
空
気
設
備

変更なし 0.98

変 更 前

材  料厚   さ

(llnl)

最高使用

温  度

(℃ )

1外 径

(■Hl)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注 1)

折卜(2MOVT6202、

6203)

格納容器貫通部

PEN祥 332、  378

制
御
用
空
気
設
備

選
蕩

ユ

（
ユ
ω
＼

時
ω
）

↓
替

ｕ
構
■
れ

ｏ
・
Ｎ
コ



Λ
崎

変 更 前 変 更 後

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

|

争(nョ厚mさ

(注5) (と 3)

27,250

料 !

1最高使用

さ 称 カ

(llal) (MPa)

(注 5)

0.98

ホ
=ネ
接続ロ

(窒素供給連絡

配管上流 (A系 ))

及び

本rス接続口

(窒素供給連絡

配管上流 (B系 ))

ホース接続口

(窒索供給連絡

配管下流 (A系 ))

及び

ホース接続日

(窒素供給連絡

配管下流 (B系 ))

制
御
用
空
気
設
備

最高使用十

温  度

(℃ )

タト 径

(llm)

最高使用

圧  力

.(MPa)

名 称

巡
謝

ユ

（
ユ
ヽ
＼
博
ω
↓
　

↓
営

ａ
構
（
油
０
と
Ｎ
コ

□…検査対象範囲



（
Ｓ

変 更 後

材   料

STPT370

S25C

厚   さ

(lllEIl)

(注 3)

2.9

(最小 )

4.3

/
(最小)

4.3

外 径

(m皿)

(注 3)

2712,

(注 3)

(穴径 )

21.4

/

(穴径)

21.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注ω

50

高使用

力

(MPa)

高使用
|

料

|

使用

さ 名 称 1庄  売
(℃ ) (重m) (H』4) (MPa)

(注 5)

0.98

ホース接続1日

(2V-6274上 流)

及び

ホース接続菌

(2V-6288」 L拶範)

静l
御
用
空
気
設
備
格納容器貫通部

PEN群 332、  378

上流量管合流点

変 更 前

名 称

選
謝

ユ

（
ユ
銅
＼

博
ω
）
　

↓
営

ｏ
構
■
詢
０

日
Ｎ
ロ日…検査対象範囲



変 更 前 |

_1_   _

変 更 後

材   料

STPT370

厚   さ

(mm)

(差 3)

3,9

/

/
3.9

外  径

(■lal)

(農 3)

60.5

/

/
60,5

高使用 |高使用

力

高使用 最高使用

度

(℃ )

度タト さ 名 称 カ

(MPa) (℃ ) (mm) (lll麓) (MPa)

|

|
チ書(2V-62o4A( B) (注 5) (注 5)

0.98 138

チ|(2V-62698、  C)

制
御
用
空
気
設
備

名 称

↓
増 (注 1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 日の仕切弁～格納容器内逆止弁 (2-6204A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。

(注3)公称値 ・  ´
(注4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「STPG42」 と記載

(注5)重大事故等時における使用時の値

(注6)本設備は既存の設備である。                  I

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～計器用補助空気そう」と記載

(注8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用補助空気そ―うラインヘの分岐点γ主蒸気大気放出弁および補助給水用弁」と記

載    ―

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点｀中間建屋および補助建屋」と記載

(注 10)当 該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行う。

(注 11)手ルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。
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(注 12)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うQ記載内容は、設計図書による。

(注 13)エルボを示す。

(注 14)STPG42同 等材 (§TPG410)合 の取替えを行う。            i
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李
つ

軽微変更届出後 (関原発第123号 平成30年5月 24日 )

計測制御系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するたつの制御装置に係るものを除くЬ)にあつては、次の事項

長5響塁塁誓厩講塚t輩島潅鵞露冤、最高使用温度(外径、厚さ及び材料
・常設

*2022年2月 28国付け関原発第5o2号の申請を行つた範囲を除くと

連
郵

ユ

（
ュ
∞
＼

Ｎ
ω
）

◆
営

頓
常
ヽ
渤
．ω

Ｌ
刊
ロ

変 更 後
最

圧

高使用 高使

外 径 厚 さ 材 料 名 称 力 度 厚 さ

(■』Il) (lll'I長 ) (MPa) (℃ ) (llll■ ) (醜:l)

0.83 50 (注 3)|

(注 5) (注 5) 60.3     3,9 STPG42

0.98 138

(江 3,16)

(差し込み

部の内径 )

61,1 .

(注 16)

(最小 )

(注 16)

制
御
用
空
気
設
備

(注 15)

0,83

(注 S)

0:98

磁 1 ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

変更なし

50

6.0

138 (注3)

6 0)

変 更 前

最高使用 1最高使用

名 称 圧   力 |

|

温   度

(MPa) (℃ )

弁 (2MOV-6202、

6203)

格納容器貫通部

REN祥 332、  378

*

制
御
用
空
気
設
備

□・・・検査対象範囲



変 更 後

材  料

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

1外 径 厚   さ

(Ilull) (mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

外  径 厚 さ 材 料

(lDh) (:l』n)

(注3,16) (注 16)

(差し込み

部の内径 )

61.1

/

(最小)

6.0

/
(注 16)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

/
(最小)

610

/

(差し込み

部の内径)

61。 1

(注3)| (色 25C

(6.0

/
相当)

/
6.0)

最高使用

温  度

(℃ )、

(注 15)

50

(注 5)

138

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 15)

0,83

(注 5)

名 称

デト(2MOV-6202、

6203)

格納容器貫通部

PEN苺332( 378

*

制
御
用
空
気
設
備

時
Φ

*2022年 2月 28日付け関原発第562号の申請を行つた範囲を除く。
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□…検査対象範囲



(注 12)

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

既工事計画書1こ記載がないため記載の導正イとを行う。記載内容はヽ設計図書による。           k
エルボを示す。        ,
STPG42同等材 (STPG410)への取替えを行う。

平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606105号にて認可された既工事計画書に記載がなtヽため記載の適i化を行う。

記載の適正化を行うp平成28年6月 10日 付け原規規発第1606105号にて認可された既工事計画書には変更後に記載

埒
一
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変更認可申請後 (原規規発第180e004号 平成30年8月 6日 )                    _

計測制御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く

9 制御用空気設備に係る次の事項          ｀

(5)主配管の名称、最oイ吏用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・可搬型

にあっては、次の事項

分
〕

迎
郵

ユ

（
由
ユ
＼

雨
ω
）
　

↓
営

９
常
ヽ
詢
ｏ

３
Ｎ
ロ

変 更 後

材料
1個

数
1轡
餅

変更なし

変更

なし
変更なし

(と 2)

17.16 15A

(と 7)

SUS304

PFA

50

厚さ

(mm)

外径

(m融)

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

圧  カ
(MPa)

名 称

変 更 前

(注 1)|

個数
|

|

取付箇所

県管場所

付箇所

(注4)

1

(予備 1)

厚さ

(mm)

材料

|

(注 3)

5, 0 C 1 220T

(注 3)

2.0 C1220T

(注 3)|

3,O  C1220T

外径

(In14)

(荘 3)

22.0_

(速3)

8,0

(注 3)

22.0

最高使用

温  度
(℃ )

(注 2)

50

(注 2)

17.16

(注 2)

50

最高使用

圧  力
(MPa)

(と2)

0.98

名  称

窒素ボンベ

需1
御
用

(加圧器逃が

|し弁作動用

(A系 ))

ホース先端

□∵検査対象範囲



変 更 後

取付

箇所
個数材 料

(注7)

SUS304

PFA

厚さ

(■ uとl)

(注6)

外径

(Ipm)

(注 5)

15A

最高使用

温  度
(q〔〕)

(逮 2〕

50

最高使用

圧   力
(MPa)

(注め

17.16

名称

変更

なし

変1 更 前

取付箇所

保管場所

取付箇所

(注 1)

個数

(注 4〉

1

(予備 1)

材料

(注 3)

5.O  C1220T

日 (注 3)

2,08.0 C1220T

(注 3)

22.0

(注 3)|

5.0 C1220T

厚さ

(ll1ll)

外径

(m■1)

(趣 3)

22.0

最高使用

温  度
(℃ )

(注 2)

50

(注 2)

50

最高使用

圧   カ
(MPa)

(注 2)

0.98

(注 2)

17.16

名   称

窒素ボンベ

|(カロ圧器逃が

し弁作動用

(B系 ))
空
気
設
備

ホ‐ス先端

埼
争

(注 1)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則改正に係る適正化

(注2)重大事故等時における使用時の値
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□…検査対象範囲



ヽ

‐
′

(注3)公称値

(注4)A系 、B系共用の予備を力日えた数量

(注 5)メ ーカにて規定する外径を示す。

(注6)メ ‐力仕信によゃ
~も
のとし、完成品として下般産業吊の規格及ひ基準に適合するものであうて、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確琴できるものを使用する。

的 未設甲掛
イレ羊シヵ赤 _スで,乱

竹
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男ば翔畠2
令和・5年 4月 7日
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ヽ
ュ，

備考

備考

結果

孔

孔

確課方法

目視

目視

弁動作方向

閉→開

閉→開

空気供給涙

、 窒素ボンベ
(加圧器逃し弁作動角 (A系〉)

A可搬式空気圧縮機

(加圧器逃し弁作動用)

確認対象

A加圧器逃がし弁
2PCV-445

貯
〔＼
円

澄
郭
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関西電力」株式会社―

高浜発電所第2号機

使用前検査成績書

命

要領書番号 :原規規収第 1610972号 99

成績書管理番号 il-21

今る 5年 2月

原子力規制委員会 i



使用前検査成績書

1発電所名 関西竃力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日   自 谷 ん 5年 2月 21日

至 今令5年 2月二近日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果∵覧表のとおり、

7添付資料 使用前検査記録
｀

成績審管理番号 :1‐ 21

r~

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 3

関原発第 4

関原発第

関原発第 2

関原発第
′
2

関原発第 4

関原発第 5

関原発第 5

関原発第

関原発第

関原発第 1

関原発第 2

関原発第 5

関原発第 5

関原発第 6

関原発第

関原発第

関原発第 2

関原発第 5

関原発第 5

関原発第■

関原発第 2

関原発第 5

21号

35号

47号

03号

60号

16号

05号

13号

4号

69号

16号

05号

11号

43号

18号

23号

23号

93号

62号

85号

37号

09号

80号

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

8年 1

0年

0年

0年

0年

0年 1

1年

1年

1年

9年

9年

9年

0年

0年

0年

0年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

2年 1

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

8月 20日 )

2月  5日 )

2月 .1日 )

2月  6日 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6イ月 24日 )

8月 23日 )

1月 31日 )

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7日〉

4月 30日 )

8月  2日 )

2月 28日 )

3月 15日 )

6月 10日 )

7月 ′1日 )

2月 27日 )

成績書管理番号 :1-21

検査申請―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

ユ



検査結果下覧表

成績書管理番号 :1-2_1

“

特記事項

惨 し

検査立会責任者

始℃颯惣争ポイ峯任技術者

原子力施設検査官

,、ト 本 欲/レ

多属 注 脇

検査結果

段ヽ

検査年月日

今ん3年
2月 ョ生日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1-21

裕
査
午月
日 :今為 丁

= 2角
三と 尋

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑤・■

検査 をする工事 の工

程、期日及び場所が申

請書どお りである こ

と。

記録確認 ⑧l二

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。

記録確認 Θ―

隼



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

、成績書管理番号 :1-21

検査年月日 ,今｀ 了年 字 角 =生 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 く動・下

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Qi
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ◎・―

系統構成が完了していること。
0
鰤 Q―

f



添付資料 3T2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査 )

. (          成績書管理番号 :1-21

検査年月日 :4体 5年  2月  21 日

検 査 場所 :Fttl西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設

放射線管理用計測装置

エリアモニタリング設備

苛搬式使用済燃料ピット区域

周辺エリアモニタ 01添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

校正検査

(計測範囲確認検査)

(線源校正検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段

⑩

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。
｀
※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0812

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

b



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)       一

(立会検査)
成績書管理番号 :1-21

検査年月日 :今益 5年  2月  21 日

検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 検査項目 測定値等 検査結果 検査方法

放射線管理施設

放射線管理用計測装置

エリアモニタリング設備

可搬式使用済燃料ピット区域

周辺エリアモニタ

(別添 1参照)

性能検査

校正検査

(計測範囲確認検査)

(線源校正検査)

別添 3参照 磯
目視

(※ )

備考

※可搬式使用済燃料ピット区域周辺エリアモニタ (2 RETT 5A)(北側)

測定処理装置 (2RM―T5)チ ャンネルA側について確認

ク



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機1使用前検査記録
検査用計器下覧表

成績書管理番号 :1-21
▼    検査年月日 :今や ゃЬ 年 2月 21甲

検査項目
検査用計

器
管理番号 測定範囲 測定精度

校正年月日

有効期限
備考

計測範囲確認

検査

フ ァンク

シ ョン/
任 意波形

発生器

2022.09.20

2024,09. 19

線源校正検査
ス トップ
ウオッチ

2020.07.30

2023,07.29

検査項目
使用標準

線源
管理番号 線量当量率 (μ Sv/h) 値付日 備考

線源校正検査
1,7cs 2022,5,27

線源校正検査
137cs 2022.5.27

線源校正検査
187cs 2022.5,27

以下余白

8



設 備 概 要
卿 鋤

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

1 放射線管理用計測装置に係る次の事項
(2)エリアモニタリング設備に係る次の事項

可搬理

(と1)1・ 2を機費用げ),術は、 1弓織設織であうと

本 使用済燃料貯蔵槽エリアの線量当量率を計測する装置嚇 称(検四静窮圏興 計測範囲、取付箇所及び個数

や

t

塑
郵

ユ

み  げ 後

悩  黎

クミil'

阜 付 鶴 耐

取付衝所 :

辞 報 勁 η言

範   側
検出器ク〉種類 計純鶴 田

0.Oitattv/h

半導体式

100揃点v/ユ I

名 林

可撫式使用済燃料ビント
巴城阿煙工,アモニ中

密 更 前

個 数取 付 鶴 討
琴 平R嘉う伴
範   m計 測 範 囲名   オ、推議碁ザⅢ種類



性能検査 (校正検査 (計測範囲確認検査))記録

成績書管理番号 :1-21

検査年月日 :今わ 5年 2月 ,十 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

確認

方法

目視

検査

結果

段

指示値

表示値

mSv/h

1、。i xt♂

引

|.Oも X10
0

1、04X10
〕

it04 X,0

亀

Iし 00X10

許容誤差範囲

(基準値上2%以
内)

mSv/h

1,00× 10~2 
※1～

1.25× 10~2

7.95× 10~2～

1。 25× lll l

7.95× 10J～
1,25× 100

7,95× 100～

1.25× 101

7.95X101

1,00× 102
※ 1

基準値

mSv/h

1 0 0 X 1 02

1,00× 101

1.00× 100

1.00× 101

1.00X102

標準入力

模擬入力

kHZ

5。 144× 10~3

6.202× 10~2

6.501× 101

5.003× 100

3.619× 101

工学値

mSv/h

1.00× 102

00× 10~1

1100)(100

1.00× 101

1,00X102

計測範囲

確認計器

SA監視
操作盤

確 認 項 目

1.00× 10~2

1,00× 102

mSv/h

ヽ

ユ

可搬式

使用済燃料ピット区域

周辺エリアモニタ

(2RE― T5A)
(北イ民1)

測定処理装置

(2RM― T5)
チャンネルA側

単
一
豪
加
ω
（中＼
〕）

※liSA監視操作盤の許容誤差範囲は、1.00× 10~2未満と 1.00× 102超過において表示機能上の許容誤差がないことによる。



性能検査 (校正検査 (線源校正検査))記録

成績書管理番号 :1-21

検査年角日冷為 5年 ,月 昇十日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

＼
ゝ
　
＼
ｒ

確認

方法

目視

標準線源 I B7csや

⊇.D?′ 兵房
怠

(注 1):線源照射による正味の線量当量率 線源照射時の線量当量率 バックグラウンド指示値

検査

結果

磯

許容誤差範囲

(± 30%以 内)

lnSv/h

3,50× 10~2～ 6.50× 1012

3.50× 10~1'こ 6.60× 10~1

3i50× 10α ～ 6.50× 100

3.50× 101～ 6.50× 101

4.90× 101～ 9.10× 101

7100X101 1,30× 102

線源照射による

正味の線量当量率

(注 1)

mSv/h

4.倉
ら?x`5〕

■64懲 x父デ
:

気娘年 x′ D°

4.96,xfο
I

6. 57 x tel

8,解
生k10'

線源照射時
の線量当量率

nSv/h

4、今9σ メ15え

へ忘百Dパ 〔す
I

ぢi′弁伊ムと♂

4`?6S xlざ

ら電 ;Px、ど

G、
ュj4ェ

iざ

標準線源による

線量当量率

mSv/h

5.00× 102

5,00× 10¨
l

5,00× 100

‐
5。 00× 101

7,00× 101

1,00× 101

確 認 項 目

可搬式

使用済燃料ピット区域

周辺エリアモニタ

(2REvT5A)

測定処理装置

(2RM一 T5)
チャンネルA側

備  考

】
二
瓢
″
∞
（中＼
じ



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

i できる状態になった時に係る
:  : 使用前検査成績書  :

施  設  名 :原子炉格納施設

系  統  名 :圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度常1御設備

並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

要領 書番号 :原規規収第 1610072号 1-23-1

9月ん年↑紳

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査          |

β検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )'

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )

4検査期日 自 埒功ηん年9月 F8日
季 考み ん年字月,8日

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

r



6検査範囲 高浜発電所第2号機

発電用原子炉施設
′        :

原子炉格納瀬設

圧力低減設備その他の安全設備     ・

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納

容器再循環設備            J
再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置  12個 (予備 1個 (ドーム部頂郡
｀               付近用))

7検査結果    検査実施者及び検査結果二覧表のとおり



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果下覧表

な し

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 性能検査記録 (電気容量確認検査)

3 検査占計器一覧表

3

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

電気容量確認検査
免

腎覇う危年9月 r8日 食,名 亀年 9月 ′,甲

テ負夢、

牟

電気 主任技術着



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査 に係る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備され

ていること。

記録確認

李株ゴ元年

9月 ib日 掟
使用前検査成績書の「3検査 ,

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月  メン
/

月   日

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認

看羽諄ん年

9月 ,8日 淀

年

月  jン
/

月  日ヽ

4



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

電気容量確認検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

今覇鬱花年

9月
'8日

庇

年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

々
～
ん年
? 月
'8日

滋
年

月   日

年 イ

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範劉、測定精度を有し

ていること。

記録確認

今かん年

9月 ユ6日
鬼

年

月   日

年 イ

系統構成が完了してい

ること。

②
⑩

命俸花年

9 角r6日 淀
年

月  日

年 イ

j



)ヽ

査

法

検

方

目視/

∞
目視/

m
ロネ見/

め
砂
記録確認

目視/

齢

検査

結果

乏

・兄

盛

皮

え

?停え 年
守月r8日
弁み

'・
ん年

9月 ′B日
づμえ年
9月 r8日
弁″ 元 年

9月 ′6日
命ルん年
9月 ′8日

検査年月日
確認値
(W/個 )

電気容量

(W/個 )
供給電圧

(V)

F32、
22

2と
~、

'?

原子炉格納容器
水素燃焼装置抵抗
(Ω ) 
・

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No。 3

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.4
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.5

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :TZ-3-θ 904
※ 2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

性能検査記録 (電気容量確認検査)

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

炉格納容器水素燃焼装置 i12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))

検査範囲

子再結合装置及び電熱器

判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。
※ 2。正常に動作すること

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.1
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No。 2

鶉
尊
蛉
華

〕
ｌ

μ



ミ

高決発電所第 2号機

性能検査記録 (電気容量確認検査)
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循乗設備

再結合装置及び電熱器  原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ド‐ム部頂部付近用))
判定基準 :。 電気容量が所定の性能を有すること。

・正常に動作すること。
※2

検査

方法

目視/

m
臨
目視/

∞
目視/

∞

羅
備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)によるむ
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 IT2-3-99D4   _

※ 2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認するも

検査

結果

Й

皮

鬼

え

え

検査年月日

◆舞孔 年
今月 ,8日
神 ん 年

写月
'3日↑浄ん年

9月
'8日
密跳
↑″
9月

ん年
′8日

確認値

(W/個 )
電気容量

(W/個 )
供給電圧

(V)

,32、 11

原子炉格納容器

水素燃焼装置抵抗

(Ω )

2占、'71

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.6
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.7
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.8
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.9
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No。 10

郭
草
が
華
］
―
〕



蛉

査

法

検

方

ロネ見/

目

目視/

ω

査

果

検

結

2
え

検査年月日

9月 日

アし年

日′月

ん 年

9月 Jg日
ん 年

確認値

(W/個 )
電気容量

(W/個 )
供給電圧

(V)

原

水素燃焼装置抵抗
Ω

電気容量が所定の性能を有すること。判定基準
・正常に動作すること。※2

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No。 11
原子炉格納容器

No. 12

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,13
(予備)

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※1!適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-う …9904

※ 2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

性能検査記録 (電気容量確認検査)

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備
放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備
再結合装置及び電熱器  原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム都頂部付近用))

郭
奪
が
華

〕
―
∞



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料-3

検査年月日 :令和元年 9月 18日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

電気容量

確認検査

デジタルマ

ルチメータ

2019,4.25

2020.4.24

デジタルマ

ルチメータ

2019.4.25

2020,4.24

/

/

/

/

9/E



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1-23-2

併 4112月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2‐検査申請    検査申請∵覧羨のとおり

a検査期日   占 吟弩'4年 十乳月ユ】日

五
′
今舟今年

'2月

二Ьロ

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績審管理番号 :1-23-2

倉

1



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第 293号

関原発第 562号

関原発第 585号

関原発第 137号

関原発第 209号

(平成 28年 10月 7日 )

(平成 30年 9月 20日 )

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7月 4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月 5日 )

(平成 31年 2月 1日 )

(平成 31年 2月 6日 )

(平成 31年 4月 4日 )

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6月 24日 )

(2019年 8月 23日 )

(2020年 1月 31日 )

(2020年 2月 26日 )

(2020年 3月 24日 )

(2020年 4月 7日 )

(2021年 4月 30日 )

(2021年 8月 2日 )

(2022年 2月 28日 )

(2022年 3月 15日 )

(2022年 6月 10日 )

(2022年 7月 1日 )

成績書管理番号 :1-23-2

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

乞



検査結果一覧表

成績書管理番号 :l二 23■ 2

い

特記事項

移 レ

検査立会責任者

)＼イラ_.ク…と'多主任技術者

擁盗諷惣努 歩ル降瓶名

原子力検査官

/欠 夢、ス

影パ 農形ネ

検査結果

掟

検査年月日

令和 竿 年
+2月 23日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

生                         成績書管理番号 11-23-2

検套年月日 :今″今年 '2F 23日
1          検 査 場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項           “

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前

検査 申請書 (変 更 申

請を含む!)が準備 さ

れていること。

記録確認

検査 をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どお りでみる

こと。

記録確認
侵 )・

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

4



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
.        (三 号検査 )

成績書管理番号 :1-23-2

検査年月 F:牟俸 今 年 '2月 乞3日

検 査 場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備 されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ①・

検査用計器が校正 されてお り有効期限内

であること及び必要な測定範囲、測定精度

を有 していること。

記録確認 ③・

系統構成が完了していること。 ○―

ζ



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査 )

添付 資料 3■ 2

使用前検査記録

,     成績書管理番号 :と -23i2

検査年月 日 :↑争 4年
・

'乞

月 23日

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置    (
静的触媒式水素再結合装置    別添 1参 照       :

検査項 目 判定基蜂 検査結果 検査方法

性能検査

触媒反応確認検査

触媒重量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い

製作され、据付けされ、所定の性

能を有してお り、技術基準に適

合するものであること。

え
録確認

※ 2

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1適 合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0121

※ 2 目視で確認 した範囲を除 く範囲について確認

・ 目視で確認 した範囲 :添付資料 3-3参 照

6



添付 資料 3二 3

関西電力株式会社蔦浜発電所第 2号:機 使用議検査記録
(三号検査 )

(立会検査)      .
成績書管理番号 :r一 ?3-2

娘査年角 白 :令癖 今 年
'2月
23囲

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査姑象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

静的触媒式水素

再結合装置
触夕某反応確認検査 庭 目視

※

備考

※ :静的触媒式水素再結合装置 FRl-386T,MB-040、 FRl-380T一 MB-041、

FRとす38oT一 MB-042、  FRと -380T―MB-043、  FRl-380T― MB=044の うち

FR1 380T― MBlo43の 触 媒 プ レ■ 卜 3枚 (G043397、 G043407、 G043430)に う い て

確認。
―
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添付資料 e-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器下覧表

成績書管理番号 ::-23-2
検査年月日 :↑俸 今 年 1二 月 23 日

検査項 目
検査用

計器
管理番号 測定範囲 測定精度

校正年月 日

有効期限
備考

触 媒 反 応

確認検査

ストップ

ウォラチ

2021.5,18

2024.5,17

触 媒 反 応

確認検査
流量計

2020,11.24

2023.11.23

触 媒 反
.応

確認検査

データ

表示機

2020.11.25

2023. 11.24

触 媒 反 応

確認検査

入 Elカ
ド
ス

温度詩

2020. 11.24

2023.ll.23

角虫媒 反 応

確認検査

触媒フ
°
レート

温度計

2020。 11.24

2023.11.23

備考

g



別添1(令和4年 12月 23日 )

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年 6月 10日 認可))

原子炉格納施設

加庄水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

´ 3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係

る次の事項

ル 再結合装置の名称(種類、容量、最高使用圧力(最高使用温度、再結合効率、主要寸

法、材料、個数及び取付箇所並びに電熱器の名称、種類、容量、個数及び取付箇所

常設

(注 1)重大事故等時における使用時の値 ・
「

(注2)再結合効率は、メエカ型式FRi-380Tめ i性能評価式の代表点であ値

(注3)公称値

変 更 前

静的触媒式水索再結合装置

変 更 後

静的触媒式

量

力

容

最 一島 使 用 圧

最 高 使 用 温 度 (注 1) ℃ 500

再 結 合 効 率 (注
1) kg/h/1ヨ 1.2

(水素濃度 4ヤol%(圧力 0.15MPa[abs])

(注 2,

横 mm

mm

主
要
寸
法

材
料

奥   行    き

本 体

一島 さ

個 数

mm

5

静的触媒式水素再結合装置系   統    名
(ラ イ ン 名 )

設    置   床取
付
箇
所 途 水 防 護 上 の

区  画  番  号
平金 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

車 検査対象範囲

旋



/~｀

関西篭力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 24

今な、ク4年 9月

原子力規制:萎員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請―覧表のとおり

3検査期日 自 今俸4年 9月 28日

杢今ォo今 年9月五9目

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果二覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 24

子
′″
r・

ヽゝ
、

ｒ
■
，



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第321号

F)目原発第435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第 416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第 293号

関原発第 562号

関原発第 585号

関原発第 137号

関原発第 209号

(平成 28年 1

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年 1

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(2019年

(2019年

(2019年

(2020年

(2920年

(2020年

(2020年

(2021年

(2021年

(2022年

(2i022年

(2022年

(2022年

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

8月 20日 )

2月  5日 )

2月  1日 )

2月  6日 )

4月  4日 )

5月 10日 )

6月 24日 )

8月 23日 )

1月 31日 )

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7日 )

4月 30日 )

8月  2日 )

2月 28日 )

3月 15日 )

6月 10日 )

7月  1日 )

成績書管理番号 :1=24

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更華請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果―覧表

成績書管理番号 :卜 24

い
に

特記事項

み し

検査立会責任者

姥乾電客そ 主任技術者

亀

ノК
tズう4・ アーし'/

原子力検査官

/染 友 久

考 √可 透 膨ネ

検査結果

ｒ文

検査年月日

令紳4年

9月と写日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜24

検査年角日 :ン鋳仲 今 年 ? 月 ュ8日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含むと)が準備されてい

ること。

記録確認 ○―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ
イ

と。

記録確認

4



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-24

検奪年月日 :◆浄沼
,年  ' 月 二

' 

占

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ①―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な河定範囲、測定精度を有してい

ることを

記録確認

系統構成が完了していること。
〇
範

●



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :1=24

検査年月占:吟)狩,4年  9 角 1与 耳
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

非常用発電装置

内燃機関

発電機   別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

絶縁耐力検査

機能検査

。警幸F又検査

,イ ンターロウク検査

性能検査 .

I運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることも

之

備考        :
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験ざ検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2二 lf0906、 T2-3-0923(そ の1)

T2-3-0923(そ の2)
。目視で確認した範囲 :添付資料 3下 3参照

※1:目視で確認した範囲を除く範囲について確認。                  !
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添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 11-24

淡査年月日:今″ 今年 9月 ユ?日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

非常用発電装置

B空冷式非常用発電

装置

運転性能検査 別添 2

〕

盈

目視警報検査 不足電圧継電器、過電流

継電器を動作させ、しや

断器がトリップし警報

(草故障)が点灯するこ

とざ

わ

胞
インタエ Elッ

ク検査

備考

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器

二覧表
・成績書管理番号 :卜 24

検査年月日 :今紳 今 年 9月 29日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効メ司限
備考

運転性能検

査

電  力 計

RESI一MASTER

24001

2021年 5月 120日

2023年 5月 19日

運転性能検

査

電圧計

RESI―MASTER

2400H

2021年 5月 20日

2023年 5月 19日

運転性能検

査
直尺

2022年 2月 8日

2023年 2月 2日

運転性能検

査

ストゥプウ

オ ツチ

2022年 5月 30日

2025年 5月 29日

運転性能検

査
回転速度

2022年 9月 21日

次回定検

運転性能検

査
冷却水温度

潤滑油温度

2020年 9月 2と 日

次固定検

運転性能検

査

2020年 9月 21日

次回定検

運転性能検

査
潤滑油圧力

2020年 9月 21日

次固定検

運転性能検

査
周波数

2020年 9月 21日

次回定検

8
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工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年 6月 10日 認可))

その他発電用厚子炉の附属施設     ,
1 非常用電源設備
2 非常用発電装置に係る次の事項                                       、

(2)内燃機関に係る次の事項

イ 機関の名称、種類、出力、回転速度、燃料の種類及び使用量t個数並びに取付箇所並びに過給機の種類、出日の庄力、歯転速度、個
数及び取付箇所               ―

・常設 :

(空冷式非常用発電装置)            _

（↓
誉
卜
■
ｏ
沌
諾
Ｆ

遥
コ
）
聟
鶉
ド
含
む
）

A重油

397

1,800

1,540

空冷式非常用発電装置内燃機関

ディーゼル機関

2

A空 用発電装置内燃機関B空冷式非

用B空冷式非A空冷式非常用発電装置

用発電装置内燃機関
(ラ イ ン 名 )

統   名

盗 水 防 護 上 の

設   置   床

区  画
澄 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

回 転 速 度

出 力 l kW/個

燃 料 の 使 用 量

燃 料 の 種 類

数個

取
付
箇
所

機
関

1変 更 前 変 更 ,後

:検査対象範囲
(次ポ‐ジヘ続く)



排気タービン式

173.2

90,000

8

(縫関 1台にう 善4)

kPa

rpm

個 数

種 類

出

回

日 の 圧

転  速

力

度

取 付 箇 所

過
給
機

口 :検査対象範囲

一
〇

（↓
営
卜
載
Φれ
溺
Ｆ

遥
コ
）
ピ
郭
畔
（〕＼じ



(令和4年9月 28日 ,29日 )男町添1(3/9)

W 調速装置及び非常調速装置の名称及び種類

(空冷式非常月発電装置)

変 更 前 変 更
｀
後

調速装置

種 類 電気式

変 更 前 変 更 後

名 称 非常調速装置

種 類 電気式

口 検査対象範囲

,1



一や

ハ 内燃機関に附属する冷却水設備の名称、種類く容量、個数及び取付箇所
・常設

(空冷式非常用発電装置)

(注 1)公称値

国 :検査紺象範囲

変 更 前

冷却水ポンプ

変 更 後

1,850以上 (1,850年 1))

途 水 防 護 上 の

配 慮 が必 要 な 高 さ

称名

類 |種

量 12/min/個容

取
付
箇
所

，
，，
―
引

統

置

個 数

名

♭

床設

の

号

上護

番

防

画

水浴

区

ラ イ ン 名

系

(

（↓
営
心
常
Φ
沌
鴻

コ
ヽ
ｏ
コ
）
翌
鶉
牌
盆
苫
）



一り

(5)発電機に係る次の事項

イ 発電機の名称、種類、容量、主要寸法、力率、電圧、相、周波数、回転速度、結線法、冷却方法、個数及び取付箇所
・常設

(空冷式非常用発電装置)

星 形

空冷

2

回 :検査対象範囲

（↓
営
ド
常
ｏ
れ
認

コ
ヽ
０
コ
）
遥
郭
岸
（嘲＼
じ

防滴保護(空気冷却自己自由通風型

1,825

2,326(li)

1,753(注 1)

1,572(注 1)

80(遅れ )

kVA/1ttl

%

mm

Bととl

llm

皇容

60

rpm  l回 転 速 度 1,800

類

主
要
寸
法

て

横

た

率カ

V

Hz

圧

数

相

波

電

周

3

6,600

法線結

冷 却 方 法

数個

変 更 後変 更 前

(次ぺ▼ジヘ続く)



B空冷式非常用発電装置A空冷式非常用発電装置

総 水 防 護 上 の

配 慮 が必 要 な 高 さ

置

統 名

＞

床

系

ぐ

設

ラ イ ン 名

の

号

上議

番

防

画

水浴

区

取
付
箇
所

(注 1)公称値

一
｛

（↓
営
卜
■
ｏ
ｈ
溺

Ⅲ
Ｌ
ｏ
ｍ
）
ヨ
募
牌
６
む
）



ロ 励磁装置の名称、種類、容量、個数及び取付箇所

崎ヽ

・常設

(空冷式非常用発電装置)

(注 1)励磁機界磁の値

口 :検査対象範囲

VA/個 78(注 1)

設   置   床

B励磁装置4励磁装置

2

画  番
上 の
号

総 水

区

総 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

量容

変 更 後変 更 前

類種

称名 励磁装置

ブラシレス方式 (PMG付 )

(ラ イ ン 名
取
付
箇
所

統系

個 数

名

＞

（か
義
口
ぶ
綸
む
沌

Ю
∞
閣
〕
時
０
コ

）

削
電
が
洋

（ミ
＼
ｅ



(令和4年 9月 28日 ,29日 )月ば添1(3/9)

ハ 保護継電装置の名称及び種類

(空冷式非常用発電装置)

:検査対象範囲

変 更 前 変 更 後

名 称 遮断器盤

種 類

不足電圧継電器

過電圧継竜器

過電流継電器

′6



(令和4年9月 28日 ,29日 )別添1(ウ9)

原動機 との連結方法

(空冷式非常用発電装置)

:i検査対象範囲

変 更 前 変 更  .後

連 結 方 法 直結

' 7
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B空冷式非常用発電装置 運転性能検査

※1:算出式 :機関出力 (k171=発電機出力 (klV)/発電機効率 0.951

※2:算出式 I発電機容量徹Ⅶ 〒発零機出―力 (kl平)/力率 0.8

※3:遇給機の出日庄力 173.2kPa、 回転速度 90,000min耳 1の代替検査

※4:冷却水ポンプ容量 1,8502/mmの代替検査

※5!励磁装置容量 784の代替検査

備考

運転

状態

鬼

燃料の使

用量

(2/h)

397

397-卜 5%

以下

測定値

※ 7

3占4

エンジン

潤滑油

温度

(℃ )※ 4

109.5

以下

測定値

9 2 4

, b 2

97、 ξ

P8、キ

?g、

78、 1

98tび

エンジン

潤滑油

圧力

(kPa )

450

以上

測定値

6争0

ど争8
6ξ 3
6と
~又

ιξ
~4

b章す

brち

シリング

冷却水

温度

(℃ )※ 4

100.5

以下

測定値

74、 1

7●_2

7ぁ、7

77、 ?

7b、 6

ワ

`

6

7守12

発電機

回転速度

(rpm)

※ 4

1800

1,800土

36

測定値

|′799
18つЭ

rgD。

rg。 |

ig οo

FgοD
「8う。

発電機

周波数

(Hz)

60

60=上

1。 2

測定値

aθ、ο

60、
∂

60、ο

bD、 ?

`

0

6 D 9

ιD 0

発電機電圧

(v)※ 5

T― R

6600

6600こと330

測定値

6`~`4

bとす4
うなξ4

`ξ

よZ

bξす0

b占争十

な●4‐ 9

STT

測定値

ιさと-8

6とξ8

ιξ占4
6ξま4い

6ζ牛

bξ争2
6ζ重!

R‐ S

測定値

6●4b

と,48
とき44

`ξ

4ク

と
`4+b●42
うな幹0

発電機

容量

(kVA)

※2

1825

1825

以上

測定値

1836
le36
1834

,836
,836
,83ξ

Iら 34

発電機

出力

(kW)

※ 3

1460

以上

測定値

1卒

`'t°1467、9

146イ予

14b?、
!

,468ゴ

146よ4

,167.'7

機関出

力 (kT)

※1、 ※3

1540

1540

以上

測定値

lξ44
lξ44
lξ43
lξ4今

rξ今今

Fす44
′●43

確認項目

工事計画記載値

許容値

運転時間
×6

0分

10分

20′ァ」`

30分

40分

50分

60ノ分

頚
霊
邦

日

（
解
＼＼
時
）



※6:100%定格での運転時間

※7:算出式 :燃料の使用量 (2/h)=1.554伍 り×1時間当たりの油面低下量伍)× 1000

澪ヽ

車
霊
郭
日

（
〕
茫
＼
］
）
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施  設  名 :その他発電用原子炉の附属施設

系  統 名 :非常用電源設備―

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電篭源装置

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610072号 卜25-1

争神3年 d月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2 検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3 検査申請 使用前検査申請番号

鰤黒養昂32iぢ 缶泉2脇 Iυtta)
朧 嘉43)B(平癖3つ43為 4媚

'

4 検査期日 自
`彿
Ⅲ3こ)年 19月 tZ日

至

^紳

3年 9月 2と 日

5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

三菱電機株式会社 電カンステム製作所

兵庫県神戸市兵庫区和四崎町

6 検査範囲 高浜発電所第 2号機   
′

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置

SA監視計器用電源 1個

7 検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり



別紙

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第416号 (平成30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成31年 2月 f日 )

関原発第 513号 (平成el年 2月 6日 ).

関原発第 4号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

2



検査実施者及び検査結果,覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

外観検査

年  月  日 年 月 ノ 渭 f

印

主任技術者

印

警報保護装置検査 虫

森 力 年ど0月 似 日 章成み9年 19月 |>日

狙エ ロ

鶏寃薙

デF口 彰電|

I

I

電名 主任技術者

系統運転性能検査

年  月  日 年 月/

印

主任技術者

印

8 特記事項｀

'も
9 添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項

3 警報保護装置検査

じ



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

外観検査 と

余493年
'月
2b日 今紅 5年 3月 2も 日

辞

二胡考
揮

Q気  主任様術者

辞

警報保護装置検査 法

会券D3年 3月 2b日 今盈 9年 ∂月 2Δ 日

や

ェ胡″等
砕

亀 景  主任技術者

辞

系統運転性能検査 五

看シ部)年 3月 26日 ぐ盈∂年,月 基 日

器

k望|イ
辞

亀 気  主任技術育

手FB

8 特記事項

9 添付資料

奪(/

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 外観検査記録

3 警報保護装置検査

4 系統運転性能検査

5 検査用計器一覧表

字



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

｀
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されて

いること。

記録確認

平成う0年

をD月 にZ日 儀
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

日

年 ＼

月   日

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認

耳明り

'年19月 iZ日 農

月   日 ＼

年

月   日

●



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

、使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されて

いること。

記録確認

令4o3年
3月 フι日 農

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

日

年ト

月

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認

会沐n3年
S tt Zι 日 換

月   日

年

月   日

b



添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されているごと。
記録確認

額 二 年

'月
芝ど日 農

月   日 ＼

年

月

必要な図画等が蜂備さ

れていること。
図面等確認

奈浄り・3年
|∂ 月2ι 日 捜

月   日 ＼

年

月   日

7



添付資料-1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

警報保護装置検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

畢炊 30年

1∂ 月 fZ日 虫

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること3
図面等確認

稼 うD年

r9月 r2日 2

月   日 ＼

年

月   日

回路構成が完了してい

ること。

②
記録確認

平″t30年

lD tt r2日 及
立会/

記録確認 月   日 ＼

立会/「

記録確認

年

月   日

伊



添付資料-1-3

高浜発電所第 2号機 使i用前検査記録

検査前確認事項

警報保護装置検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

各 i3年
S 月?b日 農

月 ＼

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。  1
図面等確認

櫛 う 年

亀月26日 と

月   日 ＼

年

月   日

回路構成が完了してい

ること。

令峰,3年
3月 26日 と

エ
記録確認

年

立会/

記録確認 月   日!

タ



添付資料-1-4

系統運転性能検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていることと
記録確認

会漸伸1年
S月 26日 2

月   日 ＼

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

ミ44二 年

〕月2と 自 農

月   日 ＼

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

釣 3 年
g 月26日 ム

月 日 ＼

年

月

′ρ



添付資料-2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設   |i    
非常用電源設備  ´
その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置
°        SA監 視計器用電源

判定基準 :工事計画のとおり製作、据付けされ、有害な欠陥がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

SA監視計器用電源
会争l年
S 月2b日 A 目視

備 考

′F



ヽ
Ⅳ

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

備考

醸
記録確認

絶

脇
脇

絲
目視/
働
目視/
∞
目視/
∽

備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tz_3-rO′ 2

検査
結果

之

|

,

炭

検査
年月日

辱

“

3年
θ月をと日

月1毛
年

日

年

日

年

日

年

日

熱猛
会49二年
3月 26日

月

月

月

月

確認対象

盤面警報 。表示

重故障

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

直流回路電圧
200V以上

ファン電源断

フィン温度異常

ファン異常
重 Q台 )

リレーボード
伝送異常

+15V電源異常

-15V電源異常

24V電源異常

信号名称

直流電圧異常 重
lUF102]

ファン回路異常
重 [UF21囲

フアン回路異常
重 岡F21制

ファン回路異常
重岡F21刺

制御回路異常
重側F30咽

制御回路異常
重 WF30団

項
目

重
故
障

郭
草
添
華
―
∞
―
滓



ヽ
兜

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設
非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監 視計器用電源

⊆

備考

目視/
ゆ
目視/
ω

臨
目視/
鋤

綸
⑦
記録確認

鶴
備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tz-3-rD92

検査
結果

慶

|

|

と

検査
年月日

奪戦3年

じ月26日
年

日

年

日

年

日

年

日

|

年

日

御 3 年
S月お 日

ナ

ヂ

チ

,

,

盤山警報 。表示

重故障

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

確認対拶

軽声女障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直而運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

言ヒ流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

出力電圧
+15%以上

出力電圧
-15%以下

インバータ電流が

定格電流の
1250%以上

72BC開指令異常

定格出力の
105%以上 125%未満
10min継続
定格出力の
125%以上 150%未満
10sec継続

定格出力の
150%以上 0.5sec継続

信号名称

出力電圧異常
重岡F2011

出力電圧異常
重阿F2021

インバ‐夕故障
[UF203:

直流スイッチ
異常 岡F10剰

過負荷
[UA806]

過負荷
[UA80団

過負荷
lUA809]

項
目

重
故
障

過
負
荷

郭
韓
胚
章
ｒ
ω
ｌ
］



本ヽ

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設
非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

備考

目視/
鱒

脇
議

脇

織

絡

綸

畿
備考
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tzヽ ,一 f002

検査
結果

寅

|

「

農

検査
年月日

禅 う年
3月″

`白年
日

年

日

年

日

年

日

年

日

Ⅲ名
疫弁B3年
3月 2ど 日

「

ヂ

「

ナ

ナ

盤面警報 ,表示

重故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

ファン異常 軽
(1台)(88THFl)

ファン異常 軽
(1台)(88THF2)

制御電源
ヒューズ 断

表示用制御電源
異常 (SWH,12)

表示用制御電源
異常 (SW13,14)

出力電圧+5%以上
60sec湘匹れ荒

出力電圧-5%以下
60sec湘睦れ荒

直流入力電圧異常

信号名称

ファン回路異常
軽ⅢF25咽

制御回路異常
軽阿F351]

制御回路異常
軽側F36朗

出力電圧異常
軽阿F256〕

直流入力電圧異常
軽岡F171]

項
目

軽
故
障

郭
尊
癖
華
―
∞
―
∞



畿
目視/
聰
目視/
鱒

絲
⑪
記録確認

目視/
勒

目視/
鱒

絲

轟

宝

|

Ｉ
Ｉ
む
１

嵐

年

日

年

日

年

日

年

日

年

日

年

日

十

年

日

ナ

チ

)

,

)

会細 3年
θ月2b日

食持03年
3月 2b日

テ

ナ

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

消灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

8DDト リップ

52RC指令と
状態の不一致

コンバータ過電流
1分間に 10回発生

直流入カヒューズ
断

8A開放・

52Rト リップ

8Aト リップ

52Lト リップ

72Bト リップ

整流器故障 軽
[UF0521

整流器故障 軽
lUF056]

直流入カヒュー
ズ断側F17別

制御回路異常
田A826]

NFB
トリップ異常
[UF458]

直

流

運

転

軽
故
障

計器用電源SA

警報保護装置検査記録 (現地)
高浜発電所第 2号機

信号名称
項

目

そ

備考検査方法

用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。)
イこ

検査
結果

検査
年月日

「ヽ

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2、こ―r,ο2

鶉
禽
め
華

―

∞
―
ふ



いヽ

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設
非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

備考

記録確認

記録確認

記録確認

記録確認

備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※1:適合性確認検査成績書の識別番号i r2-3-r,D2

検査
結果

よ

よ

法

と

検査
年月日

含響】年
3月必 日

食知3年
3月 2う 日
塗知3年

'月

2ろ 日

今 細 3年

3月 Pι 日

確認対象

盤面警報・表示

重故障

点灯

点灯

点灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

消灯

消灯

述

点灯

百ヒ流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

百ヒ流運動

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

畑/DA異常

SQ=DSP異常

CN DSP異常

コンバータ過電流
10sec継続

信号名称

制御回路異常 重
[UF3011

制御回路異常 重
[UF3021

制御回路異常 重
[UF3031

整流器故障 軽
[UF056〕

項
目

重
故
障

聴

故
障

郭
韓
が
華
―
∞
―
伽



ヽヾ

高浜発電所第 2号機 ヤ

警報保護装置検査記録 (工場)
ス

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限るこ) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

項
目

信号名称 検査方法 検査 検査
結果

備考

直流起動 交流運転 直流運転 軽故障 過負荷停止 放電終止 重故障
年月 日

銃

鍮

Э
記録確認

飴
の /
記録確認

の
/

記難 認

%
飴

備考

と

擁

2

嵐

農

左

2
ゑ

平蒸多°年
IDtt t2日

専残つo準
19月 |み日

将夢弔0年
rD月 12日

務 力 年
r∂月デタ日

千塀りC)年
rt)月 ど2日
秘 う弊

Fこ〉月 fZ日

茅 決う弊
/ど)月 F2日

裕
'D年Fυ月′2日

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流回路電圧
99V以下

直流入力電圧低

下

(100V以下 )

直流電源側への

充電電流あり

コンバータ異常

入力電源電圧
+18%以上

入力電源電圧
-30%以下

入力電源周波数
+7%以上

入力電源周波数
-7%以下

直流電圧異常 重
ttlF103]

放電終止

[UA834]

ダイオー ド
スタック異常 軽
[UF170]

整流器故障 軽
[UF059]

交流入力電源異常
[UA801]

交流入力電源異常
[UA802]

重
故
障

放
電
終
止

軽
故
障

直
流
運
転

鶉
奪
浴
華
ｌ
ω
ｌ
ｏ



ヽ
対

高浜発電所第 2号機

系統運転性能検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監 視計器用電源

交流及び直流入力運転、交流入力運転、直流入力運転においてt出力電圧、出力周波数が計容範囲内であること。

検査方法

齢
記録確認

の
記録確認

鑑
備考

※ 1:許容範囲はメーカ基準による。

検査

結果

仏

と

と

検査

年月日

曳:∴
全争
d月 3晃

仲
3月と為

出力電流 (A)
(参考値)

ι卜4

bi1 2

と! I

出力周波数 (Hz)

測定値

ιD【 Ol

`ο

、01

うυ.90

工事計画記載値
許容範囲

※1

60

±0.06

60

±0.06

60

±0.06

出力電圧 (V)

測定値

11丁¬I守

1(ア 、ヽし

1｀ ワ亀(D

工事計画記載値
許容範囲

※1

H5
±2.3

H5
±2.3

115

±2,3

判定基準

検査対象

交流及び
直流入力運転
(通常運転時)

交流入力運転
仔2B開放時)

直流入力運転
(52R開放時)

鶉
韓
添
華
―
ふ



添付資料‐5

高浜発電所第 2号機 使用前検査

検査用計器二覧表
S ]

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

系統運転性

能検査

デジタルマ

ルチメータ

2020/5/25

2021/5/24

2020/5/25

2021/5/24

以下余白

/ダ /[―二



関西電力株式会社 .

高浜発電所第 2号機
上
使用前検査成績書

要領書番号  1原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1-25… 2、 `

今奈1ユ 卑午 /月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

成績書管理番号 :卜25-2

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 申会覇敵 怠 年 di角 ″′日

至今4u牛 行/F2ι白

4検査場所 ―  使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料   ,使 用前検査記録



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第435号

関原発第 47号

関原発第203号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第618号

関原発第 23号
協庶雅抹 21B
囲曙鱗 弘qユζ

(平成 28年 10月 7｀ 日)

(平成 30年 3月 20日 )

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7月  4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月 5日 )

(平成 31年 2月  1日 )

(平成 31年 2月  6日 )

(平成 31年 4月  4日 )

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6+月 24日 )

(2019年 8月 23日 )

(2020年 1月 31日 )

(2020年 2月 26日 )

(2020年 3月 24日 )

(2020年 4月  7日 )
(202t′年今月39固 功

こ2021好 患A ttB)

成績書管理番号 :卜25-2

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

と



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 25-2

い

特記事項

『どし

検査立会責任者 卑

第 主任技術者

祐

原子力箱裂検査官 卑

髯永 竪

検査結果

黄

検査年月日

今慕し0年

゛月ノF日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録(      
共通事項

成績書管理番号 :卜25-2

検査年月日:紳 3年 e 月 ″,日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q―

検査 をする工事 のエ

程、デ翻日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認
⑧

・ 一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q―

字



関西電力株式会社嵩

添付資料 3-1

浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

.     成績書管理番号 :125-2
‐      検査年月日 :泰鴻や 3年 ◇ 月 /″ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法
'結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Θ エ

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q‐
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q∵

系統構成が完了していること。
⑧
⑩ Q―

5



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :125-2

検査年月自:特
群 ド
年 ё 月 ノ♪ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

発電機   l丹町添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

・運転サ性能検査

絶縁耐力検査

機能検査

・インター▼ック検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

我
⑫

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0909(そ の 2)

。目視で確認 した範囲 :添付資料 3二 3参照

心



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :1-25-2

検査年月日 :浴和 δ年 ご 月 /″ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

電源車

(2A)
運転性能検査

ヽ

我

目視

段

段

ヽ

段

ヽ

負

備考

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

成績書管理番号 :卜 25… 2

検套年月日ッ》和 o年 せ 月ノワ日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

運転性能

検査

デジタルパワ

‐メータ

2020/10/6

2021/10/5
罠

以下余白

惑



別添1(1/9)

笠蒻予ど与θ′‐1/かβ)

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備
2 非常用発電装置に係る次の事項

(2)内燃機関に係る次の事項

イ 機関の名称、種類、出力、回転速度、燃料の種類及び使用量、個数並びに取付箇所

並びに過給機の種類、出甲の圧力、回転速度、個数及び取付箇所

。可搬型

(電源車)

(注 1)電源車の附属機器である。

(注2)電源車 1台 当たりの個数を示す。

9

変 更 前

名 称

種 類

出 カ kW/個

回 転  速 度 rpm

機
関 燃 料

の 種 類

燃 料 の 使 用 量 2/h/個

個

一
取

一
種

数

付   箇 所

類

出 日 の  圧 力

度

kPa
過
給
機
回 祥パ 速 rpm

個 数

取 付 箇 所

変 更 後

電源車内燃機関 韓。

ディーゼル機関

1(注
2)

排気タービン式

1(注 2,



別添1(2/9)

CをきЯ諄ユ∂与SR/′
・窟)

・可搬型

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(注1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注2)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)1台当たりの個数を示す。

ロ 調速装置及び非常調速装置の名称及び種類

(電源車 )

(注 1)電源車の附属機器である。

回 転 速 度

kW/個

rpm

出 力

燃 料 の 使 用 量 2/h/個

1(注
2)

排気タービン式

出  日 の  圧

回  転  速

力

度

kPa

rpm

1(注 2)数

付  箇  所

個

取

――_____ ,_ _一
二___

ディーゼル機関

過
給
機

名 称

類種

機
関

数

種 類

個

変 更 前

燃 料 の 種 類

取 付 箇 所

(注 1)

変 更 後

電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)

内燃機関

変 更 前 変 更 後

調速装置 にD

電気式

「

~~―――_______、 ________ 変 更 前 変 更 後

名 称 非常調速装置 l卜主1)

種 類
|

「
~~

電気式

(注1)電源車の附属機器である。

/[)



変 更 前 変 更 後

調速装置 舘D

電気式

名 称

種 類

別添1(3/9)

(lMttS与 0風 ′β自)

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(注1)竃源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注 1)電源車 (可 l般式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

変 更 前 変 更 後

名 称

種 類

非常調速装置 韓つ

電気式

/′



別添1(4/9)

(会矛 e与 さ∬/′倉

ハ 内燃機関に附属する冷却水設備の名称、種類、容量、個数及び取付箇所

・可搬型

(電源車 )

(注 1)電源車の附属機器である。

(注2)公称値

(注3)電源車1台 当たりの個数を示す。

・可搬型

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(注1)竃源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である心

(注2)公称値  `

(注3)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)1台 当たりの個数を示す。

冷却水ポンプ (注つ

変 更ヽ 後変買前

容 量
十 /min/個

|

変更前

冷却水ポンプ (■け

変 更 後

容 量 /Hil n/個

取 付 箇 所

個 数

/と



別添1(5/9)

じ薄♂゙身eq/か恵)

(5)発電機に係る次の事項

イ 発電機の名称、種類、容量、主要寸法、力率、電圧、相、周波数、回転速度、結線

法、冷却方法、個数及び取付箇所

以下の設備の予備は、既存の 3号機設備 (3号機及び 4号機共用)であり、本工事計画で 1号

機、 2号機、 3号機及び4号機共用とする。

。可搬型

(電源車 )

個 2(43)数

一

回転界磁形同期発電機

電源車

変 更 後

容 量 kVA/個

主
要
寸
法

企

．
全両

　
面

た て

一一

ｍｍ

一　

ｍｍ

さ

両

mm

▼lm一局 さ

高

一
車

車

長

幅

mm

Hlln

一
車

%力

V電
|

|

相

Hz周 波

rpm

法線

率

圧

結

数

回 転 速 度

冷   却   方   法

/毬



別添1(6/9)

O夢酌く
'年

灯゙「辞魯)

取 付 箇 所

(注 1)750kVAの変圧器により6,600Vに昇圧する。

(注2)公称値

(注3)1・ 2・ 3・ 4号機共用の予備は、 3号機設備である。

/学



別添1(7/9)

(会】lθtt d戸 ノタa)

以下の設備の予備は、既存の 3号機設備 (3号機及び 4号機共用)であり、本工事計画で 1号

機、 2号機、 3号機及び 4号機共用とする。

・可搬型

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

電源車

(可搬式代替低圧注水ポンプ用)

回転界磁形同期発電機

変 更 後

名 称

種 類

変 更 前

量容 kVA/イ匿l

主
要
寸
法

て mm

mm横

mm

all■

mm

mm

一
さ
　
長

幅

全

全

一局両

上
涌

車

車
　
車

両

両

率

圧

Hz周

rpm

法線

力

電

本日

波 数

結

％

・
Ｖ

一
一

回 転 速 度

冷 却 方 法

2(注 2)数

一

個

取付箇所
取 付 箇 所

/j



別添1(8/9)

(舎和∂与∂戸/分 O)

(注 1)公称値

(注 2)と ・ 2・ 3・ 4号機共用の予備は、 3号機設備である。

口 励磁装置の名称、種類、容量、個数及び取付箇所

・可搬型

(電源車)

(注 1)電源車の附属機器である。

(注2)電源車1台当たりの個数を示す。

・可搬型

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注2)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)1台当たりの個数を示す。

ハ 保護継電装置 (″)名称及び種類

(電源車)

ブラシレス方式 (AVR付 )

励磁装置 (ユ主め

変 更 後―一―________卜 ________二

名 称

種 類
|

kVA/イ鷹l l量容

ブラシレス方式 (4VR付 )

励磁装置 はめ

変 更 後変更前
「

~~― ―――__

称名

種 類

容 量 kVA/個

1(注
2)

付   箇   所

数個

取

―一―――_「___―__________ 1 変 更 前 変 更 後

名 称

|

種 類

保護継電装置 l注 1)

過電流継電器

漏電継電器

(注 1)電源車の附属機器である。

rと



別添1(9/9)

俄浄捕午言月″り

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

原動機 との連結方法

(電源車 )

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

変 更 前 変 更 後

名 称

種 類

保護継篭装置 徳。

過電流継電器

漏電継電器

変 更 前 変 更 後

連 結 方 法
|

直結

変 更 前 変 更 後

連 結 方 法 直結

/′7



検査結果二覧表

成績書管理番号 :卜25-2

ヽ
〕

特記事項

↑し

検査立会責任者

義み笠聡鯨を梁7主イ壬技術有

電
'家
エイ生狡熱み

原子力検査官

ν生尋F,〒争 :コL=ニチ移筈

彩魚 多

検査結果

半碓

検査年月日

岩諧p竹年
十月26日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 r卜25-2

襟査年月耳
:冷和 午年 ,月 2う 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む:)が準備されてい

ること。「

記録確認 ① :

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q・

/7



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :卜 25-2

検査年月日 :冷知 午年  1 月 之と 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ①‐

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ①
検査用計器が校こされており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることと

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

続

2υ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :卜 25-2

検査
午
月日 :神 今年  十 月 zι l日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

その他の電源装置

無停電電源装置  可搬式整流器 (別添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

。運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

K
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-1019

み |



】
卜

＼
爾

工事計画本文(原規規発第lo0610o号 (平成28年6月 19日認可 )

その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備  ~
と その他の電源装置 (非常用のものに[長る。)に係るy次の事項
(1)        の名称(種類、容量(電歴、周波数(主要寸法、個数及び取付箇所
以下の設備の予備は、既存の3号機設備 (3号機及び4号機共用)であり、本正事計画で1弓騒監″引無 3号機及び4号機共用とする。
`鯉

∝と1)百粥稚式薙朗粥駒ま、 唾銃器、臨旺刻瑶れ てS構成する。
('どとし3)  帥

徳0 1・ 2・ 3・ 4号機共用の予備はヽ3号機設備である。

舘労 ケーブル接続箇所と浦 9
選
郭
ド

奈

Ｆ令

一輌
Ｗｎ

IIHIl

A/個

V

工Hl

取付衝所

HHnてた

取 付 箇 所

類

称名

変 更 後

可般喪箇用器伽)



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要偵書番号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 26

枷 夕 年 2月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査ダ胡日 自今″ /午 2月 テ受日

至今稗 χ年乏月ノあ日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者  検査結朱一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 デト26

ア



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 32

関原発第43

関原発第
14

関原発第 20

関原発第 26

関原発第41

関原発第 50

関原発第 51

関原発第

関原発第 16

関原発第 11

関原発第 20

関原発第 51

関原発第 54

関原発第 61

関原発第 2

関原発第 2

関原発第 29

1号

5号

7号

3号

0号

6号

5号

3号

4号

9号

6号

5号

1号

3号

8号

3号

3号

3号

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201

(201

(201

(202

(202

(202

(202

(202

(202

8年 1

0年

0年

0年

0年

0年 1

1年

1年

1年

9年

9年

9年

0年

0年

0年

0年

1年

1年

0月

3月

4月

7月

8月

2月

2月

2月

4月

5月

6月

8月

1月

2月

3月

4月

4月

8月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

4日 )

16日 )

24日 )

23日 )

31日 )

26日 )

24日 )

7日 )

30日 )

2日 )

成績書管理番号 :卜26

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

を



検査結果―覧表

成績書管理番号 :卜26

時

特記事項

可 L

検査立会責任者

紛 笠 認 峰 そЖそ
主柱技術者

原子力検査官

彰 八 杉

々夕F＼ み

検査結果

及

検査年月日

令和 々 年

″月/ど日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
、    共通事項

成績書管理番号 :卜26

検査年月日:令和 χ年 2 月 ノど 白
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査をする工事の正

程、メ翻日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認
Θ

・
二

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑬―

宰



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
｀

(三号検査)
成績書管理番号 :1-26

検査年月日 :令和 党 年 2 月 ノび 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Qた
必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

く 動

う
一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲(測定精度を有してい

ること。

記録確認
○
∫
T

系統結成が完了していること。 ⑤―

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査 )

成績書管理番号 :こ -26

検査年月日 :令和 夕 年 ぇ 月 /b躍

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

その他の電源装置

電源貯蔵装置

可搬型バッテリ

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

機能・性能検査

運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

良
①

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2=3.10H

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

※ li目視以外について記録で確認

∫



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

(立会検査)         ｀

成績書管理番号 :と -26

検査年月日i令和 だ年 を 月 /必 日
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

高浜 2号機

可搬型バッテリ (加圧

器逃がし弁用)

機能・性能検査

運転性能検査

※ 1

容量

電圧

P″   W4
/を a,ご{v 衆

目視

一以下余白―

備考

※ 1容量 780Wh以上、電圧 125V± 5%以内

ク



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

成績書管理番号 ::-26

機査年月隠 貿年 2月 ノと日

管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
績考検査項目 検査用話器

をο2/. 身～ι

z″ 2と アi゛

デジタルマル

チメータ

を′ク2ェ と、/

こて
'テ

)29丁
Zしず

パワすアナラ

イザ

z′ 22.Z、 /

2沙2怠 ,Z,2′
電流プローブ

ど,/ワ `が `彦∫

彦沙22=び _を/

ストップウォ

ツチ

運転性能

検査

以下余白

7



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成28年 6月 10日 認可))

その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備

3 その他の電源装置 (非常用のものに限る。)に係る次の事項

(2) 電力貯蔵装置の名称、種類、容量、電圧、主要寸法、個数及び取付箇所
。可搬型

(注 1)公称値

(注2)1・ 2号機共用の予備は、 1号機設備である。

別添 1

押 夕与2A′うに

‐」

名 称

種 類

変 更 前

リチウムバ ンテリ電源装置

(カロ圧器逃がし弁用 )

変 更 後
可搬型バ ンテ ヅ

Hlm

mm

主
要
寸
法

夕/こ



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書
C

(

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :l i27-1

今索ュ5年 ,月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査翔日  自 食ネB?年 12月 21日

至 鼎 年終 月祥 日

4珠n5  / /2

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-27-1

t



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )
.関
原発第513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第543号 (2o20年 2月 26日 )

関原発第618号 (2020年 3月 24日 )

ユ
す

主特(>θ
1〕 7持 (2つ
えb7考 てZ′υ

婚廷却翻
野

'ヨ

，

日

，

臼

制
力
湘
ガ
0町)
も
~g)

日

，

　

，

み

成績書管理番号 il-27-1

て

検査申請一覧表

t 上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

※聞庶為粽5伊 b毛 0即乞と
″■)2Hと▼0)

えノ



お ら

検査結果一覧表

成績書管理番号 :1二 27-1

働

特記事項

争し

検査立会責任者 卑

売 宅 聡窓 をヽR?主任技術暑

れ エ タテタ

原子力薙誤検査官 卑

▼ 切 考

検査結果

山

検査年月日

会逝喘と年
12月 21日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成縦書管理番号 :1-27-1

検套年月日 :苺神 2年  ■` 月 21日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項     ,
使用前検査申請書の確認

C

t

″

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認
電 効

・ 一

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どお りである

ことと

記録確認 O―

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認
0・

―



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-27-1

検査年月日 :4潮い 2年 2`月  2+日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

て

tメ

宇

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録希雀認 σl―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 @
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認
(身
i一

系統構成が完了していること。
立会/

鍮
③―



I                                添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-27-1

検香年月日 :会ⅥH Z年  独`角 み 日`
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

f

t

検 査 対 象

その他発電用原子炉の付属施設

非常用篭源設備

非常用発電装置

燃料設備

ポンプ

主配管

別添参照

検査項目 判定基準  | 検査結果 検査方法

系統性能検査

運転性能検査

燃料給油検査 (通油検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること,

I 記録確認

備考   十
,記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の線 l番号 :T2-3-0501(そ の 2)

歩



ハ ヘ

(4)燃料設備に係る次の事項

イ ポンプの名称、種類、容量、揚程又は吐出産力、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに

原動機の種類、出力、個数及び取付箇所

・常設                                                         (1/2)

ミ

FC25SC480

2

(機関 l台 につ き 1)

0.6

40

40(注 2)

40(ユ F2)

188('12)

190(注 2)

188.5(注 2) |

|

85(注 ?)

変 更 後

燃料油移送ポンプ

(重大事故等時のみ と。2号機共用 )

(ユニI)

歯車式

変 更 前

℃

・
闘

mm

ΠIHl

Elm

市3/h/個

MPa

MPa

ケ シ ン グ材
料

数個

類種

量容

吐 出 圧 カ

最 高 使 用 圧 カ

最

一　

　

主
要
寸
法

さ

日

一島

込

出

高

一
吸

吐

た て

径

横

使 用 温 度

日  径ポ

ン
プ

称名

2

導
こ
ミ
卵
（
一＼
０
）

刑
Ｎ
卜
Ｎ
酢
一



お

二 _主配管の名称、最高使用腫力、最高使用温度、外径て厚さ及び材料

ヘ

・常設

00

STPG38

材  料

STPG38

(注 2)

3.7

(mm)

厚   さ

(連 2)

3,6

(滋 2)

48.6

(1■m)

外   径

(注 2)

42.7 `

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ
(MPa)

燃料油移送

ポンプ

燃料油

サービスタンク

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用 )

(注 1)

変 更 後

称名

燃
料
設
備

材  料

(阻un)(1肥ll)

厚   さ外  径|

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

歴  カ
(MPa)

称名

変 :更 前

8

瀬
工
蛍
み
（〕
＼
Φ
）

河
ミ
″番
一



お ら

榮

材  料

STPG38

(淀 2)

3.7

(機盟)

厚   さ

(注 2)

48,6

(叫 )

外  径

40

最高使用

温  度
(℃ )

0.6

(MPa)

最高使用

腫  カ

燃料油

サエビスタンク

燃料油第1こ t器

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用) ‐

(注4)

変 更 後

称名

燃
料
設
備

材  料

(Ittm)(団m)

厚   さ外  径|

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ
(MPa)

称名

変 更 前

4

ヨ
郭
（∞溢
）

声
ぐ
ご
群
一



お ヘ

STPC38

材  料

STPG38

3

(注2)

7

(脳盟)

厚   さ

(注2)

3.6

〔と2)

48.6

(題阻)

外   径

42.7

〔遊2〕

最高使用

温  度

(℃ )

400.6

(MPa)

高使用

カ

変 更 後

称名

燃料油第 1こ し器

デイマゼル機関

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用 )

〔注4)

すサイヽ
料
設
備

材  料

変 更 前

基
|

|

(選,a)(鵬 l■)

外称名 厚    さ

5

ゝ

O

選
募
含
渉
）

″
弾
ふ
゛
番
一



ヘお

・ヽ、

材  料

STPG38

(題)

厚   さ

(滋2)

3.T

(隠m)

外  径

(注 2)

48.6

最高使用

温  度

(℃ )

400.6

最高使用

屋  カ

(MPa)

変 更 後

称名

ディーゼル機関

燃料油第2こ し器

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用 )

燃
料
設
備

(歳 1)

材  料

最高使用|

温  度

(℃ )

|

径|

(阻 )(通m)

外 厚
｀ さ

最高使用

腰  カ

(隠Pa)

変 更 前

称名

6

瀬
」
鐵
郵
（頓＼
６
）

再
Ｎ
ゝ
笙
０

一



お 令

＼
】

(注2)公称値

(注4)本設備は既存の設備であると

STPC38

材  料

STPG38

(滋2)

3,7

(口B日鳳)

厚   さ

3.6

t滋 2)

くと2)

48.6

(mm)

外  盗

42,7

(速 2)

最高使用

温  度

(℃ )

40016

最高使用

臣  カ

(MPa)

燃料油第2こ し器

ディーゼル機関

(重大事故等時

のみ I・ 2号機

共用 )

(選41

称名

燃
料
設
備

変 更 後

盈
高
て握|
(℃ ) (阻)(題m)

材  料厚   さ外     径

最高使用

医  カ

(MPa)

変 更 前

称名

7

選
郭
６
番
）

戸
く
雨
訃
一



お 〔
．

検査結果■覧表

成績書管理番号 :1‐ 27-1

＼
ら

特記事項

生ヒ

検査立会責任者 卑

姥乾聡鷺・争ポ? 主任技術者

ギ窮rヽ 7′ガイを
れ力宿汚

原子力施裂検査官 卑

椎観永丘

検査結果

投

検査年月日

↑ムaS年
イ月6日



C

添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :l… 27-I

検査年月日 ン濁舘出年  十 月  ム 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認                     !

t

石寵認事項 確認方法 確認結果 備 考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更 申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認
①

・
|

検査をする工事の正

程¬期 日及び場所が

申請書どお りである

こと。

記録確認 ⑥―

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認 Q

rγ



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3=1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-27-1

検査年月日 :牟紀 S年  十 月 ム 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

f

t

確認事項 下雀認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ①―

必要な図面等が準備されていること。 図面筆確認 Θ.T
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を若してい

ること。

記ど,設確認 良・○

系統構成が完了していること。
立会/

鏑 Θ・T

メJ



i           
添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績蕃管理番号 :1-27ァ l
i             

検査年月日i令れ 3年  十月 い 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

て

t

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備  :

非常用発電装置

燃料設備

主配管

別添参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

燃料給油検査 (通油検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、キ居付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

R 記録確認

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)にょる。

※適合性確認検査成績書の識別番号:T2-3-0501(そ の6)

/多



ハ ヘ

＼
常

設 備 概 要
その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備
2 非常用発電装置に係る次の事項
(4)燃料設備に係る次の事項
二 主配管聴 最離 鯛

「

土力、
°吊設          ´

最醐 離 、外径、厚さ及醐

(注1)重人事故等時における使用時の値

(滋)郊嘘    :
(瀬)その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用然鮮剥翻 と兼用

饂封 本設備lま鳳猛有子の設備である。

澄
郭
（｝苫
）

（↓
営
Ψ事
姦
』
醇
）

変 更 後

材  料

団PG37C

外  径 1厚  さ
FmmⅢ I(mm)

Ci2

60,5 3,9

最
~敲
用

温  度
ぐC)

(ユ主正

40

最翻

圧 カ

碑 a)

(,ュ

0,6

名    称

曲

燃料油貯油そう

燃料油貯油そう

燃料油取出日

(1・ 2鶉 用)

燃
料
設
備

変 更 前

材  料厚  さ
(mmⅢ

最
~敲
用

温  度
ぐC)

外 径

(mm)

最嗣

圧 カ

確 a)

名    称



〔
）

お

以下の設備|よ 1号機設備であり、1号機及び2号機共用の設備である。

・
毎 篇 費

燃料油貯油そう獅 そう燃料油取出日 (1号機設備、 1・ 2号機共用)的

催 1)そ蜘 原子炉の噸 鶴湖卸動脳燃緒刻翻 と兼用

＼
ギ

コ
ニ獣
夢
（〕
＼
時）

ｅ
ａ
が
野
路
）



お ら

検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-27-1

．ヽＷ

特記事項

Tし/

検査立会責任者

始 主任技術者

済粥力。算を'/二往散爺堵

原子力検査官

多オ可湮生ガタ奪

/ 拡 立多

検査結果

作

検査年月日

令和 ≠年

'‐

月チ〉日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 '使用前検査記録!共
通事項

成績書管理番号 :1‐ 27-1

検き年角日
,ぬル
字年 /'月  ,表

検 査場′所 :関西電力株式会社高浜発電

日

所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

C)

(Ⅲ

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認

検査をする工事のエ

程、期 日及び場所が

申請書どお りである

こと。

記録確認
①
・
二

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認
①

・ 一

歩∂



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-27-1

族査
午婦
日:騨 γ年 /二 月 寡 日

検査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

C

〈〔レジ

確認事項 確認方法 結果 備 考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ① ∵

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ①―

検査用計器が校正されてお り有効期限内

であること及び必要な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確認 ① ―

系統構成が完了していること。
0 Q

》/



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査 )

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :li2

検査年月日 :ら作 字 年 /た 月 /
検 査場 所 :関西電力株式会社高浜発

７．‐上押ｒ筋
検査結果

f)

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備    ヽ

非常用発電装置    '
内燃機関

燃料デイタンク又はサービスタンク

燃料設備

主配管  `    :

ポンプ        ′

別添 1参照

検査項 目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

運転性能検査

燃料給油検査 (通油検査 )

容量確認検査

設備及び機器が工事計画 に従い

製作され、据付けされ 、所定の性

能 を有 してお り、技術基準 に適

合するものであることと

充
⑭

備考  .
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3下 0552
.     ′    T2-3-0909(そ の 2)

。目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参 照

″



f

添付資料 3i3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録｀
(三号検査 )

十
   (立 会検査 )

成縦書管理番号 11-27-・ 1

検査年用 :溌
オ
■学 年 2月 β 日

1  検 査 場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査結果

t

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

非常用電源設備

非常用発電装置

燃料設備

1主配管

ポンプ

運転性能検査 別添 3参照 食 目視
※

備考                           '
※ 別添 1の太線枠内の範囲 (検査範囲の詳細につ いては、別添 2参照 )

,″ラ



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

理番号

添付資料 3-4

:ユ ー27-

/ヱ 月 /検査年月日F瘍扉f
1

' 
日

て

(

管理番号 測定範囲 測定精度検査項 目
検査用

計器

校正年月日

有効夕胡限
備考

金属製

直尺

2,2ユ t2_♪

2′二)、 2.と
容 量

ストップ

ウォッチ

2つ22_・ ′とク、S

芝οユ,1/DⅢ テ/

吐出圧力 圧力計
?υ 22と /′ ,7

2と 2)、 /′ .う

備考

茅



(令和 4年 12月 18日 、14日 )男 il添 1(1/15)

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成 28年 6月 10日 認可))

ホ 燃料デイマンク又はチービスタィクの名防i、 徹疑、容段、最 f臨使用圧力、最高使用温度、主要 ,'法 、材料、lH数及び取付簡
所

`

,常設

(空冷式非常用略電装臓 ,

(注 1)公称ll貨

(注2)戚大事故筆時における使用時の値

(

変 更 肺 変 更 後
椅ヽ 燃料謂Iサービスタンク

種 輝i 角形

．容 段 O/個

殿 腕 使 用 圧 力 (■か

最 廊 使 用 温 度
fiF2)

℃

主
要
寸
法

た て Hln

積

高 さ mm

材

料

胴 仮

嵐 彼

欄 救
2

と つ 1)

取
付
箇
所

系

(

統 名

)ラ イ ン 名
A燃料油サービスタンク

A空冷式非常用軽憶装置

8燃料油サー ビスタンク

B中冷式非常用幕壼整掃

設    置 床

濃 水 防 護 上 の

区  l出, 番  サ
漉 1く 防 謹 li 伏)
配 慮が必要 な高 さ

2ダ



(令和 4年 12月 13日 、14日 )別添 1(2A5)

て

，

・可搬型

(電源車)

(注 1)電源車の附属機器である。

(注2)公称値

(注3)重大事故等時における使用時の値

(注4)電源車1台導たりの個数を示す。

(

名 称

種 類

変 更 前 変 更 後

燃料タンク (注 1)

｀
角形

容 量 げ個

最 高 使 用 圧 が
'13)

最 高 使 用 温 度 (ユ i3) ℃

と
要
寸
法

た て mm

横 mm

ドnヨ] さ

材 料

個 数 1(ユ・
1)

取  ・付   箇   所

2`
―E翌鷺F=目

“

ヨg=逮置煮差
=烈
弦
=二



変更前 変 更 後

燃料タンク ('11)名 称

種 類 角形

容 量 2/1翻

最 高 使 用 圧 力 ('La)

最 高 使 用 温 度 ('1" ℃

主
要
寸
法

た て mm

横

l留] さ mm

材 料

個 数 1(注 4)

取 付 箇 所

(令和 4年 12月 13日 、14日 )帰けを礁1(3/と心)

f

,可搬型

(電源車 (可搬式代替低庄注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注2)公称値

(注3)重大事故等時における使用時の値

(注4)電源車 (可搬式代替低歴注水ポンプ用)1台 当たりの個数を示す。

ガ
―               ―



仔缶不田4t弄 12月 18日 、14 Fl)月 J添 1(4/15)

(4)燃料設備に係る次
`′

,事ダ♪

イ ポンプの格科〔、報態i、 容最、勘4 Кlま Wi:出圧力、最高r吏チI,サ下ノ)、 壁高使Л,i農度、主要 すヽ法、材料、畑歓及び取付簡所並びti
原動機の韓顔、出力、簡欺及び取付簡所

,常設

(ヤ 11)転人事故伴時にお
`す

る使用時(′ ,値

(注2)公称Fビ

(1/2)

r

(

変 更 前 変 更 後
名 称

|

空冷式非常用子と電装置用給油ポンフ

ポ
ン
プ

種 類 潜車式

容 角〔l`'い

叶 出 圧  力 `子

I"

m4/h/れ lヽ

解Pa

最 高 従 用 圧
'デ

Wi"

最 高 使 用 温 度
〔rt il

MPtェ

で

吸 ,△ 口 径

!i

要
下「
法

吐  出  日 径

た て

樹

高 さ

ケ ー シ ン グ

艤 数
l 1こつき1)

(2/2)

変 碇l 前 変 更 後

ポ

レ
ブ

取
付
衛
所

系

く

統 名
)ラ イ ン 名

A空冷式井符川,ぢと電装置用給油ポンプ
空冷式非常用発電装世燃料油ライン

用発電装澱用給油ポン

ライン

設   雌   床
の

ヶ

護

番

防

両

水澄

区

溝 水 防 灘 上 の

配慮が ,ど、要な高 さ

原
動
機

徹 類 二相かど形誘導電動機

出

簡

カ

数

kW/簡

2

(空冷式 用 ホン7 ′)

取  付  簡  所

イ



(令和 4年 12月 13日 、14口 )別添 1(5′ 15)

|

部
　
駅
　
螺

率
　
　
登

●
一
∞
∞
Ｇ
↑
め

〇
卜
“
Φ
盛
↑
∽

（目
）

（Ｅ
〉

絶 i

垂
一撃
　
　
歳

●

．φ

一Ｎ
一
一
）

い
．Φ
０

Ｓ
■
）

ω

．輛
　
　
　
　
∞

．０
ト

（ｐ
）

盤
　
　
魁

雲
部
罐
黎

（Ｃ工
〓
）

く
　
ヽ
４

要
導
電
喜

一

．０

韓

導

備^
　
′掟
一い
Ｏ
ｔ
ф
豊
下
磨
ω
）

礁

小
Ｗ
罵
歳
慕
車
業

装車饉起

遠
　
Ц
　
氣

“
　
　
五

a

（選
）

〈ｐ
）

（゙
色

約

峰

ヾ

森
盛
ｂ
ヽ
絶
壁

ち趙
く

，盤
襲
啜
畢
電
喋

一ミ
Ｈ
霞
導
電
黎

，雄
単
Ｃ
騨
阻
器
　
Ｌ

r

t 霊
筆

72



(令和 4年 12月 13日 、14日 )汚暉添 1(6′ 15)

f

主配管の名称、最高使用圧力ゞ最高使用遼度、外径、厚さ及び材料

(

（督
）

（攘
）

（ρ
）

（濯
尋

拍

緯

単

導
　
収
　
駕

」
件
や
０
∞
∽
静
あ

０
．φ

Ａ
燿
〕

綺

．Ｏ
Φ

命
繋
）

０
ぐ

，
電
）

0

奮
魁
）

題
軽
螂
紳
磁
ユ
く

霞
く
―
指
「

ミ
絲
ふ
十
ぶ
ト

翠
ぶ
】
爆
後
理
室
熊

′畷
理
韓
鶴
皿

脳
鶏
翌
螺

暖
継
撫
駕
建
細

ど

（ｍ
　
．■
Ｆ０
０
ｌ
ψ
潔
Ｉ
＞
Ｎ
）

礁

曇車謎線

糠
　
駆
　
窓

（苺
』
羅
）

く
　
　
■

霞
導
褪
囀

韓

　

　

　

導

息ク



(令和 4年 12月 13日 、14日 )別添 1(7′15)

Ｂ
許
『
こ
戸
力
予
【
″

γJ

（雷
）

０
一∞

命
笠
〕

奪

）

い

．Ｏ
Ｃ

建

（Ｐ
）

奪
鷲
）
０
部

（ｏ
Ｌ
〓
）

く
　
　
翌

照
翠
檀
要

〓
鷲
）

奮

，馬
８
も
〒
馬
）

礁

ェ
導
螂
騨
懇

電
翠

殴
く
―
終

ミ
ヽ
ふ
十
ヽ
ト

軍

小
や
爆
後
寝
糞
饉

蜜
掘
韓
Ｓ

極

閣
螺
抑
螺

霞
催
撫
慣
駕
部

導
　
電
　
熙

韓

雫

鋲蕗翼攀

鞄

壁
一趣

（ρ
）

ミ
（苺
名
嘉
）

韓

ギ

（霞
）

一

（露
）

f

t

a/



ヘお

変 更 講

”
僧

（↓
誉
丼
常

電

ｈ

い∞
コ
ノ
憲
色
）
遥
郭

牌
ａ

Ｓゝ
）

STPC370

STPG370

STPC970

さ

(確鵬)

3.9

3.T

3.7

3.4

60.5

48.6

48,6

34,0

(占h

40

(MPa)

空冷式非常用

費電装置用

給議ポンプ

弁

空冷式非常用

発電装置用

給油ポンプ

弁

(2V‐脳CとOOSA、 B)

高使用

(℃ )

カ

(MPB〉



お
）

ら

”
傷 (注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値                   
ブ

(注3,その他菱電用漂ギ炉の附属施設 (補機願動邪燃料設備)と兼用

(■4)本設備は既存の設備である。 （◆
轡

ぶ
常

Ｐ
，
れ

岳

コ
′
Ｒ

コ
）
ｕ
一謀

牌
６

Ｓヽ
）

変 更 後

材  料

ミtrQ々 r、コFE

1耐+i「

1'14)

34.0 3,1

最高使用

温  度

(℃ )

t注け

40

最高使用

旺  力

(M脇 )

(お け

O.38

名 称

弁

(2V―鴎-OosA、  日)

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

空冷式非常用

発電装置側

フレキンプル

ホース用

入日配管接続苗

燃
料
設
犠

高使用

度

(℃〕

さ

(MPa) (囲n) (朧)

名    称



(令和 4年 12月 13日 、 14日 )男 |!添 1(10/15)

/r

割
雲
▼

t

（懲

）

杓
　

　

誉

（詈

）

ぐ

　

　

章

〈Ｐ
）

盤
　
　
電

暉
撃
憶
噂

（母
」
喜
）

、ヽ
　
　
　
　
い〓一

藍
起
憶
芸

違
？
駕

起
　
留
　
氣

（恵

↓
Ｗ
栞
螢
星
慕
蕪
）

静
磐
ａ
＜

　ヽ
啜
く
―
指と一一

緊
罵
韓
Ｇ
ａ

電
慕
響
報

要
筆
撫
イ
鶯
即

壊糞基彗

峰

導

eネ



(令和 4年 12月 13日 、と4日 )別添 1(11/15)

f

(

悠
擦
章
野

悠
欝
諄
き

奏
趣
章
麟

〓

　

　

祥

‐
Ｗ
⇔
∞
∽
う
∽

（目

）

約
　

　

養

→

（置
）

超

　

　

く

＜
Φ
］

（Ｐ
）

留
　
　
咽

曖
連
櫨
襲

⇔
マ

（ゃ
∝
議
）

く
　
　
甲
ヽ

啜
導
拒
要

檀
留
黎

導
　
Ｖ
　
怒

（悪
い
や
月
歯
輝
草
装
）

=」

挙糞軽響

要

導

く

‐

柊

凸

■

霞
雇
韓
Ｓ
Ｅ

田
導
擢
憩

環
華
無
Υ
ｔ
響

じま



お A

●
ゝ

取付衛所

取付缶所

保管場所

材   料

StS304TP

(HIB)

厚    さ

3,9

(韓 ln)

外   径

60 5

最高使用

温  度
(℃ )

40

最高使用

圧   カ

(MPa)

ttlう

0

変更前 変 更 後

空冷式非常用

発電装置

自動給油用

||}ホース用
出四記管

(燃料油貯油そ う側 )

燃
料
設
備

称名

（↓
掛
一ぶ
令

〕Ю
激

】∞
夏
″
洋ふ
璽
）
革
二郭

騨
（｝曖
ド９



(令不114年 12月 18 FI、 14日 )別添 1(13/15))

（ヨ
日
）

（Ｅ
Ｅ
）

（ρ
）

当
　
　
唖

照
導
電
囀

（“
缶
〓
）

く
　
　
イ
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曖
導
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囃

法
越
‡
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韓

拘
　
　
　
子
一

逮

　
　
く

通

ミ『
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叡
　
熱

萎
題
‡
藤

薦
齋
静
輩

盛
停
ゞ
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∞
∽
つ
∽

誓
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〇

‘
章
∞

〇
マ

「や
オ
〕）

∞
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〔，
れ
卜
）

（蒸
廻
ぷ
鰹
寒

環
縦
く
営
駕
制
）

憩
醒

Ｅ
く

霞
Ｋ
～
モ
ｎ

霞
凝
韓
§

こ

欄
察
概
潔

蛋
桜
熱
＜
篭
鞘

恭菫穂懇

■
こ

】

檀
留
黙

f

(

アδ



(令和 4年 12月 13日 、14日 )別添 1(14/15)

終
囀
淳
華

猛
網
‡
麟

（層
磨
）

絶
　
　
　
界
ヽ

（目
）

翠

　

　

く

（ｐ
）

盤
　
　
電

眠
部
罐
蝉

（軍
懇
繋
観
憩

雲
軽
憔
ギ
ぐ
報
）

く
―
柴
山
一

雲
輝
韓
§

個

越
撃
翌
報

照
経
憔
Ｘ
ぐ
制

装糞驀響

纏
叡
熱

巡
　
留
　
黒

f

(

e伊



ハ

く注1)空冷式非常用発遮装常の階局機器である。

(注2)猟大事故尊時における使用時い伊

(注3,公 務 値ヽ ´

(注 4)メ ー カ に て 規 定 す る 呼 び 径 を 示 す

(れ働

ヘ

的
玲

メー カイ士懐に よメ。もの とし、先成 〔イ1と して 一般た業れの規格及 び HⅢ・J擦に追合 す る と)の で あ って、使 ,4絣料の特性 を鱗 ま女_アと卜で、
重 入 事故等時 にお け る使用′F力及び使用祖度が換荷 され た状佐くにお いて強 ,生が確保 で きる こぅt′〉そ (11用 す る、‐

（
と＞
警

ヽ
常

洋
Ю
滋

μ
ω
コ
任
ふ
コ
）
瀬
工
郭

騨
含
望
騨３

ユ僚付笛所

取付箇所

材   料

St,S301TP

(m競〉

ザ卓   さ

3.1

'゛
01

(韓 B)

外   径

31.0

liⅢ 3'

最高使用

温  度

くて〉

子|か

40

最高使用

圧  カ

(H!:a)

Fil望 ,

0,38

変 更 後変更前

rr」
、名
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ら
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お
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↑下

備考

備 考

※
｀
1:公称値

結果

ヽ

孜

夜

た

測定値

2雪飛Ц iミ

,、 ユITPθ/

判定基準

1.8m3/h/個以上

(1.8Щ 3/h/個 )※
1

0,3MPa以上

(0.3MPa)※
l

ポンプの運転時に異音、異

臭等の異常がないこと

確認項目

容量

吐出圧力

ポンプ運転状態

検査対象

空冷式非常用発電装置用

給油ポンプ

「早斡
か
∞

（◆
営
卜
令

菖
瀬

一”
コ
）
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検査結果下覧表

成績書管理番号 :1-27-1

食
・く

特記事項

な し

検査立会責任者

水イタィダブと'プ 主任技術者

原子力検査官

レ
ＭИ
子
′琴 守 T各 え

写ヽ マ
マ
ぅ

耐
ど
／ 上 ネ

検査結果

と

検査年月日

令和 ∫ 年
/月 /■日
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添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項        ｀

●
成績書管理番号 :ユ ー27-1

1   
検査年月日 :今女ほム

~年  /月  /と 日
―                検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項 i
使用前検査申請書の確認

宇も

(

確認事項
・

確認方法 確認結果 備 考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更 申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認 0
ノ

検査をする工事の工

程、
十
期 日及び場所が

申請書どお りである

こと。  、

記録確認 e・ 一

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。     |

記録確認 ○・r



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機‐
 (三 号検査 )

添付資料 3二 1

使用前検査記録

成績書管理番号 11-27-1

検査年月日 : 冷糸ュs年  十 月 .)と 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前希雀認事項

て

(|

←も

確認事項 確認方法 結果 備 考

申請者の品質記録が準 ll市 されていること。 記録確認 O―
必要な図画等が準備されていること, 図面等確認

検査用計器が校正 されてお り有効則限内

であること及び必要な測定範囲.測定精度

を有 していること。

記録確認 ①・T

系統構成が完了 していること。
I 立会/

枷 ⑧―
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添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 f

(.三号検査)        .
:          

成績書管理番号 :1■ 27-1

襟査年月日 :作生la■ 年  メ 月 メ〆 日

検 査場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発篭用原子炉の附属施設

補機駆動用燃料設備 '

燃料貯蔵設備 静

容器
″

別添 1参照

検査項 目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検ゴ

容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い

製作され、据付けされ、所定の性

能を有してお り、1技術基準に適

合するものであること.

 ヽ
す

甍
目視

記録確認

イ府考                           ヽ

.・ 記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0550(そ の 3/

4ワ



別添1(1/1)(令和5年 1月 12日 )

原規規発第 2002193号  令和 2年 2月 19日認可

6 補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに係るモ)のを除く、・ )
1 燃料貯歳設備に係る次の事項
(1)容器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び

取イ十簡所

・鯉

(注1)送水車の附勝隆器である。

鱈功 重大事故等時における使用時の値

(避お)ぞ醇町直

(海)送水車1台当たりの個数を利 L

変 更 前

送水車燃料タンク
←拍,名   称

種

一容

最
|

量

高 使 用 圧 カ

類

最
　
主
要
寸
法

℃

Rl11

横

材

て

牟|

高

た

一

高

温 度 缶l望〕使 用

“

Hl

個

・取

数

所付   笛

変 更 後

変更なし

辛∂/圧



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉.に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る

使用前検査成績書

施 設 名 :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名 :非常用電源設備

非常用発電装置 燃料設備

補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラエに係る

ものを除く。)            、

燃料貯蔵設備

要領書番 号 I原規規収第 1610072号 卜27-2

の乗ゼ年 す月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成 28

2検査の種類

4検査期日

6 検査範囲

関原発第 4
関原発第 4
関原発第 2

関原発第 2
関原発第 4
関原発第 5
関原発第 5
関原発第 4

号
　
号
号
号
号
号

５
号
３
０
６
５
３

３

７

０

６

１

０

１

号

０

０

０

０

０

１

１

１

９

９

９

３

３

３

３

８

３

３

３

１

１

１

職

軌

職

軌

軌

職

軌

軌

２ 。

２ 。

２ 。

日

日

日

，

日

日

，

，

＞

日

日

日

７

０

０

日

０

５

日

日

日

６

４

３

、月

２

２

４

２

月

１

６

４

１

´
２

２

０

月

月

月

月

２

月

月

月

月

月

月

１

３

４

７

８

１

２

２

４

５

６

８

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

5検査場所

関原発第 69号
関原発第 116号
関原発第 205号

() 文ヽ千.τ〕`る供1参鯉♪

自 塗んん年′月ρ日
至 今和 2年す月2クロ

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設
その他発電用原子炉の附属施設
非常用電源設備
非常用発電装置     ´
燃料設備      ,
容器        ―

常設
燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)※ 1

2(機関 1台につき 1)
主
署纂 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用) 一式

※ 1:その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動月燃料設備 )
のうち燃料貯蔵設備と兼用

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

プ



別紙 1

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )
関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )
関原発第 618号 (2020年 3月 24日 )
関原発第  23号 (2020年 4月  7日 )

Z



生

検査実施者及び検査結果〒覧表

し

8特記事項

9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項
2燃料給油検査記録

3容量確認検査記録

4検 査用計器工覧表

ヨヽ

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統性能検査

燃料給油検査

容量確認検査

鬼

浴みた年 /月 T白 た激 >年 /月 ダ日

印

)頻多災

ゲ均夕
‐‐
夕ぞ /主任技術者

F「

■

■

■



検査実施者及び検査結果一覧表

Tが  (
8特記事項

9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2燃料給油検査記録

3容量確認検査記録

4検査用計器一覧表

宅

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官

｀ 検査立会責任者

系統性能検査

燃料給油検査

容量確認検査

ヽ

礎

か和 2年 す月2夕 日 た井 二年ま月)7日

原子力検査官

彰 八

j寃雪彰屈

″夕/,ターギ
'/主任技術君



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)んミ準備 され

ていること。

記録確認

倉弟え年

/月 7日 え
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。

今羽p2年

$月 2夕 日 隻

年 /

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

嫉 た年

/月 ″日 史
今和2年

す月zク 日 R
年 /

工事計画の認可番号

の記載が適切である

ことと

記録確認

差箱左年

/月 ″日 た
余ツ諄2年

∫ 月2夕 日 孔

年 /

∫



添付資料 1二 2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

燃料給泊検査

ｒ
、

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

裟赤フえ年

/月 ?日 た
今和之年

∫月zク 日
ゝ

費

年

月 =

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

透彩鬱え年
/月 T日 夕く
君荘力2年

子 月を夕日 我

年

月 イ

系統構成が完了してい

ること。

立会/

警

灌彬修え年

/月 7日 た
学

記録確認

看漕砕2年

d肝 月27日 夜

立会/

記録確認

年

一

ど



添付資料 1-3

系統性能検査

容量確認検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

Z沙舗え午
/月 ″日夕く

浴潤帥彦年

す月z7日 ■

年

月 =

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

赫 え年

/月 ″日た

活〉砕2年

ど
~月
zク 日 曳

年

月 =

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、演1定精度を有し

ていること。

記録確認

鋏 え年

/月 T口 た

↑和2年
′月をク日 食

年

月 =

7



添付資料 2‐ 1

高浜発電所第 2号機

燃料給油検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備

主配管
―
常設 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用):一式

判定基準 :重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料給油できること。

検査対象
検査

年月日

検査

結果
検査方法

2A燃料油貯油そう

2A燃料油移送ポンプ
(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)

浴んえ年
/月 ″自 魔

目視/
攀

備考

′



添付資料 2-2

高浜発電所第 2号機

燃料給油検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備
―
     主配管 常設 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用):工式

判定基準 :重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料給油できること。

検査対象
検査

年月日

検査

結果
検査方法

2B燃料油貯油そう

2B燃料油移送ポンプ
(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)

琴瀕骸Z午

J▼月ぞ7日 災
目視/

m
備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :Tを 'd… 沙す沙 /

9



添付資料 3-1

高浜発電所第 2号機

容量確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備'   
容器 常設 燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用):2個

判定基準 :容量が許容値を満足していること。

検査対象 容量 (m3)
検査年月日

検査

結果
検査方法

名称
工事計画
記載値

許容値
※3 測定値

2A燃料油貯油そう※1
(200※
2) 2か /、 ″す

強指え年
/月 ″日 く́

目視/

鶉

備考

※ 1:補機駆動用燃料設備のうち燃料貯蔵設備と兼用

※ 2:公称値

※3:許容値は工事計画による。

ノ∂



添付資料 3-2

高浜発電所第 2号機

容量確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備
容器 常設 :燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 192号機共用):2個

判定基準 :容量が許容値を満足していることょ

検査対象 容量仙
3)

検査年月日
検査

結果
検査方法

名称
工事計画
記載値

許容値
※
狽!定値

2B燃料油貯油そう※1 稲 ‐
看潤酔2年
汁月z7日

ヽ

長
目析!/

饒 廠

備考

※ 1:補機駆動用燃料設備のうち燃料貯蔵設備と兼用

※ 2:公称値

※3:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 : T2サ ё―沙子沙 /

//



添付資料4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月日:浴力 え 年 /月 T日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

解

筵
夕どヽ ク入

えフ′ど
／

　

′

催

″え,え
'

添 崇亀

′彦/毛



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になうた時に係る

使用前検査成績書

施  設  名 :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名

要領書番 号  :原規規収第 1610072号 卜28-と

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

今経う年二月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 321号

関原発第 435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第 416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

7日)熙 第23ζ 12D29捧4RT日)(平成 28年 10月

(平成 30年  3月

(平成 3´ 0年 4月

(平成 80年  7月

(平成 30年  8月

(平成 30年 12月

(平成 31年  2月

(平成 31年  2月

(平成 31年 4月

(令和 元年 5月

20日 )

29日 )

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

4日 )

16目 )

4検査期日

5検査場所

自↑ォBぇ年J月 23日
至今炸†。3年 2月 ,7日

6検査範囲

検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 一式

t

7検査結果



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

義

衰

神 え年よ月痺日 纂 ゑ年ょ月霊日

樹ェta
イテヱサ免狼″

テ遍ロ モ形

蛾装建

彪爪毯

茫愛狙痛島了 主任技術君

8特記事項

9添付資料

なし

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 性能検査記録

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査

3 検査用計器一覧表

2



検査実施者及び検査結果―覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

淀

今未口え年7月 鱈日 合オヮた年7月 子二日

千今後■

滝B耗■■

8特記事項

9添付資料

4し

使用前検査記録

1 検査前確認事塀
2 性能検査記録   

―

, (1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

3 検査用計器一覧表

3



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果■覧表

声かし

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 性能検査記録

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

3 検査用計器一覧表

4

検査項目
検査

結果
原子触

~農
検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

え

今年り3年 2月 r7日 序ゎ う年″月呼日

ゑ 八 久
鼻

尋

密

尋



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

令未鬱え年

=月
ニユ日

ヽ

R 使用前検
査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。命紳え年

'月

1専 日

1

R
特静 3年
2月 ,η 日 斃

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認

命和え年
ξ月 二を日 長
奪未切え年

'月

|'日 農
牟小ク3年
2月 r7日 ■

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。

記録確認

命栞已え年
J月 登象日

〕

腱

今未巧L午
ク角ナ: 日

t

段
第 う年

2月 r7日 魔

●



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

命知え年

'月

2ぢ 日 罠
命
今
ul酢

1宇日挺
今4舟,3年

2月 ′η日 虔

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今株時也年
ま 月23日

ヽ

R
―
管́31原苫R
今′奈,3年

2月
'η

日 2

6



添付資料 1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

◆未口え年
ξ
け
月2字 日 R
命未し

タ

年亀

月
|二
日

:

R
今か3年
2月 ′守日 麓

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今約え年

す 月2年 目 良
′_ヽ
〒和ん 年

すq=日7月
〕

驚
今か,3年
2 月 rη 日 虚

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確認

今未口
'も

年

ム
~月
2字日

〕

戻

Υl'|:日
t

胞
今′停3年
2月 ′守日 え

7



添付資料 1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

今株Bた 年

ξ月ヱ■日 R
神 れ

守 月
I

I

年

吾
q 日 監

今緯あ年
二 月Fq日 た

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

抑 ん年

J月 2字 日 R
宥 虐 R
↑浄J年
2月 ′

'日

之

8



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査  .

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

今赤`Dん 年
,
守日7月 盈

弁紳3年
2月 ,1日 2

年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確認

牟
今::予″:1日 R
牟か,3年

2月 ′η日 施
年

一

9



添付資料2-(1)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ス トレーナ室及び

海水管トンネルメ引
鉄筋コンクリー ト

牟未口ぇ年
5月 25日 罠 記録確認

燃料油貯油そうエリア
年

ー

記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※:適合性確認検査球績書の識別番号:T乞 ―g… 2003

碁1とこのうち】象ブ(騒トシネ→レのゃ拶絡義議岳姦な婁各軍そ獨:件
?i咤石空キ

(たた
'ι

`穂造継ユシ9'I…

F0



添付資料2-(1)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレィナ

海水管 トンネル

年

―
_目

ー

記録確認

燃料油貯油そうエリア 鉄筋コンクリート
全
～
え牟

7月
憲
′T
日 熊 記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検丞成績書の識別番号 :イ虫…3-200S



添付資料 2-(1)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ス トレーナ室及び

海水管 トンネル
鉄筋コンクリTト

今紳3年

2月 ,1日 史
キイI

記録確認

燃料油貯油そうエリア
年

口  日

ー

記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3=20つ 3

χri椋蒟麟硫雑?ぅ弱むテれレ京づ絶BLつ｀
'¬
万駐鳥

12



添付資料2-(2)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(mm)

許容値
※1

(」111)

測定値

(mml

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレーナ室及び

海水管トンネブ
犠i3

30牛
玉

P J7

今かえ年
す月2字日

1

R Φ記録確認

燃料油貯油そうエリア
月

年

日

ー

目視/
記録確認

―備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値のうち最小のもの

※3と このうち海火筐し ネ|レの号
!J話 に黒す烹茸衆亀 団(に

つII之
1空
ε込

IB



添付資料 2-(2)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(mml

許容値
※1

(1111)

測定値

(mm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ス トレーナ室及び

海水管 トンネル 月

年

日

ー

目視/
記録確認

ー

燃料油貯油そうエリア ネJο :

今力え年
7月
1子
日

,

監
目視/

動

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値のうち最小のもの

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書あ識別番号 :T2-3'200ξ

'で

ヽ



添付資料2-(2)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査 )

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(mm)

許容値
※1

lmml

測定値

(mm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ス トレーナ室及び

海水管 トンネル

今功中3年

2月 !q日 之畿

燃料油貯油そうエリア
月

年

日

ー

目視/
記録確認

ー

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値のうち最小のもの
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合J隆確認検査成績書の識別番号 :T2,3-2∂∂

'X4i校談 I細脱 ち→糸 卜ふす能囲た,り I雅恭

||



添付資料2-(3)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査 )

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基攀 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検 査

結果
検査方法

海水ス トレーナ室及び

海水管トンネルを1

今衆働え年

ξ月2字 日

:

R 9記録確認

燃料油貯油そうエリ
月

年

日

―

目視/

記録確認

備 考

Xlと 二σヽうちデ纂′lく 卜〉環当レn BЦ れ氏tt贔す館 裟絶園
佐9tヽ ■石密記

,6



添付資料 2二 (3)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :二式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 ◆
j性
能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレー

海水管 トンネル

年

日月

―

目視/

記録確認

燃料油貯油そうエリア
牟浄巧屯年′
7月
1与

'日

ヽ

R 目視/

備 考                      :
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2'ヨ …209S

,1「



添付資料 2-(3)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレーナ室及び

海水管 トンネル

今ん學年

ュ月17日
皮 鶴

燃料油貯油そうエリ
年

月

―

目視/
記録確認

備 考
・記録確認は、!申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成嶺書の識別番号 :丁虫
二3… 2θ03

キ|:ヤ舞貧走蒻経のうξ和身焦にて、つ縄雰佛っぃR犠

r8



添付資料 2-(4)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査 )

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画の、とおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレ

海水管トンネル

年

日月

―

目視/

記録確認

―

燃料油貯油そうエリア 幣 盈
目視/

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※:適合性確認検査成績書の識別番与:T2-3-200g

19



添付資料 2-(4)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレニナ室及び

海水管トンネル

彿 う年

2月 !々 日
盛艤

燃料油貯油そう工 1

年

月 日

―

目視/
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :Tユi3'ユοοB

*ri腕鎖 ゑのうと和糸にネす純風注フll気羅熟
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高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

添付資料 3

検査年月日帝珠墨ラ已 年 占
~月
2字 日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

式,去為毬箋ュシ
ン、`レタァ＼

20H年 lR24農

とoたo年 十RttB
とと,豊」遼
(m)

＼

＼

＼

＼

＼
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ｒ
一

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜28-2        '

今浄/年 /わ 月

原子力規制委員会



使用前襟育成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    襟査申請百覧表のとおり

31検査麹日   自袖 T 年7'月 対 日

至め蕉″貿 1午ノρ月彦孝日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果 .  検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :li28-2

命

F



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成 39年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2010年 e月 2́3口 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号,(2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第 ?93号 (2021年 母月2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 28日 )

四原発第 5學 5号 (2022年 ョ月45甲メ
関原発第 137号 (2022年 6月 10日 )

関原発第 209号 (2022年 7月 1日 )

成績書管理番号 :1-28-2

検査申請―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

之



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 28工2

′
(″ ψ

特記事項

『」し

検査立会責任者

主任技術者

原子力検査官

ゑ 入 え

彰衣 を

検査結果

及

検査年月日

森じ V年

ノ沙月
―
葦自



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜 28-2

検査年月日 :浴彩 ゼ ■ /ρ 角 封 日

検 査 場 所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査 に係 る使用前

検査 申請書 (変更 申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認
Θ

・ ―

検査 をする工事のエ

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認 廷ひl一

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認 O:―

/



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 !
(三号検査)

成績書管理番号 :卜 28-2

捺套年月日:密章宅年 /ν 月 彦■ 日

検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効ダ胡限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。             
｀
  |

記録確認 Θ注

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・O

む
・



―    添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :卜 28-2

検査年月日 :彿 望年 ノ汐 月 とす 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

材料検査

寸法検査       ,

外観検査

組立て及び据付け状態を確認

する検査

設備及び機器が工事計画に従い製作
｀
され、裾付けされ、:所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることと

癸
目視

備考

:記録確認は、工事計画に基づき申講者が行った試験・検査の品質調録 (※)による。
｀
※適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-035と 、T2-3-と 308、 T2T3ァ と997

び



N

4 火災防護設備
1 米災区域構造物及び火災区画構造物の名称、種類、主要寸法及び材料
。原子炉補助建屋、燃料取扱建屋

別添 1(1/4)

(1/2)

慰
く
卜
＜
ぐ
武

A充てん/高圧注入ポンプ室

B充てん/高圧注入ポンプ室 !火災区画

原子炉補助建屋 E.と ,+9,7m適 路

1火災区画

1火災区画

1火災区画

ケーブルチェイス室

パイプチェイス圭

1火災区画

原子炉補助建屋 E.1.+l豹雌路l

火災区画

1火
災区画

火災区画

1火災区画

1火災区画

封水及び非再生クーラ室

ホール ドアップタンクポンプ室

ほう酸回収装置室。廃液蒸発装置室

原子炉補助建屋 E.と.■ 17m通路2

C充て
～
/高圧注入ポンプ室

充てん/高圧注入ボンプ配管室

1火災区画

1火災区画

ホール ドアップタンク室

廃樹脂夕′ンク室

ガス減衰タンク室

|

1火災区画

ほう酸濃縮液タンク室

ガス圧縮機室

火災区画

火災区画

火災区画

火災盛画

1火災区画

1火災区画

1火災区画

1火災区画

廃液ホール ドアップタンク室

原子炉補助建屋 E.L.キ5.3m通路

C、 D内部スプレポンプ室

A余熟除去ク▼ラ室

1火災量画

1火災区画

火災区画

RHR及 びスプレ配管室

火災区画

火災区画

B余熱除去ポンプ室

A、 B内部スプレポンプ室

B余熱除去クーラ室

'V都

スプレクーラ室

火災区画

火災区繭原子炉補助建屋 E.L.-1.6m通路

RHR及びスプレ再循乗弁室

名 称 主要寸法

火災区域 (区画〉名称 区分 番 号
種類 材 料

(濃 ll■)

A余熟除去ポンプ室 火災区画

壁
150以上

■
(注
,〉 )

鉄筋コンク ,―

材料
(協盟l)

主要寸法
種類

称名

変  更変 更 前 (遊 1)後

区分 1番号火災区域 (区画)名称

“

検査対象範囲 - 2u― II-8-4-1-1 -



男J添 1(2//4)

(2/2)

(雨) .   ィ料

鉄筋コンクリー

鋼板

■ こa)

■
(注 3)

主要寸法

壁

陛
町
‐５０
■

| フレキガ ,レドー

けい酸カルシウ

板

火災区画

火災区画

火災区画

火災区画

火災区薗

火災区画

火災区画

原子炉補助建屋 E.L.+92H通路

原子炉補助建屋 E.L.+24田通露1

種類

称名

区分 !  番号火災区域 (区画)と名称

原子炉補助建屋 E.L.+24m通路1

原子炉補助建屋 E.L.+24口通路2

区画

火災区画

体積制御タンク室  、

使用済燃料ピント!新燃料貯蔵庫

脱塩塔及びフィルタエ リア

原子炉補助建屋 E。 と,+32m通 路

1火災区画ドラム講室

ほう酸タンク室

原子炉補助建屋 E.L.+24諷通路l

火災区画

火災区画

使用済燃料ピット・新燃料貯蔵庫

変 更 前 (注 1)

名 称 主要寸法

火災区域 (区函〉名称
種類 材料

区分 番 号 (mm)

Oo

(注1)本設備は,電存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

(注3)公称値

・制御建屋

(注1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

―
   材料

主要寸法

(llllll)

種類

称名

1 区分    番号火災区城 (区画)名称

ケーブルチェイス

1次系 ,レエ室

現場入出力後室

Bスイッチギヤ室

壁

..lと。)鉄
筋コンクリエト

150以上

火災区

火 災

火 災

(逹 1)

種類
名

変 更 前

番号
|

区分

称

火災区域 (区面)名称

車

聾
妙
Ａ
Ｎ
し

検査対象範囲

- 2u一 II-8-4-1-2 -



玲

。中間建屋、ディ■ゼル発電建騒

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注 2)公称値のうち最小のもの

(注3)公称値

補助建屋よう索除去排気フィルタユニット室

1火災区

火災区アニュラス循環フィルタユニント室

1次系冷去p永ポンプ室

換気空調設備室

火 災

火災区

火 災

火 災

主給水管室

中間建屋 E.L.+10.h歳 路

1火災区画主蒸気主給水配管室1

火災区匹

中間建屋  E.L.+24.輸館路
一．

中間建屋 E.L.+24.軸瞳路

制御棒駆動装置制御室

主蒸気主給水配管室2

十火災区画

1文貢置置

火災区画

火災区画

制御棒駆動装置制御室

中商建屋 E.L.■ 0,lm通 路

i火災区i琶

火災区画

ユ次系冷却水ポンプ室

主蒸気主給水配管室2 火 災

中1翻建屋 E.L∫ +24.Om通 路

1火

1火

換気空調設備室

主蒸気主給水配管室1

火災区域 (区画)名称
種類 材料

区分  1  番号 (llllll〉

Aデ ィーゼル発電機室 火災区画

Bディエゼル発電機室 火災区画

Aスインチギヤ室 火災区画

Aバ ンテ リ■室 1火災

1火災Bパ ンテリー室

1次系冷却水クーラ室 火 災

タービ ンプ室 火 災

主蒸気管ヘンダ室 火 災

150ヽ以上

■ (単 ))
鉄筋コンクリー ト

壁

■
(注 3)
けい酸カルシウ

板

|ll'工
。 |フ レキシブルボー

■
注9    鋼板

変 更 前 変 更 後 (た 1)

名 称 主要寸法

(mm)火災区域 (区画〉名称 置赤1基
=1種

類| 材料

せ
み
承
慈
ゝ

別添 1(3/4)

“

検査対象範囲 と 2u― II-8-4=1-3 -



。原子炉格納容器

(注 1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

(注3)公称値

(注1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

・燃料油貯泊そう ※

(注 1)公称値のうち最小のもの

・海水ポンプ室、海水管 トレンチ室

一バ

男叫添 l(4//4)

鉄筋コンクリエト

(上部鏡部)

材料

150以上

主要寸法

(mm)
種 類

壁

鋼板

番 号

区画

区分

称

格納容器内

火災区域 (区画)名称

アニュラスエ リア

火災区画

火災

名

番 号
材料

(HШ l)

主要寸法
種類

称名

変 更 後 l装ゆ変 更 前

区分火災区域く医画)名称

主要寸法

(mm)

150以上
1鉄筋コンクリー ト

海水ポンプ室ケーブル トレンチ (注ゆ

火災区域 (区画)名 称
材 料

壁

種類
番号

区域火

称お

1火災区域

変 更 後

※ 海永ストレTナ室及び海水管 トンネル

材 料

変 更 前

主要寸法

(mねに)

― ― 1種類ヽ
番号
―

名    称

1災キ1芽(|ゆ オ́11猛

壁

1 種類材料 |―種類
番 号

称

区分

称名

工削 変 更 後

火災区域 (区画)名称

150以上

更

一

変

材料

火災区域燃料油貯油そうエリア

主要寸法
′
 (Httll)

)1鉄
筋コンクサー ト

火災区域(区画)名称         1 区分 1  番号
主要寸法

(市m)

車

遵
湧
イ八
尽

検査対象範囲 ※128‐ 1に て検査済み

- 2(1-IX-8-4-1-4 -



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

| できる状態になった時に係る

使用前検査成績書 |

施 設 名 :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名 :火災防護設備
消火設備

主配管 (常設)

要領書番号  I原規規収第 1610072号 1-29

冶冷争年1井月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

2検査の種類

3検査申請

4検査期日

使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成30年 4月 20日 ):

関原発第203号 (平成30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成31年 2月 6日 )

自卑歳 ′r年 ど 月工渉日

至釣 十年1ガ ,デ咽

卿 み写惣り町48P'a)
矩 く坊
"ワ

″も仲盟42均雷り

5検査場所 関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備     |

消火設備

主配管 (常設)一 式

7検査結果    検査実施者及び検査結果二覧表のとおり

イ



検査実施者及び検査結果二覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統機能検査

通水検査

定

卑歳 ブ

'年 '月
⊇ど菌 帝敦 ぅ/年 ,月 妊 日

有 ¶ 預■

穿 7∫

)狂蜀

―
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8特記事項

9添付資料

むL

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 通水検査記録
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検査実施者及び検査結果■覧表

検査項目 検査結果 原子力検査官 検査立会責任者

系統機能検査

通水検査

Ｒヽ

歴湧わ今年1■月|ケ日 冷れ4年 ′二月/す日

物 Iを

す相とが多く

ル _ダ_ど/主任技術者

8特記事項
亀 υ

9添付資料   「使用前検査記録
1 検査前確認事項
2 通水検査記録
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添付資料-1-l

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申誇書 (変更申誇を

含む。)が準備されてい

ることも

記録確認

み張ど1年

ど 月2必 日 R
使用前検査成績書の「3検査
申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。).を記載する。拗 牛 年

1九_月 1ダ日 た
年 /

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであること

を確認する。

記録確認

弟残ど′年

3月虫ど日 え

/t｀わ時年
iみ″月iデ日 徒

年 /

工事計画の認可番号の

記載が適切であること

を確認する。

記録確認

れ鼓ど/年

S月皇ど日 危

ハ約今年

十二月|ダ日 と
年 /

今



添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統機能検査

通水検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 イ薦考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

第代 3,年

J 月ユど日 え

冷
～
4年

+2二月1ダ 日 ■
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

卑晟31年

3月良
'日

λ

倉和十年

i生月Fケ日 ■
年 /

系統構成が完了してい

ること。

弟歳3+年

S月ユ丁日 λ
ヤノ入＼

/とV♭4年

1〕_月r債日 λ ウ劣″守ある
1

年 /

J



添付資料-2

高浜発電所第 2号機

通水検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

消火設備

主西1管 l常譲):一式  こ利 フト 1シ移(Ж ,

判定基準 :異常なく通水できること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

目視/

鰹
弁(2V-6913C)～ 格納容器内第 1分岐点 χ劫衛牛年

十九月,デ 日
ｈ豊

1号機、2号機火災区画供給ライン分岐点 ～ A、 B消火水ハ
｀
ックアッ

フ
°
供給テイン消火水配管合流点

弗競ブr卒
J 月良グ日
抽 4坊 12舟t額

ぎ
ェ 茜 '
継 )

瘍 θ午 年

十}月 lヶ日 λ
目A、 B消火水ドックアッフ

°
供給ライン消火水配管合流点 ～ アニュラス内第 1

分岐点

目視/

Ψ
2号機火災区薗供給ライン分岐点 ～ 弁(2V-6913D)

全矛7牛 阜
1歩
月
|ゲ
日 λ

備 考               ,
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

一J-0)ot ι乙9電つ

め隠【、ヵり,歩移4鶴簿5▼ に引L)
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工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年 6月 10日認可))

(2)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
・常設

0

変 更 後

材   料

変更なし

STPG42

外  径|厚   さ

(mm) (mm)

(ユ12)

6.0

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(注缶

義卜(2V-6913C)

格納容器内

第 1分岐点

消
火
設
備

変 更 前

材   料

(注 I

弁‐(2V-6913D) (ri2)

6.0 STPG42

格納容器貫通都

PEN#228

厚   さ

(mm)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

消
火
設
備

ロ 検査対象範囲

選
頚

ユ
●

＼

巳



一
〇

(ユ I

STPG370

(ユ I

STPG42

(112,3)

7.1

7.1

(注 2,3)

STPT37010.3

(mm)

径温

高使用

度

(℃ )

高使用

カ

(MPa)

1号機、 2号機

火災区画

供給ライン

分岐点

A、  B学肖火水

バンクアツプ

供給ライン

火水配管合流

さ

(mm)

高使用

度

(℃ )

高使用

力

(MPa)

検査対象範囲

渤
霊
謝

ユ

（
的
＼

ｏ

）



US304

(注

STPG42

(ユ L3

STPG42

STPT370

STPC42

(注 3)

304

(Iと 2)

5.5

6.0

(ユと2,3)

7.1

(注 2,3)

(ユⅢ2)

6.0

1厚 さ

(mm)

径

(mm)

高使用

度

(℃ )(MPa)

高使用

カ

A、 B消火水

バックアップ

供給ライン

火水配管合流

アニュラス内

第 1分岐点

2号機

火災区画

供給ライン

分岐点

笥卜(2VT6913D)

さ

(mm)

径

(mm)

温

高使用

度

(℃ )(MPa)

高使用

カ

(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注2)公称値

(注 3)本設備は既存の設備であると

れ
霊
郭

ユ

（
ω
＼

ｏ

）

口 :検査対象範囲



一
マ

工事計画軽微変更 (関原発第267号 (2019年 10月 4日 ))

検査対象範囲

迎

頚

ユ

（
ヽ

＼

③
）

変 更 後

名 称

高使用

力

高使用

度

(℃ )

さ材

(MPa) (mm) (mm)

変更なし

消
火
設
備

変 更 前

材   料

(遊 5

STPG370

STPG42

(I14〕

STPG410

STPT370

外   径 さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

1号機、 2号機

火災区画

供給ライン

分岐点消
火
設
備

A、 B消火水

バ ンクアツプ

供給ライン

消火水配管合流点



変 更 後

本オ外   径 1厚 さ 料

(mm) (mm)

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

消
火
設
備

変 更 同lJ

材   料

SUS304TP

STPG42

STPG42

SUS304TP

STPT370

STPG42

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(ユた2)

5.5

(|こ 2)

6.0

(注 2)

7.1

(注 2)

6.0

(ユ12)

7.1

(注 2)

6.0 ´

(注 2)

6.0

外   径

(mm)

最
‐
高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

A、 B消火水

バックアップ

供給ライン

消火水配管合流点

アニユラス内

第 1分岐点

2号機

火災区画

供給ライン

分岐点

弁 (2V-6913D)

（
衡

(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注2)公称値                、

(注3)本設備は既存の設備である。

(注4)STPG42同 等材 (STPG410)への取替えを行 う。

渤
霊
那

ユ

（
観
＼

ｏ

）

口 :検査対象範囲
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る

1    使用前検査成績書

施  設  名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名 :浸水防護施設
外郭浸水防護設備

循乗水ポンプ室浸水防止蓋

海水ポンプ室浸水防止蓋

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 卜30

柳 角年19炉

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用前検査

3検査申請
7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

,1日 )

6日 )

4日 )

16日 )

24日 )

ユ3司 )

4検査期日 今珠す元年8角 7日

ノ苺万笠巧く/手 p月努軍

5検査場所 関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成 28年 1

関原発第435号 (平成 30年

関原発第 47号 (平成 30年

関原発第 203号 (平成 30年

関原発第 260号 (平成 30年

関原発第416号 (平成 30年 1

関原発第 505号 (平成 31年

関原発第 513号 (平成・31年

関原発第  4号 (平成 31年

関原発第 69号 (令和 元年

関原発第 116号 (令和 元年
鰯 ユ05電 鰤  ぇ4

0月

3月

4月

7月

8月

2月

2月

2月

4月

5月

6月

8民

自

至

|



6検査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設          i
外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 2個

海水ポンプ室浸水[方止蓋 15個

7検査結果 検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

エ



3特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果一覧表

な t
使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 性能検査記録

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)タト観検査

3 検査用計器一覧表

(デ

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

ー

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

機

碇ヽ

浴輌静ぇ年′月7白 沸み ル年 予月

ン賓A

義乾膨

彪べ髪

ずイタア・,,ザレ



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

催

寸法検査

外観検査

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

孔

ノ曾▼徹形く滑tO月 湖甲 弁弟宝ヵ 年′,月 巧日

鬱パ1血

‐

芽イタf‐ 夕,ぜン主任毎術芦

8特記事項

9添付資料

蕉 t/

使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 性能検査記録

(2)寸法検査、

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

1́



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

今剰危年

伊月ク日 食

使用前検査成績書の「3検査

申請Jに 申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。ハルカ午r
tく)輝 2も耳 終

年 /

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

今
～
え年

∂月″日 食

静 々年

10 月2s日 発
年 /

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

玲和え年

∂月ヶ耳 食

豪ン盈ジψ年
1〔)界 2ろ 口 え

年 /

∫



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

令和え年

′月ヶ日 鹿
年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備

されていることb
図面等確認

弁静え年

デ月 7日 衷
年

月   日

年 イ

X



添付資料 1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

今/和え年

ρ月
「
7日 食

静 か

lo 月2S日 碇
年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今現した年

∂月 7日 役

勒 疹
lo月 13日 孔

年 /

検査用計器が校正さ

れており有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確認

つ和た年
メ月 7日 &
倉力ん年
Ю 月 ズ 抑 央

年 /

ク



添付資料 1二 4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者♂)品質記録が

準備されていること。
記録確認

弁和充午
∂月 7日 段

容
～
紗
、0月 2ひ日

■

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今釉え年

′月 7日 夜

基 ,″
10月 弱 日 彼

年 /

9



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

1検査前確認事項

性能検査

組立て泳び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

輛 婢
【o 月2み 日 発

年

葬  身

月 日

必要な図面等が準備

されているこど。
図面等確認

抄 締
lo 月2ら 日 魔
年

戸  身

月   日

?



添付資料2-(1)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西竃方株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

｀   外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止
~壼 :2個

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室浸水防止蓋 SUS316 今れた
年

ヌ月ク日 癸

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 SUS316 弁界ラえ
年

ノ 月/日 柔

備 考                 |
。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※:適合性確認検査成績書の識別番号:T2,怠 '';で ,;ど

,0



添付資料 2-(2)-1

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 :2個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(mm)

許容値
※1

(阻m)

測定値

(mm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室

浸水防止蓋 1

た て 290※
2

2 88。

91.

8

22

協
ib月25日
侮

目視

認

横 340×
2

338.8

341.2

赫 継

tO戸23日
λ

目視

継

厚さ

19.5

(20※
2)

1 9, 5

2 0 5

滋 半

、〔)月2ぅ日 夜
目視

/
読

循環水ポンプ室

浸水防止蓋 2

た て 290※
2

2

2

88.

91.

8

2

ど″どど～Z″オ 今～
ぇ年
θ月7日 氏

⑭
/
記録確認

横 340×
2

338.8

341,2
どeァ ク′～じdPI碁

牟
～
え年

′月7日 民
の
/
記録確認

厚 さ
19.5

(20※
彦
)

19.5

20.5
Zフ 42ど′~2∂・kttθ

ハ巧静え年
θ月7ヨ 亀

⑫
/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の球別番,:デT2-ゞ
- 0404

iキ



添付資料 2二 (2)=2

性能検査記録

(寸法検査)

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :各部の主要寸法の浪1定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■L4)

1
許容値挙

(llnl)

測定値

(lIHl)
1検

△
行
月 日
検査

結果
検査方法

目視

縞
外径 600※ 2

602

598

10f23耳
い及

海水ポンプ室

浸水防止蓋 1

厚 さ

17.5

(18※
2)

17.5

18.5
10月23F
」魔

目視

/
範
目視

/
翰

外径 600※ 2
598

602
1。
月
23日
孔ヽ

i。
月
23日

海水ポンプ室

浸水防止蓋 2

厚 さ
17.5

(18※
2)
18.5

17.5

λ

目視

綸

tD ttЪ
日
笹外径 600※ 2

５９８

一ヽ

６０２
魔ヽ
鍮

目視

/

霊孫確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 3

厚 さ
17.5

(18※
2)

17.5

18.5 19月夕3日
λヽ
目視

/

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3!適合性確認検査成績書の識丹Ⅲ番号 :耳
…
上 ｀ S… 640牛

Iエ



添付資料 2-(2)-3

性能検査記録

(寸法検査 )

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 :15個´

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法
主要寸法

(mm)

許容値
※l

(mm)

測定値

(皿皿)

検査年月日
検査

結果
検査対象

目視含力ん年
10月28日
【魔外径 600×

2

598

602

「λ
目視

論tЭ
月郷日
帯 患

海水ポンプ室

浸水防止蓋 4

厚 さ
(18※♀)

今和え年
′月ク日我ヽ 記録確認

硼
／外径 600※

2

9 8

6 0 2

ご彰ワ欺す～ν夕p

冷
～
え年

′月ノァ日
Ｒヽ
記録確認

∪
フ
．

厚 さ
(18※
2) ′夙どοP ～/aだ′

海水ポンプ室

浸水防止蓋 5

目視

記録砲訟

物
Ю月ガ
〔次外径 800※

2

798

802

目視

記録確誰

鵜
10月 2ぅ
日
一魔

17.5

(18※
2)

17.5

18.5

海水ポンプ室

浸水防止_芸 6

厚 さ

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

適合性確認検奪成績書の識別番号 : 
‐

12~9下 040今※ 3

|-9



添付資料 2-(2)-4

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所t:関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 115個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lln)

許容値
※1

(■と
▼n)

測定値

(HⅢl) 1検

査年月
F

検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防上蓋 7

た て 700※ 2
788

792 t9月26耳 艇
目視

/
編

横 3700※
2

3696

3704

″

19
日 夜

目視

/
編

厚 さ
15.5

(16※
2)

15.5

16.5 tOf歩日魚

目視

艤

海水ポンプ室

浸水防止議 8

た て 790※ 2
788

792 tO月翔
口発

目視

横 995※ 2
993

997 ■|―
｀
、。しみ
日 往

目視

/
鍮

厚 さ
15。 5

(16※
2)

15。 5

16.5
tも
月
甥
日λ

目視

綸
備 考

※ 1:許容値は工事計画によると

※ 2:公称値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※3:適合性確認検査成績書の識男1番;:Tュ ヽじ T940+

14



添付資料 2-(2)-5

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 ,各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lm)

許容値※1

(mm)

測定値

(■lnl)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 9

た て 790※ 2
788

792
タラ紘少子～夕,ブ.な ◆詔え

年

∂月/日 負

⑫
/
記録確認

横 910※
2

908

912
ル .だ ～ア/ρ,汀

今
～
え年
θ月ク日甍

辺
/
記録確認

厚 さ
15,5

(16※
2)

15,5

16.5
ノどt形

`～
/t太o
ゆ
～
え年

∂月7日 民

〇
/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 10

た て 790※
2

788

792

崩 傘
p物日癸

目視

/
爾

横 3130※ 2
3726

3734

揚 漆
t9月,ひ
日々

目視

/
鯰

厚 さ
15。 5

(16※
2)

15.5

16.5

協
10月

"日

後
目視

/
録

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 T生‐∂二0作 0+

IF



添付資料 2-(2)i6

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■Hl)

許容値
※1

(mm)

測定値

(耐 1検

査午持日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 ■

た て 790※ 2
788

792 絲 従
目視

縞

横 3855※
2

3851

3859 Ю場 日血

目視

厚 さ
15.5

(16※ ?)

15,5

16.5 lo物3F 後
日視

総

海水ポンプ室

浸水防止蓋 12

た て 310※ 2
308 8

311.2

r

O勺喝日盈

目視

/
綴

横 320※ 2
318.8

321.2 19友物巧ぅ
日魔

目視

/
鰺

厚 さ
11,5

(12さ
2)

11.5

12.5 Fし
月ガ 日倉

目視

綸
備 考    :
※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確弔検査成毎書?識:噂
番号:下2-3… もや 。今

し
|



添付資料 2-(2)-7

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■ lコ l)

許容値
※1

(■lEl)

測定値

(lllq)
l検

査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 13

た て 320※ 2
318,8

321,2 胎 孔

目視

艤
横 320※

2

318七 8

321,2 tOf必日侯

目視

/
識

厚 さ
11.5

(12※
2)

11.5

12:5 tD itt F
a

目視

諭

海水ポンプ室

浸水防止蓋 14

た て 310※ 2
308.8

311.2 10月,3日 究

目視

蘊

横 310※ 2
308.8

311.2 t9月23日 a
目視

/
鏑

厚 さ
11.5

(12※
2
)

11.5

12.5 19月)ぅ
日灸

目視

/
編

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検奪成績青の識別番号 :T2‐ JT049牛

十〔7



添付資料 2-(2)-8

高浜発電所第 2号磯

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lm)

許容値琴
1

(lllll)

測定値

(ll■ l)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 15

た て 320※
2

318.8

321.2
d/2/∂―じ/2ア々

今和え年

∂月7日 &
⑩
/
記録確認

横 320※
2

31818

321.2
づ/タ フワ硝/λ始

今和た年
ワ邦7F

ヽ

食
Φ
/
記録確認

厚 さ
11。 5

(12※
2)

11.5

12.5
/ゑ 2`2 年/ユ ど/つ

彿 毒

∂月ア日
衰
○
/.
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値
●

|も



添付資料 2-(3)一 l

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備
―
循環水ポンプ室浸水防止蓋 :2個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室浸水防止蓋 1
冷紳力年
t OI 輝23日 盈

目

録確認

循乗水ポンプ室浸水防止蓋 2
冷和 え 年

″ 月7日
貴 9

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :道合性確認検査成績書の識別番号 : T彼ユヨT04-O今

lq



添付資料 2-(3)-2

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・サl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 1 枷 玄プ年

to 月疲)日 礎
目視/

海水ポンプ室浸水防止蓋 2 騨 孵
10 月2ら日 魔

目視/

⑮

海水ポンプ室浸水防止蓋 3 /湧 弩 々
年

10月フ_み日 虞
目視/

鰯

海水ポンプ室浸水防止蓋 4
勘 ヵ年

10 月菱う日 後
目視/

海水ポンプ室浸水防止蓋 5
◆耳レみ 年
′ 月 7日 氏

勁
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 6 屋湧静角年
ιo  月2フ日 尿

目視/

海水ポンプ室浸水防止蓋 7 か 力年

「b 月ガ日魔
目視/

働
備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査成杯書
の制 ll番号:T2T3● 04 ⑤Ц

―

乏 9



添付資料 2-(3)-3

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設     ・

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

、 食)がなぃこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 8
倉力々年

10 角2う日 灸
目

海水ポンプ室浸水防止蓋 9
々和ぇ 年

″月7日 氏
ゆ
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 10 /r営
141;子争

`孔

日魔
目視/

海水ポンプ室浸水防止蓋 11 物 年
と0 月,み日 旅

目視/

海水ポンプ室浸水防止蓋 12 災鴻ヮ砂年

,D 月2ラ日 魔
目視/

続

海水ポンプ室浸水防止蓋 13 加
年

lo月多多日 え
目視/

海水ポンプ室浸水防止蓋 14
腱蕩乾o年
tO 月多多日 碑

目視/

海水ポンプ室浸水防止蓋 15
若預膨ぇ 年

ρ 月7日 た
⑫
記録確認

備 考
。記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性中
認検査成績書の識別番号 :TZ― 」 一 p4。 キ

ユキ



添付資料 2-(4)-1

高浜発電所第 2号機

I    J性能検査記録
(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循乗水ポンプ室浸水防止蓋 :2個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室浸水防止蓋 1
浴紳乃年
tO  物ぅ
日 砕 記録確認

循乗水ポンプ室浸水防止蓋 2
か 乃年

t9月クこf 鯰 記録確認

備 考

DX



添付資料 2-(4)-2

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設    「

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基睾 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 1
倉″為年
10  :月ψ貝ぅ目 λ

観
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 2 徽携日醜 観記録確認
海水ポンプ室浸水防止蓋 3 浴々乃年

Fじ  月,多日 魚
、⑬′視ノ
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 4 /黛猪▼み年
とつ 月フう日 粂

@/
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 5 濃かん午
to 戸雰み日 盈

υ
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 6 紗 オ
tO 疾;",日 λ

9
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 7 ノ
IIキ4;:「甘号:ヵ日粂 観記録確認

備 考
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添付資料 2-(4)-3

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設  !

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 :15個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

⌒

海水ポンプ室浸水防止蓋 8 跡 乃年
月弱日10 癸
M
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 9 涯湧徹ガb年
二め 「月ヴ夢

口
,

従 記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 10 今ヵん年
十〔)月2う日 乙

Ψ
記録確認

海水ポンプ峯浸水防止蓋 11 谷″乃年
モ0 月グみ日 後

Ψ
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 12
疫れ魯巧o年
10月フ3日 魚

Ψ
記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 13 舶 午
tひ 月多う日 灸 羅

海水ポンプ室浸水防止蓋 14 募 疹
19 テ屹》写日 及 ゑ

海水ポンプ室浸水防止蓋 15 拗 薪
1〔
)月多フノ白 久

備 考
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添付資料 3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

ク

検査項目 検査用話器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期轟艮
備考

可上練姻全査

9蒻解湮箋)

ノ弐
“ズ

″クノザ‐トテクヴl望ヨ

ど′2′与クRと口

,帝支

ク́ノ?与ノβ′イど7

彦党海ど珂なβ

フイクB)と‐ク
蒻 ど守′を0

/〃尊必何倉ど

⊇サ/任


